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(57)【要約】
【課題】通常の白熱電球用ソケット(受金)に着脱できる
高輝度の電球形ＬＥＤランプの提供。
【解決手段】電球形ＬＥＤランプ１００は、黄色蛍光体
を含有する多数の蛍光性突起３０を内面に設けた透明グ
ローブ２０と口金５０付きハウジング６０とが囲んだ空
間に内蔵された複数の青色発光ダイオード（ＬＥＤ）１
０をプリント回路基板１１に実装した発光ユニットＬＵ
と点灯回路４０からなる。ＬＥＤ１０からの青色光Ｌ１
の一部は蛍光性突起３０を励起して黄色光に波長変換さ
れて透明グローブ２０を透過し青色光Ｌ１の一部は透明
グローブ２０を透過して黄色光Ｂと青色光Ｙの混合した
白色照明光Ｗ（Ｂ＋Ｙ）が得られる。紫外ＬＥＤ１０と
三原色蛍光体、白色蛍光体を含有する蛍光性突起３０の
組み合わせを用いてもよい。従来のＬＥＤランプと比べ
て蛍光性突起３０を有する透明グローブ２０は蛍光膜の
面積を増加できるのでより高輝度の白色照明光Ｗが得ら
れる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
内面に複数の光透過性突起および、または複数の光透過性溝を有する光透過性グローブと
、
主として青色または紫色光線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なくとも一
つの短波長形半導体発光素子と、
少なくとも前記光透過性突起および、または前記光透過性溝に配置され、
前記青色または紫色光線をより長い波長を有する可視光線に波長変換する蛍光体を備えた
、半導体発光ランプ。
【請求項２】
内面に複数の光透過性突起および、または複数の光透過性溝を有する光透過性グローブと
、
主として紫外線からなる短波長光線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なく
とも一つの短波長形半導体発光素子と、
少なくとも前記光透過性突起および、または前記光透過性溝に配置され、
前記短波長光線を可視光線に波長変換する蛍光体を備えた、半導体発光ランプ。
【請求項３】
内面に複数の蛍光性ファイバを有する光透過性グローブと、
主として青色または紫色光線からなる短波長光線を放射し前記内面に向けて照射するよう
にした少なくとも一つの短波長形半導体発光素子を備え、
前記蛍光性ファイバは前記短波長光線をより長い波長を有する可視光線に波長変換する蛍
光体を含む、半導体発光ランプ。
【請求項４】
内面に複数の蛍光性ファイバを有する光透過性グローブと、
主として紫外線からなる短波長光線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なく
とも一つの短波長形半導体発光素子を備え、
前記蛍光性ファイバは前記短波長光線を可視光線に波長変換する蛍光体を含む、半導体発
光ランプ。
【請求項５】
請求項１または請求項３に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、前記青色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体か
らなり、
前記黄色光線と前記青色または紫色光線を混合させた白色光線を得る、白色形半導体発光
ランプ。
【請求項６】
請求項２または請求項４に記載の半導体発光ランプであって、前記蛍光体は、前記紫外線
を白色光線に変換する白色蛍光体または青色、緑色および赤色からなる少なくとも三種類
の蛍光体からなる、白色形半導体発光ランプ。
【請求項７】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
更に、側面から光線を漏洩する少なくとも一つの漏洩形導光部材を設け、
前記半導体発光素子を前記漏洩形導光部材の少なくとも一つの端面に対向して配置した、
半導体発光ランプ。
【請求項８】
請求項１、請求項２、請求項５および請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであ
って、
更に、前記光透過性グローブと前記光透過性突起および、または前記光透過性溝とは、同
一材料からなり互いに一体化された、半導体発光ランプ。
【請求項９】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
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更に、前記光透過性グローブは、複数に分割された光透過性分割部材を結合して互いに一
体化された、半導体発光ランプ。
【請求項１０】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブはほぼ半球状部材からなり、
複数の前記半導体発光素子は、前記半球状部材の内面に指向して短波長形光線を照射する
ように配置された、半導体発光ランプ。
【請求項１１】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形、
またはほぼ錐形の第二の分割部材を結合したシェル（殻）からなる、半導体発光ランプ。
【請求項１２】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形ま
たはほぼ錐形の第二の分割部材を結合したシェル（殻）からなり、　　　更に、
前記半導体発光素子は、前記第一分割部材の内面に指向して短波長形光線を照射する少な
くとも一つの第一の短波長形半導体発光素子と、前記第二の分割部材の内面に指向して短
波長形光線を照射する少なくとも一つの第二の短波長形半導体発光素子からなる、半導体
発光ランプ。
【請求項１３】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形ま
たはほぼ錐形の第二の分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、
前記半導体発光素子を両面回路基板の両面に実装した両面発光ユニットを備え、
前記光透過性シェル（殻）の内面のほぼ全面に向けて前記短波長光線を照射可能とした、
半導体発光ランプ。
【請求項１４】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形ま
たはほぼ錐形の第二の分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、
前記半導体発光素子を回路基板に実装した発光ユニットを備え、
前記回路基板は、第一の分割部材および第二の分割部材の結合個所またはその近辺に固定
されて前記光透過性グローブによって支持される、半導体発光ランプ。
【請求項１５】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形ま
たはほぼ錐形の第二の分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、
前記半導体発光素子を回路基板に実装した発光ユニットを備え、
前記回路基板は、前記光透過性グローブの底部から上部に延びる支持部材によって支持さ
れる、半導体発光ランプ。
【請求項１６】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材およびほぼ半球形、ほぼ
錐台形またはほぼ錐形の第二の分割グローブ部材を結合した光透過性シェル（殻）からな
り、
更に前記半導体発光素子を両面回路基板の両面に実装した両面発光ユニットと、前記両面
回路基板の片面と対向して配置された錐形鏡を備えた、半導体発光ランプ。
【請求項１７】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
複数の前記半導体発光素子を少なくとも一つの帯状回路基板に実装した発光ユニットを、
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前記光透過性グローブの内部空間の底部から前記内部空間の上方向に向かって配置した、
半導体発光ランプ。
【請求項１８】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
複数の前記半導体発光素子を立体形状基板に配置した発光ユニットを備え、前記半導体発
光素子からの発光光線の進行方向を異ならせた、半導体発光ランプ。
【請求項１９】
請求項７に記載の半導体発光ランプであって、
前記漏洩形導光部材が、ほぼ「Ｕ」字形状またはほぼ「フ」字形状を有する、半導体発光
ランプ。
【請求項２０】
請求項７に記載の半導体発光ランプであって、
前記漏洩形導光部材がほぼ線状の形状を有し、その上面に光拡散手段または
光拡散球形部材を備えた、半導体発光ランプ。
【請求項２１】
請求項２、請求項４および請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
紫外線を吸収または反射する紫外線遮蔽手段を、前記光透過性グローブに設けた、半導体
発光ランプ。
【請求項２２】
請求項２、請求項４および請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
紫外線を吸収または反射する紫外線遮蔽手段を、（ａ）前記光透過性グローブの内面また
は外面に設けるか、（ｂ）前記光透過性突起および、または光透過性溝に設け、または
(ｃ）前記紫外線遮蔽手段が紫外線を吸収し可視光線を透過する光触媒膜または紫外線を
反射し可視光線を透過するダイクロイック・ミラーからなる、半導体発光ランプ。

【請求項２３】
請求項２、請求項４および請求項５のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、前記紫外線を主として青色または紫色光線に波長変換する青色または紫色
光線に波長変換する青色または紫色蛍光体と、前記青色または紫色光線を主として黄色光
線に波長変換する黄色蛍光体からなり、
前記青色または紫色光線と前記黄色光線を混合させた白色光線を得る、白色形半導体発光
ランプ。
【請求項２４】
請求項１、請求項２および請求項５のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、前記青色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体か
らなり、
少なくとも前記光透過性突起の表面または内部または前記光透過性溝の表面または側面に
、前記黄色蛍光体を含む黄色蛍光体膜を形成した、白色形半導体発光ランプ。
【請求項２５】
請求項２に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、青色、緑色および赤色の三原色蛍光体または白色蛍光体からなり、
少なくとも前記光透過性突起の表面または内部または前記光透過性溝の表面または側面に
、前記三原色蛍光体または白色蛍光体を含む三原色または白色蛍光体膜を形成した、白色
形半導体発光ランプ。
【請求項２６】
請求項２に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、前記紫外線を主として青色または紫色光線に波長変換する青色または紫色
光線に波長変換する青色または紫色蛍光体と、前記青色または紫色光線を主として黄色光
線に波長変換する黄色蛍光体からなり、
少なくとも前記光透過性突起の表面または内部または前記光透過性溝の表面または側面に
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、前記黄色蛍光体を含む黄色蛍光体膜を形成すると共に、
前記黄色蛍光体膜の表面に前記青色または紫色蛍光体を含む青色蛍光体膜を形成した、白
色形半導体発光ランプ。
【請求項２７】
請求項５に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、前記青色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体か
らなり、
前記光透過性グローブの内部に、前記黄色蛍光体を含む黄色蛍光体膜を形成した、白色形
半導体発光ランプ。
【請求項２８】
請求項６に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体は、青色、緑色および赤色の三原色蛍光体または白色蛍光体からなり、
前記光透過性グローブの内部に、前記三原色蛍光体または白色蛍光体を含む三原色または
白色蛍光体膜を形成した、白色形半導体発光ランプ。
【請求項２９】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、少なくとも二つに分割された光透過性分割部材の開口部の周縁
端面を結合手段により互いに一体化したものであり、
前記結合手段は、接合部、対向する凹凸部の間に設けられた接合部、対向する凹部の間に
設けられた接合部、対向する傾斜端面に設けられた接合部、互いにかみ合う切り込み部の
間に設けられた接合部、対向する凹凸のネジからなるネジ部および嵌合部からなる群から
選択される、半導体発光ランプ。
【請求項３０】
請求項１、請求項２および請求項８のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体を有する前記光透過性突起からなる蛍光性突起が、円錐台、円柱、半球、四角
柱、四角錐、円錐、円錐台、円柱、半球、四角柱、四角錐、円錐、　四角錐台、三角錐、
六角柱、上部がほぼ半球の円柱、直線状壁部材直線状および波形状壁部材からなる群から
選択された形状を有する、半導体発光ランプ。
【請求項３１】
請求項１、請求項２および請求項８のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光体を有する前記溝からなる蛍光性溝が、上部の面積が下部の面積より大きいほぼ
円錐台、円柱、半球、四角柱、四角錐、円錐、上部の面積が下部の面積より大きいほぼ四
角錐、三角錐、六角柱、直線状溝から選択される形状を有する、半導体発光ランプ。
【請求項３２】
請求項３または請求項４に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光性ファイバは、
（ａ）コア（芯）からなる光ファイバと、前記コアに含有された複数の蛍光体粒子からな
る前記蛍光体を備えたコア単独構造の蛍光体担持光ファイバからなるか、または
（ｂ）コア（芯）とクラッド（被覆）からなる光ファイバと、前記クラッドに含有された
複数の蛍光体粒子からなる前記蛍光体を備えたコア－クラッド複合構造の蛍光体担持光フ
ァイバからなる、半導体発光ランプ。
【請求項３３】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
少なくとも一つの端面から入射させた前記半導体発光素子からの光線を側面から漏洩する
少なくとも一つの漏洩形導光部材を設け、
前記漏洩形導光部材は、
（ａ）線状の導光コアと、前記導光コアの側面に部分的に被覆され前記導光コアより屈折
率の低い導光クラッドからなり、クラッド欠如部（コア露出部）を漏光部とした漏洩形導
光部材、
（ｂ）線状の導光コアと、または更に前記導光コアの側面に被覆され前記導光コアより屈
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折率の低い導光クラッドからなり、前記導光コアまたは前記導光コアと前記導光クラッド
に少なくとも一つの漏光用溝を設けた漏洩形導光部材、または
（ｃ）線状の導光コアと、または更に前記導光コアの側面に被覆され前記導光コアより屈
折率の低い導光クラッドからなり、前記導光コアの内部に複数の光散乱素子（光方向変換
素子）を分散した漏洩形導光部材である、半導体発光ランプ。
【請求項３４】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
少なくとも一つの端面から入射させた前記半導体発光素子からの光線を側面から漏洩する
少なくとも一つの漏洩形導光部材を設け、
前記漏洩形導光部材は、端面に（ａ）全反射ミラーまたは半透過ミラー、（ｂ）　錐形窪
み、（ｃ）半透過ミラー付きの錐形窪み、（ｄ）凸レンズ部または凹レンズ部、または（
ｅ）光散乱層を有する、半導体発光ランプ。
【請求項３５】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
更に、内部伝達光線を上端から出射するほぼ線状の形状の端面出射形導光部材と、前記端
面出射形導光部材の上端に配置されたほぼ球形を有する光拡散部材を設けた、半導体発光
ランプ。
【請求項３６】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
更に内部伝達光線を上端（光出射端）から出射するほぼ線状の形状の端面出射形導光部材
と、端面出射形導光部の上端（光出射端）に配置されたほぼ球形を有する光拡散部材を設
け、
前記光拡散部材は、
（ａ）光透過性の球形部材の内部に、複数の光散乱素子を混入した光拡散球形部材、
（ｂ）透過性の球形部材の球面に、粗面、凹凸部を有する光拡散球形部材、
（ｃ）錐形溝を有する半球形部材と、前記錐形溝の表面に形成され断面がほぼ錐形の半透
過ミラー膜と、前記半透過ミラー膜に配置された光透過性の半球形部材を有する光拡散球
形部材、または
（ｄ）球面を有する光透過性の球形部材と、前記球面に複数のレンズを有する光拡散球形
部材からなる、半導体発光ランプ。
【請求項３７】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形またはほぼ錐台
形の第二の分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、
前記光透過性グローブの内部空間の底面に複数の前記半導体発光素子を片面回路基板に配
置した片面発光ユニットと、
前記半導体発光素子から離隔して配置され、全反射面また部分反射面を有する錐形鏡、錐
台形鏡または平面鏡からなる反射鏡を備えた、半導体発光ランプ。
【請求項３８】
請求項３７に記載の半導体発光ランプであって、前記反射鏡はほぼ中央に開口を有する、
半導体発光ランプ。
【請求項３９】
請求項３７に記載の半導体発光ランプであって、前記反射鏡はほぼ中央に開口を有し、前
記開口に光拡散性部材を備えた、半導体発光ランプ。
【請求項４０】
請求項１ないし請求項６のいずれかに記載の半導体発光ランプであって、
前記光透過性グローブは、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形ま
たはほぼ錐形の第二の分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、
前記半導体発光素子を実装する回路基板と、前記回路基板を支持する支持部材を備え、
前記支持部材は、上部で前記回路基板を支持する中空パイプ状からなる中空支持部材、複
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数の表面で複数の前記回路基板を支持する中空または中実の多角柱からなる支持柱、また
は複数の表面で複数の前記回路基板を支持する複数の翼（ウイング）からなる支持柱を備
えた、半導体発光ランプ。
【請求項４１】
請求項３に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光性ファイバは、
（ａ）コア（芯）からなる光ファイバと、前記コアに含有された複数の蛍光体粒子からな
る前記蛍光体を備えたコア単独構造の蛍光体担持光ファイバからなるか、または
（ｂ）コア（芯）とクラッド（被覆）からなる光ファイバと、前記クラッドに含有された
複数の蛍光体粒子からなる前記蛍光体を備えたコア－クラッド複合構造の蛍光体担持光フ
ァイバからなり、
（ｃ）前記蛍光体は、青色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体
からなり、
前記青色または紫色光線と前記黄色光線を混合させた白色光線を得る、白色形半導体発光
ランプ。
【請求項４２】
請求項４に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光性ファイバは、
（ａ）コア（芯）からなる光ファイバと、前記コアに含有された複数の蛍光体粒子からな
る前記蛍光体を備えたコア単独構造の蛍光体担持光ファイバからなるか、または
（ｂ）コア（芯）とクラッド（被覆）からなる光ファイバと、前記クラッドに含有された
複数の蛍光体粒子からなる前記蛍光体を備えたコア－クラッド複合構造の蛍光体担持光フ
ァイバからなり、
（ｃ）前記蛍光体は、紫外線を青色、緑色および赤色光線に波長変換する青色、緑色およ
び赤色の三原色蛍光体または紫外線を白色光線に波長変換する白色蛍光体からなる、白色
形半導体発光ランプ。
【請求項４３】
請求項４に記載の半導体発光ランプであって、
前記蛍光性ファイバは、
（ａ）コア（芯）からなる光ファイバと、前記コアに含有された複数の蛍光体粒子からな
る前記蛍光体を備えたコア単独構造の蛍光体担持光ファイバからなるか、または
（ｂ）コア（芯）とクラッド（被覆）からなる光ファイバと、前記クラッドに含有された
複数の蛍光体粒子からなる前記蛍光体を備えたコア－クラッド複合構造の蛍光体担持光フ
ァイバからなり、
（ｃ）前記蛍光体は、紫外線を主として青色または紫色光線に波長変換する青色または紫
色蛍光体と、前記青色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体から
なり、
前記青色または紫色光線と前記黄色光線を混合させた白色光線を得る、白色形半導体発光
ランプ。
【請求項４４】
半導体発光素子と、
前記半導体発光素子を点灯する点灯回路と、
電球形口金を備えた電球形半導体発光ランプであって、
（ａ）内面に複数の光透過性突起および、または複数の光透過性溝を有する光透過性グロ
ーブと、
（ｂ）主として青色または紫色光線および、または紫外線からなる短波長光線を放射し前
記内面に向けて照射するようにした少なくとも一つの短波長形半導体発光素子と、
（ｃ）少なくとも前記光透過性突起および、または前記光透過性溝に配置され、前記短波
長光線より長い波長を有する可視光線に波長変換する蛍光体を備えた、電球形半導体発光
ランプ。
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【請求項４５】
半導体発光素子と、
前記半導体発光素子を点灯する点灯回路と、
電球形口金を備えた電球形半導体発光ランプであって、
（ａ）内面に複数の蛍光性ファイバを有する光透過性グローブと、
（ｂ）主として青色または紫色光線および、または紫外線からなる短波長光線を放射し前
記内面に向けて照射するようにした少なくとも一つの短波長形半導体発光素子と、
（ｃ）前記蛍光性ファイバが前記短波長光線より長い波長を有する可視光線に波長変換す
る蛍光体を備えた、電球形半導体発光ランプ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は　発光ダイオード（ＬＥＤ）などの半導体発光素子を有する半導体発光ランプに
関する。
【０００２】
本発明は、発光ダイオード（ＬＥＤ）などの半導体発光素子と、周知の外部ソケット（受
金）と容易に電気的に接続可能な周知の口金などの電力供給端子を有する電球形半導体発
光ランプに関する。
【背景技術】
【０００３】
＜先行技術１：ＬＥＤ電球＞　
図７６に示すように、先行技術１（特許文献２：特許公開２００１－２４３８０７、図１
）には、一端に口金１が設けられ、他端の開口部に向けてラッパ状に拡がるラッパ状部材
２と、このラッパ状部材２の開口部に取付けられ内面に蛍光体の層を有する透光性カバー
５と、ラッパ状部材２と半球状の透光性カバー（半球状の光透過性グローブ）５により形
成された略球体７の内部に設けられた基板３と、この基板３の半球状の透光性カバー（半
球状の光透過性グローブ）５に対向する外面に実装されたＬＥＤ素子４とを備えたＬＥＤ
電球が開示されている。
【０００４】
この構成において、口金１から直流電源が供給されるとＬＥＤ素子４が青色光または紫外
線を放射する。ＬＥＤ素子４が青色の放射光の場合は蛍光体層６により黄色の可視光に波
長変換され、透光カバー５の外に放射される。
【０００５】
このとき、青色の放射光の一部は波長変換されず、青色のまま透光カバー５の外に放射さ
れる。この波長変換されて透光性カバー５の外に放射された黄色と、波長変換されなかっ
た青色とが合成され白色光として感じられる。
【０００６】
ＬＥＤ素子４が紫外線放射の場合は、蛍光体の層６により赤、緑、青の可視光に波長変換
され、透光性カバー５の外に放射され、これらの光が合成され白色光として感じられる。
（ここで、上記部材に付した参照番号は特許文献１の図１における参照番号である。）　
【０００７】
＜先行技術２：ＬＥＤ光源装置およびＬＥＤ電球＞　
図７７に示すように、先行技術２（特許文献２：特許公開２００６－１５６１８７、図１
）には、近紫外光または青色光を放射し平面状に配設される複数の発光ダイオード素子１
２を有するＬＥＤ発光部６と、発光ダイオード素子１２が配設される面から所定の距離隔
てた位置に発光ダイオード素子１２と対向する平面部１６（または扁平な曲面部）を有し
、発光ダイオード素子１２から放射される光を波長変換する蛍光体（蛍光体層、蛍光体膜
））１５を平面部１６（または扁平な曲面部）に設けた波長変換カバー９とを備えたＬＥ
Ｄ光源装置およびＬＥＤ電球が開示されている。
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【０００８】
更に特許文献２には一端に口金４が設けられ、他端に向けてラッパ状に拡がる電球外郭部
２と、前記ＬＥＤ光源装置と、前記電球外郭部２の他端に設けられ、前記ＬＥＤ光源装置
が実装される光源装置実装基板８と、前記電球外郭部２の他端に設けられ、前記基板８及
び前記ＬＥＤ光源装置を密閉して覆う半球状の透光性カバー（半球状の光透過性グローブ
）５とを備えたＬＥＤ電球１が開示されている。
　（ここで上記部材に付した参照番号は特許文献２の図１における参照の参照番号である
。）　
【０００９】
先行技術１のＬＥＤ電球では、発光ダイオード素子４から放射される青色光線または紫外
光線を半球状の透光性カバー（半球状の光透過性グローブ）５の内面に形成した蛍光体層
　（蛍光体膜）６に照射し、この蛍光体層　（蛍光体膜）６から波長変換されて出射され
る可視変換光線を利用するものである。
【００１０】
このＬＥＤ電球は、半球状の透光性カバー５のほぼすべての内面に半球状の蛍光体層　（
蛍光体膜）６が形成されているので、透光性カバー（半球状の光透過性グローブ）５の半
球面から可視変換光線が出射し、この可視変換光線は方向性をもたない無指向性の拡散光
（散乱光線）となるので、直視しても眼に優しい特性を有する。
【００１１】
先行技術２のＬＥＤ電球１は、蛍光体（蛍光体層、蛍光体膜）１５を平面部１６などに形
成した波長変換カバー９の内面と対向して発光ダイオード素子１２を設け、更に波長変換
カバー９と発光ダイオード素子１２を覆う半球状の透光性カバー（半球状の光透過性グロ
ーブ）５とを備えている。
【００１２】
先行技術２では、可視変換光線を発する箇所は、透光性カバー（半球状の光透過性グロー
ブ）５の内部空間に配置された波長変換カバー９であるために、半球状の透光性カバー（
半球状の光透過性グローブ）の半球面に蛍光体（蛍光体層、蛍光体膜）を形成する先行技
術１と比較しての蛍光体（蛍光体層、蛍光体膜）の形成面積が少なく、したがって可視変
換光線を発する面積が少なくなる。
【特許文献１】特開２００１－２４３８０７公開公報
【特許文献２】特開２００６－１５６１８７公開公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
先行技術１では半球状の透光性カバーの内面の半球状の限られた領域に単に蛍光体（蛍光
体層、蛍光体膜）を形成したものであるから、蛍光体の形成面積に限界があり、一般照明
用として用いる半導体発光ランプ、ＬＥＤ電球などの電球形半導体発光ランプとしては、
照度、出射輝度が十分ではない。
【００１４】
先行技術２ではほぼ半球状の透光性カバーの内部空間に、発光ダイオードと発光ダイオー
ドから放射される光を波長変換する蛍光体（蛍光体層、蛍光体膜）を設けた波長変換カバ
ーを配置したものであるので、先行技術１と同様に蛍光体の形成面積に限界があり、一般
照明用として用いる半導体発光ランプ、ＬＥＤ電球などの電球形半導体発光ランプとして
は、照度、出射輝度が十分ではない。
【００１５】
したがって本発明は、従来より高い照度、出射輝度の可視光線を発することができるＬＥ
Ｄ光源装置などの半導体発光ランプを提供することを主な目的とする。
【００１６】
また本発明は、従来技術より高い照度、出射輝度の可視光線を発することができ、白熱電
球と互換性を有する電球形半導体発光ランプを提供することを主な目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１７】
本発明の各種の態様は次の通りである。
【００１８】
各種の態様を構成する部材には、参考として本発明の実施の形態を示す図面番号、図面に
おける部材の参照符号を付してある。しかしながらこれらの図面番号、参照符号は例示で
あり、これらに限定されるものではない。
【００１９】
本発明の一態様は、内面に複数の光透過性突起（３０）および、または複数の光透過性溝
（３０’）を有する光透過性グローブ（２０）と、主として青色または紫色光線および、
または紫外線からなる短波長光線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なくと
も一つの短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）と、少なくとも前記光透
過性突起（３０）および、または前記光透過性溝（３０’）に配置され、前記短波長光線
より長い波長を有する可視光線に波長変換する蛍光体を備えた、半導体発光ランプである
。
【００２０】
本発明の他の一態様は、内面に複数の光透過性突起（３０）および、または複数の光透過
性溝（３０’）を有する光透過性グローブ（２０）と、主として青色または紫色光線を放
射し前記内面に向けて照射するようにした少なくとも一つの短波長形半導体発光素子（１
０，１０－１，１０－２）と、少なくとも前記光透過性突起（３０）および、または前記
光透過性溝（３０’）に配置され、　前記青色または紫色光線をより長い波長を有する可
視光線に波長変換する蛍光体を備えた、半導体発光ランプである。
【００２１】
本発明の他の一態様は、内面に複数の光透過性突起（３０）および、または複数の光透過
性溝（３０’）を有する光透過性グローブ（２０）と、主として紫外線からなる短波長光
線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なくとも一つの短波長形半導体発光素
子（１０，１０－１，１０－２）と、少なくとも前記光透過性突起（３０）および、また
は前記光透過性溝（３０’）に配置され、前記短波長光線を可視光線に波長変換する蛍光
体を備えた、半導体発光ランプである。
【００２２】
本発明の他の一態様は、内面に複数の蛍光性ファイバ（３５，３６）を有する光透過性グ
ローブ（２０）と、主として青色または紫色光線および、または紫外線からなる短波長光
線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なくとも一つの短波長形半導体発光素
子（１０，１０－１，１０－２）を備え、前記蛍光性ファイバ（３５，３６）は前記短波
長光線をより長い波長を有する可視光線に波長変換する蛍光体を含む、半導体発光ランプ
である。
【００２３】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記蛍光体として、青
色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体を用いることにより、前
記黄色光線と前記青色または紫色光線を混合させた白色光線を得る、白色形半導体発光ラ
ンプとすることができる。（例えば、図７Ａなどを参照されたい。）
【００２４】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記蛍光体として、前
記短波長光線を白色光線に変換する白色蛍光体または青色、緑色および赤色からなる少な
くとも三種類の蛍光体を用いることにより、青色、緑色および赤色を混合させた白色光線
を得る、白色形半導体発光ランプとすることができる。（例えば、図７Ｂ、図７Ｃ、図７
Ｄなどを参照されたい。）
【００２５】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記蛍光体は、前記紫
外線を主として青色または紫色光線に波長変換する青色または紫色光線に波長変換する青
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色または紫色蛍光体と、前記青色または紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色
蛍光体からなり、前記青色または紫色光線と前記黄色光線を混合させた白色光線を得る、
白色形半導体発光ランプとすることができる。（例えば、図７５などを参照されたい。）
【００２６】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、更に、側面から光線を
漏洩する少なくとも一つの漏洩形導光部材（９０）を設け、前記半導体発光素子（１０，
１０－１，１０－２）を前記漏洩形導光部材（９０）の少なくとも一つの端面に対向して
配置することができる。
【００２７】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、更に、前記光透過性グ
ローブ（２０）と前記光透過性突起（３０）および、または前記光透過性溝（３０’）は
、同一材料からなり互いに一体化することができる。
【００２８】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、更に、前記光透過性グ
ローブ（２０）は、複数に分割された光透過性分割部材（２０－１，２０－２）を結合し
て互いに一体化することができる。
【００２９】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）はほぼ半球状部材からなり、複数の前記短波長形半導体発光素子（１０，１０－
１，１０－２）は、前記半球状部材の内面に指向して短波長形光線を照射するように配置
することができる。
【００３０】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ
錐形またはほぼ錐台形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合したシェル（殻）か
らなることができる。
【００３１】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ
錐形またはほぼ錐台形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合したシェル（殻）か
らなり、記短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）は、前記第一の分割グ
ローブ部材（２０－１）の内面に指向して短波長形光線を照射する少なくとも一つの第一
の短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）と前記第二の分割グローブ部材
（２０－２）の内面に指向して短波長形光線を照射する少なくとも一つの第二の短波長形
半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）からなることができる。
【００３２】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ
錐形またはほぼ錐台形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合した光透過性シェル
（殻）からなり、更に、前記短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）を両
面に実装した両面回路基板（１１，１１－１）を備え、前記光透過性シェル（殻）の内面
のほぼ全面に向けて前記短波長光線を照射可能とすることができる。
【００３３】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ
錐形またはほぼ錐台形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合した光透過性シェル
（殻）からなり、更に、前記短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）を実
装した回路基板（１１，１１－１）を備え、前記回路基板（１１，１１－１）は、第一の
分割グローブ部材（２０－１）および第二の分割グローブ部材（２０－２）の結合個所ま
たはその近辺に固定されて前記光透過性グローブ（２０）によって支持されることができ
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る。
【００３４】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ
錐台形、またはほぼ錐形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合した光透過性シェ
ル（殻）からなり、更に、前記短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）を
実装した回路基板（１１，１１－１）を備え、前記回路基板（１１，１１－１）は、前記
光透過性グローブ（２０）の底部から上部に延びる支持部材（６５，８０，８０－１，８
０－２，８０－３，８０－４）によって支持されることができる。
【００３５】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ錐形また
はほぼ錐台形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合した光透過性シェル（殻）か
らなり、更に前記半導体発光素子（１０－１，１０－２）を両面回路基板（１１－１）の
両面に実装した両面発光ユニットと、前記両面回路基板（１１－１）の片面と対向して配
置された錐形鏡（６３）を備えた、半導体発光ランプ（１１０）とすることができる。
【００３６】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、複数の前記短波長形半
導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）を少なくとも一つの帯状回路基板（１１ａ）
に実装した発光ユニット（ＬＵ）を、前記光透過性グローブ（２０）の内部空間の底部か
ら前記内部空間の上方向に向かって配置することができる。
【００３７】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、複数の前記短波長形半
導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）を立体形状を有する立体回路基板（１４）に
実装した発光ユニット（ＬＵ）を備え、前記短波長形半導体発光素子（１０，１０－１，
１０－２）からの発光光線の進行方向を異ならせることができる。
【００３８】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記漏洩形導光部材（
９０）が、ほぼ「Ｕ」字形状またはほぼ「М」字形状を有することができる。
【００３９】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記漏洩形導光部材（
９０）がほぼ線状の形状を有し、その上面に光方向変換手段（９０Ｇ２，９０Ｈ２，９０
Ｌ２，９０Ｋ２，９０Ｌ２）または光拡散球形部材（９３）を備えることができる。
【００４０】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、紫外線を吸収または反
射する紫外線遮蔽手段（９９）を、前記光透過性グローブ（２０）に設けることができる
。
【００４１】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、紫外線を吸収または反
射する紫外線遮蔽手段（９９）を、（ａ）前記光透過性グローブ（２０）の内面、外面、
または（ｂ）前記光透過性突起（３０）および、または光透過性溝（３０’）に設け、前
記紫外線遮蔽手段が紫外線を吸収し可視光線を透過する光触媒膜または紫外線を反射し可
視光線を透過するダイクロイック・ミラーからなることができる。
【００４２】
本発明の他の一態様は、半導体発光素子（１０，１０－１，１０－２）を点灯する点灯回
路（４０）と、電球形口金（５０）を備えた、電球形半導体発光ランプであって、内面に
複数の光透過性突起（３０）および、または複数の光透過性溝（３０’）を有する光透過
性グローブ（２０）と、主として青色または紫色光線および、または紫外線からなる短波
長光線を放射し前記内面に向けて照射するようにした少なくとも一つの短波長形半導体発
光素子（１０，１０－１，１０－２）と、少なくとも前記光透過性突起（３０）および、
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または前記光透過性溝（３０’）に配置され、前記短波長光線より長い波長を有する可視
光線に波長変換する蛍光体を備えた、電球形半導体発光ランプである。
【００４３】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
（２０）は、少なくとも二つに分割された光透過性分割部材（２０－１および２０－２）
の開口部の周縁端面を結合手段（２２）により互いに一体化したものであり、前記結合手
段は、　接合層（接合部）（６７）、対向する凹凸部の間に設けられた接合層（６７）、
対向する凹部の間に設けられた接合層（６７）、対向する傾斜端面に設けられた接合層（
６７）、互いにかみ合う切り込み部の間に設けられた接合層（６７）、対向する凹凸のネ
ジからなるネジ部（６７ａ）および嵌合部（６７‘）からなる群から選択されることがで
きる。（図１８を参照）
【００４４】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記蛍光体を有する前
記光透過性突起からなる蛍光性突起が、円錐台（３０－１’）、円柱（３０－２’）、半
球（３０－３’）、四角柱（３０－４’）、四角錐（３０－６’）、円錐（３０－６’）
、　円錐台（３０－１’）、円柱（３０－２’）、半球（３０－３’）、四角柱（３０－
４’）、四角錐（３０－５’）、円錐（３０－６’）、　四角錐台（３０－７’）、三角
錐（３０－８’）、六角柱（３０－９’）、上部がほぼ半球の円柱（３０－１０’）、　
直線状壁部材（３０－１１’）、波形状壁部材（３０－１２’）のいずれか、またはそれ
らの組み合わせからなることができる。（図８ないし図１０参照）
【００４５】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記蛍光性ファイバは
、（ａ）コア（芯）（３５ａ）からなる光ファイバと、前記コア（３５ａ）に含有された
複数の蛍光体粒子（３０ｂ）からなるコア単独構造を有する蛍光体担持光ファイバ（３５
）とすることができる。
【００４６】
前記蛍光体担持光ファイバ（３５）の替わりに、前記蛍光性ファイバは、（ｂ）コア（芯
）（３６Ａ）とクラッド（被覆）（３６Ｂａ）からなる光ファイバと、前記クラッド（３
６Ｂａ）に含有された複数の蛍光体粒子（３０Ｂｂ）からなるコア－クラッド複合構造の
蛍光体担持光ファイバ（３６）とすることができる。
【００４７】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記漏洩形導光部材（
９０Ａ）は、線状の導光コア（９０ａ）と、前記導光コア（９０ａ）の側面に部分的に被
覆され前記導光コア（９０ａ）より屈折率の低い導光クラッド（９０ｂ）からなり、クラ
ッド欠如部（コア露出部）（９０ｃ）を漏光部とすることができる。
【００４８】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記漏洩形導光部材（
９０Ｂ、９０Ｃ、９０Ｄ）は、線状の導光コア（９０ａ）と、または更に前記導光コア（
９０ａ）の側面に被覆され前記導光コア（９０ａ）より屈折率の低い導光クラッド（９０
ｂ）からなり、前記導光コア（９０ａ）または前記導光コア（９０ａ）と前記導光クラッ
ド（９０ｂ）に少なくとも一つの漏光用溝（９０ｃ、９０ｃ２、９０ｄ２）を設けること
ができる。
【００４９】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記漏洩形導光部材（
９０Ｅ、９０Ｆ）は、線状の導光コア（９０ａ）と、または更に前記導光コア（９０ａ）
の側面に被覆され前記導光コア（９０ａ）より屈折率の低い導光クラッド（９０ｂ）から
なり、前記導光コア（９０ａ）の内部に複数の光散乱素子（光方向変換素子）（９０ｅ）
を分散することができる。
【００５０】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、漏洩形導光部材（９０
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Ｇ）は、漏洩形導光部材（９０Ｇ１）の上端面に全反射ミラーまたは半透過ミラー（９０
Ｇ２）を形成したものである。
【００５１】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、漏洩形導光部材（９０
Ｈ）は、漏洩形導光部材（９０Ｈ１）の上端面にほぼ円錐などの錐形窪み（９０Ｈ２）を
形成したものである。
【００５２】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、漏洩形導光部材（９０
Ｊは、漏洩形導光部材（９０など）と同様な漏洩形導光部材（９０Ｈ１）の上端面に半透
過ミラー付きの錐形窪み（９０Ｊ２）を形成したものである。
【００５３】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、漏洩形導光部材（９０
Ｋ）は、漏洩形導光部材（９０Ｋ１）の上端面に凸レンズ部（９０Ｋ２）または凹レンズ
部（９０Ｋ３）を形成したものである。
【００５４】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、漏洩形導光部材（９０
Ｌ）は、漏洩形導光部材（９０Ｌ１の上端面に光散乱粒子などを混入した光散乱層（９０
Ｌ２）を形成したものである。
【００５５】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、更に内部伝達光線を上
端（光出射端）から出射するほぼ線状の形状の端面出射形導光部材（９２）と、端面出射
形導光部材（９２）の上端（光出射端）に配置されたほぼ球形を有する光拡散部材（９３
）を設けることができる。
【００５６】
前記光拡散部材（９３）は、（ａ）光透過性の球形部材（９３Ａ１）の内部に、複数の光
散乱素子（９３Ａ２）を混入した光拡散球形部材（９３Ａ）からなることができる。
【００５７】
前記光拡散部材（９３）は、　（ｂ）　透過性の球形部材（９３Ｂ１）の球面に、粗面、
プリズム面などの凹凸部（９３Ｂ２）を有する光拡散球形部材（９３Ｂ）からなることが
できる。
【００５８】
前記光拡散部材（９３）は、　（ｃ）　錐形溝を有する半球形部材（９３Ｃ３）と、前記
錐形溝の表面に形成され断面がほぼ錐形の半透過ミラー膜（９３Ｃ２）と、前記半透過ミ
ラー膜（９３Ｃ２）に配置された光透過性の半球形部材（９３Ｃ１）を有する光拡散球形
部材（９３Ｃ）からなることができる。
【００５９】
前記光拡散部材（９３）は、（ｄ）　球面を有する光透過性の球形部材（９３Ｄ１）と、
前記球面に複数のほぼ半球状などの複数のレンズ（９３Ｄ２）を有する光拡散球形部材（
９３Ｄ）からなることができる。
【００６０】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
は、ほぼ半球形の第一の分割グローブ部材（２０－１）およびほぼ半球形、ほぼ錐形また
はほぼ錐台形の第二の分割グローブ部材（２０－２）を結合した光透過性シェル（殻）か
らなり、更に、前記光透過性グローブの内部空間の底面に複数の前記半導体発光素子（１
０）を片面回路基板（１１）に配置した片面発光ユニットと、前記半導体発光素子（１０
）から離隔して配置され、全反射面また部分反射面を有する錐形鏡、錐台形鏡または平面
鏡からなる鏡部材（７０，７２，７３，７７）を備えた、半導体発光ランプ（１９０，２
００，２１０，２２０，２３０，２４０，２５０，２６０，２７０，２８０）とすること
ができる。
【００６１】
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前記半導体発光ランプ（１９０，２００，２１０，２２０，２３０，２４０，２５０，２
６０，２７０，２８０）であって、前記鏡部材（７０，７２，７３，７７）のほぼ中央に
開口を備えることができる。
【００６２】
前記半導体発光ラン（２１０，２２０，２３０，２４０，２５０，２６０，２７０，２８
０）半導体発光ランプであって、前記反射鏡（７０，７２，７３，７７）のほぼ中央に開
口と、前記開口に光拡散性部材（７１，７４，７４’，７６，７６’，７８）を備えるこ
とができる。
【００６３】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
は、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形またはほぼ錐形の第二の
分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、前記半導体発光素子を実装す
る回路基板と、前記回路基板を支持する支持部材を備え、前記支持部材は、上部で前記回
路基板を支持する中空パイプ状からなる中空支持部材（６５）を備えることができる。
【００６４】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
は、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形またはほぼ錐形の第二の
分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、前記半導体発光素子を実装す
る回路基板と、前記支持部材は、複数の表面で複数の前記回路基板を支持する中空または
中実の多角柱からなる支持柱（８０－１，８０－２，８０－３）を備えることができる。
【００６５】
前述の各種の本発明の態様に記載した半導体発光ランプであって、前記光透過性グローブ
は、ほぼ半球形の第一の分割部材およびほぼ半球形、ほぼ錐台形またはほぼ錐形の第二の
分割部材を結合した光透過性シェル（殻）からなり、更に、前記半導体発光素子を実装す
る回路基板と、前記支持部材は、複数の表面で複数の前記回路基板を支持する複数の翼（
ウイング）からなる支持柱（８０－４）を備えることができる。
【００６６】
前述の本発明の各種の態様の半導体発光ランプは、光透過性グローブの内面に設けた複数
の突起および、または溝に蛍光体を配置し、または更に光透過性グローブにおける突起お
よび、または溝が存在していない箇所に蛍光体を配置しているので、蛍光体の形成面積、
容積を増大することができる。
【００６７】
したがって発明の各種の態様の半導体発光ランプは、従来のものより照度、輝度の大な可
視変換光線を出射することができる顕著な利点を有する。
【００６８】
前述の本発明の各種の態様の半導体発光ランプは、可視変換光線が方向性をもたない無指
向性の拡散光（散乱光線）となるので、直視しても眼に優しい特性を有する利点を有する
。
【００６９】
前述の本発明の各種の電球形半導体発光ランプは、可視変換光線が方向性をもたない無指
向性の拡散光（散乱光線）となるので、直視しても眼に優しい特性を有し、かつ従来の電
球型照明設備を有効に使用することが出来る利点を有する。

【発明を実施するための最良の形態】
【００７０】
本発明の実施の種々形態を以下に添付図面を参照して記載する。
【００７１】
すべての図において同一部分には、同一参照符号を付してある。
【００７２】
＜本発明の実施の一形態＞　
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本発明の実施の一形態を、図１ないし図７に基づいて説明する。
【００７３】
図１は、本発明の実施の一形態の半導体ランプ（ＬＥＤランプ）１００の概略的な分解斜
視図である。
【００７４】
図２は、半導体ランプ１００の概略的な斜視図である。
【００７５】
図３は、図２のＡ－Ａ’線に沿って切断した半導体ランプ１００の概略的な断面図である
。
【００７６】
図４は、複数の半導体素子を実装したプリント回路基板を示す概略的な平面図である。
【００７７】
図５は、図３の一部分（Ｐ－Ａ）を拡大して示す概略的な拡大部分断面図である。
【００７８】
図６は、半導体ランプ１００の電気回路の一例を示す概略的なブロック図である。
【００７９】
図７（図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、図７Ｄ）は、半導体ランプ（ＬＥＤランプ）１００の原
理および光路を説明する図５の一部を拡大した概略的な拡大部分断面図である。
【００８０】
図７Ａは半導体発光素子１０として青色ＬＥＤを用いた時の半導体ランプ１００の原理お
よび光路を説明するものである。
【００８１】
図７Ｂ、図７Ｃおよび図７Ｄは半導体発光素子１０として近紫外ＬＥＤを用いた時の半導
体ランプ（ＬＥＤランプ）１００の原理および光路を説明するものである。
【００８２】
図１ないし図７に示すように、本発明の実施の一形態の半導体ランプ１００は、紫外およ
び、または青色光線からなる短波長光線を放射する少なくとも一つの短波長形半導体発光
素子１０と、光透過性部材からなる光透過性グローブ２０と、光透過性グローブ２０の内
面に設けられた蛍光性突起（蛍光体含有突起、蛍光性突出部、蛍光性凸部）３０を備える
。
【００８３】
短波長形半導体発光素子１０は、発光ダイオード（ＬＥＤ）　またはレーザー・ダイオー
ド（ＬＤ）からなる。
【００８４】
短波長形半導体発光素子１０は、プリント回路基板（プリント配線基板）１１に実装され
ている。
【００８５】
図５に示すように、蛍光性突起３０は、複数の光透過性突起３０ａと前記突起３０ａに配
置された蛍光体３０ｂからなる。
【００８６】
図１ないし図３に示すように、本発明の実施の一形態では、光透過性グローブ（グローブ
、外囲部材、外囲器、エンベロープ）２０は、ほぼ半球状（ドーム状）の光透過状性樹脂
または光透過性ガラスからなり、光透過性グローブ（グローブ）２０の内面に複数の蛍光
体を配置した蛍光性突起３０を形成している。
【００８７】
プリント回路基板１１の上面に、複数の半導体発光素子１０を実装した発光ユニットは、
光透過性半球状グローブ２０の下部の開口の近辺に配置されている。
【００８８】
発光ユニットは、半導体発光素子１０からの発光光線が光透過性半球状グローブ２０の内
面に指向するように配置され、ほぼすべての内面および内面に形成されたほぼすべての複
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数の蛍光性突起３０を照射することができる。
【００８９】
更に、半導体発光素子１０に駆動電力を供給する点灯回路４０が、図１ないし図３では上
部に開口を有するほぼ半球状、ロート状、円錐台形状の錐台形殻などからなる収納部材（
ハウジング）６０の内部空間に収納して配置される。
【００９０】
複数の半導体発光素子１０を実装した発光ユニット　ＬＵ（１０および１１）を内蔵する
ように、光透過性半球状グローブ２０の下端周辺とハウジング６０の上端周辺は任意の結
合手段により接合される。
【００９１】
ハウジング６０の下部に、外部の給電ソケット（受金）と着脱自在のエジソン・ベースの
電球用口金５０が固定される。
【００９２】
周知のように白熱電球用口金として広く用いられているエジソン・ベースのねじ込み式の
電球用口金５０は、導電性金属スクリューからなる第一の電極端子５０ａ（ネジ形導電キ
ャップ）と、その下部に導電性金属スクリューと絶縁して配置された第二の電極端子（電
気接点）５０ｂからなる。
【００９３】
エジソン・ベースの電球用口金５０の替わりに、周知のスワン・ベースの引っ掛け式の口
金（図示せず）、周知の一対の線状電極端子が絶縁体から突起した口金（図示せず）など
を用いてもよい。
【００９４】
図３、図６に示すように、二本の給電リード線１３は、それぞれの一端が電球用口金５０
の第一の電極端子５０ａと第二の電極端子５０ｂに接続され、それぞれの他端が点灯回路
４０の入力端子に接続される。
【００９５】
点灯回路４０の出力端子は、導電リード線１２により、プリント回路基板１１のプリント
配線と接続される。
【００９６】
点灯回路４０の入力端子に供給される交流電力（ＡＣ）は、点灯回路４０により整流され
て、直流電力に変換されて、半導体発光素子１０には、その駆動電流が供給されて短波長
光線を発する。
【００９７】
発光ユニット　ＬＵを内蔵した半球状グローブ２０と、半球状グローブ２０と結合され点
灯回路４０を内蔵したハウジング６０と、電球用口金５０は、一体化されて電球形半導体
発光ランプ１００を構成する。
【００９８】
図６に示すように、点灯回路４０の一例は、商用電源などの外部交流電力（ＡＣ）の電圧
を下げるトランスなどの降圧素子回路４０ｂと、降圧回路４０ｂの交流出力を整流して直
流電力に変換するダイオード・ブリッジ素子とコンデンサ素子を含む整流回路４０ａから
なることができる。
【００９９】
図６に示すように、点灯回路４０の他の一例は、商用電源などの外部交流電力（ＡＣ）を
整流し直流電力に変換する交直変換回路（ＡＣ－ＤＣコンバーター）４０ｂと交直変換回
路４０ｂの直流出力を、半導体発光素子１０を駆動することができるパルス出力を含む直
流電圧に変換する駆動回路（ＤＣ－ＤＣコンバーター）４０ａからなることができる。
【０１００】
交流電力（ＡＣ）は、周知の外部ソケット（図示せず）から電球用口金５０の電極端子５
０ａ、５０ｂを経由し交直変換回路４０ｂに供給される。
【０１０１】
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駆動回路４０ａの直流出力端子は、リード線１２ａ、１２ｂを経由してプリント回路基板
１１の入力端子１１ａ、１１ｂと接続されている。
【０１０２】
プリント回路基板１１には、複数のＬＥＤ　１０（１），１０（２），１０（３），　－
－－－，１０（ｎ－１），１０ｎが回路基板１１上のプリント配線１１ｃにより　図６で
は直列接続された複数のＬＥＤ　１０が実装されている。
【０１０３】
複数のＬＥＤ　１０は、上記直列接続の外に、並列接続または直並列接続されてもよい。
【０１０４】
図６５、図７に示すように、光透過性グローブ２０の内面に複数の蛍光性突起３０が設け
られている。
【０１０５】
蛍光性突起３０は、光透過性突起３０ａと光透過性突起３０ａの露出表面に形成された蛍
光膜３０ｂとからなる。
【０１０６】
複数の光透過性突起３０ａは、光透過性グローブ２０の内面に後付してもよい。
【０１０７】
光透過性グローブ２０を作製時に複数の光透過性突起３０ａを形成することができる。
【０１０８】
光透過性を有する熱可塑性合成樹脂を加熱成形することにより複数の光透過性突起３０ａ
を内面に有する光透過性グローブ２０を同時に一体化することができ、光透過性突起３０
ａ付きの光透過性グローブ２０を低コストで大量生産できる。
【０１０９】
透過性グローブ２０の内面において、蛍光性突起３０の未形成領域にも蛍光膜３０ｂと同
様な蛍光膜３１を設けるのが望ましい。
【０１１０】
蛍光膜３０ｂと同様な蛍光膜３１は、塗布、蒸着などにより同時に形成することができる
。
【０１１１】
図７に示すように、光透過性突起３０ａの表面に形成された蛍光膜３０ｂは、複数の蛍光
粒子３０ｂ１を光透過性バインダー３０ｂ２の内部に分散して含有させたものとすること
ができる。
【０１１２】
同様にして、透過性グローブ２０の内面に形成された蛍光膜３１は、複数の蛍光粒子３１
ｂ１を光透過性バインダー３１ｂ２の内部に分散して含有させたものとすることができる
。
【０１１３】
短波長半導体発光素子（ＬＥＤ）１０として青色光線または近紫外線からなる短波長光線
を放射するものを用いることができる。
【０１１４】
＜青色ＬＥＤと黄色蛍光体の組み合わせ＞
図７Ａに示すように、青色光線Ｌ１を発光するＬＥＤ　１０と、ＬＥＤ　１０から発する
青色光線Ｌ１を吸収して黄色光線Ｌ２に波長光線に変換する用いる黄色蛍光体３０ｂ１、
３１ｂ１を組み合わせて用いる場合には、波長光線されずに光透過性グローブ２０を透過
した青色光線Ｌ１（Ｂ）と、黄色蛍光体３０ｂ１、３１ｂ１で波長光線され光透過性グロ
ーブ２０を透過した黄色光線Ｌ２（Ｙ）とが透過性グローブ２０の外部に出射される。
【０１１５】
青色光線Ｌ１（Ｂ）と黄色光線Ｌ２が光透過性グローブ２０の外部空間に照明光線（ＷＬ
）として出射されるので、青色光線Ｌ１（Ｂ）と青色光線Ｌ１（Ｂ）の補色関係にある黄
色光線Ｌ２（Ｙ）が混色して疑似的に白色光線が得られることになる。
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【０１１６】
図３、図７Ａを参照して青色光線Ｌ１（Ｂ）と青色光線Ｌ１（Ｂ）を波長変換した黄色光
線Ｌ２（Ｙ）の光路を次に説明する。
【０１１７】
図３、図７Ａに示すように、矢印付き実線で示す青色光線Ｌ１、Ｌ１（Ｂ）は青色ＬＥＤ
　１０から光透過性グローブ２０の内面に指向して放射される。矢印付き
【０１１８】
青色光線Ｌ１（Ｂ）の一部は蛍光性突起３０の突起３０ａの表面に形成された蛍光膜３０
ｂの黄色蛍光体粒子３０ｂ１で吸収され、蛍光体粒子３０ｂ１を励起する。
【０１１９】
同様にして、青色光線Ｌ１（Ｂ）の一部は光透過性グローブ２０の内面の蛍光性突起３０
の存在しない領域に形成された蛍光膜３１の黄色蛍光体粒子３１ｂ１で吸収され、蛍光体
粒子３１ｂ１を励起する。
【０１２０】
そのとき黄色蛍光体粒子３０ｂ１、３１ｂ１は、青色光線Ｌ１（Ｂ）をそれより波長の長
い黄色光線Ｌ２、Ｌ２（Ｙ）に波長変換される。（図７Ａに示すように、黄色光線Ｌ２、
Ｌ２（Ｙ）は、矢印付き鎖線で示す。）
【０１２１】
黄色光線Ｌ２、Ｌ２（Ｙ）は、光透過性グローブ２０を透過して外部空間に出射する。
【０１２２】
青色光線Ｌ１（Ｂ）の一部は、蛍光性突起３０表面に配置された蛍光膜３０ｂまたは光透
過性グローブ２０の内面の蛍光性突起３０の存在しない領域に配置された蛍光膜３１を蛍
光体粒子３０ｂ１、３１ｂ１に吸収させることなく透過し、光透過性グローブ２０を透過
して外部空間に出射する。
【０１２３】
その結果として、光透過性グローブ２０の外部空間には黄色光線Ｌ２、Ｌ２（Ｙ）と青色
光線Ｌ１（Ｂ）の両方が出射されて、黄色光線Ｌ２、Ｌ２（Ｙ）と青色光線Ｌ１（Ｂ）Ｓ
が混色されて疑似的に白色光線（ＷＬ）の照明光が得られる。
【０１２４】
＜青色ＬＥＤ）　窒化物系化合物半導体＞
青色ＬＥＤとしては、例えば市販の窒化ガリウム（ＧａＮ）系半導体化合物などの窒化物
系化合物半導体（チップ）を用いた発光中心波長が４００ｎｍないし５００ｎｍの青色Ｌ
ＥＤ素子を使用できる。
【０１２５】
一例として、波長４２０ｎｍないし４９０ｎｍの範囲に発光ピーク（ピーク発光波長）を
有する窒化ガリウム・インジューム（ＩｎＧａＮ）系のＬＥＤチップを用いた青色発光Ｌ
ＥＤ素子を使用できる。
【０１２６】
青色ＬＥＤは、例えば豊田合成株式会社、日亜化学工株式会社、星和電機株式会社、米国
ルミレッズ社（Ｌｕｍｉｌｅｄｓ　Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｕ．Ｓ．，ＬＬＣ）、米国クリ―
社（Ｃｒｅｅ，Ｉｎｃ．）などから入手できる。
【０１２７】
青色ＬＥＤから４００ｎｍないし５００ｎｍの波長域を有する青色光線により周知の黄色
蛍光体が励起されて、５００ｎｍないし６００ｎｍを有する可視波長域を有する黄色光線
、橙色光線などの黄色系光線を発する。
【０１２８】
更に赤色蛍光体を追加して、赤色成分の不足を補うことができる。
【０１２９】
　＜黄色蛍光体）
黄色蛍光体としては、例えば、周知のＹ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅなどのセリウムを付活した
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イットリウム・アルミニウム・ガーネット（Ｙｔｔｒｉｕｍ　Ａｌｕｍｉｎｉｕｍ　Ｇａ
ｒｎｅｔ）などのＹＡＧ系の蛍光体、アルカリ土類金属オルトケイ酸塩系の蛍光体を用い
ることができる。
【０１３０】
蛍光体としてはセリウム賦活（ふかつ）ガーネット蛍光体（Ｙ３Ａｌ５Ｏ１２：Ｃｅ）が
用いられ、この蛍光体は上記青色発光のスペクトルの一部を吸収して波長５１０～６００
ｎｍ付近に発光ピークを有する。
【０１３１】
＜近紫外ＬＥＤと三原色蛍光体の組み合わせ＞
【０１３２】
近紫外ＬＥＤとしては、例えば市販の窒化ガリウム（ＧａＮ）系半導体化合物などの窒化
物系化合物半導体（チップ）を用いた発光波長範囲が３００ｎｍないし４００ｎｍの近紫
外ＬＥＤ素子を使用できる。
【０１３３】
近紫外ＬＥＤは、例えば、日亜化学工業株式会社、ナイトライド・セミコンダクター株式
会社などから入手できる。
【０１３４】
図３、図７Ｂに示すように、矢印付き実線で示す近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）は近紫外
ＬＥＤ　１０から光透過性グローブ２０の内面に指向して放射される。
【０１３５】
図７Ｂにおいては、蛍光性突起３０の突起３０ａの表面に形成された可視光蛍光膜３０ｂ
内の可視光蛍光体粒子３０ｂ１と、光透過性グローブ２０の内面の蛍光性突起３０の存在
しない領域に形成された蛍光膜３１内の可視光蛍光体粒子３１ｂ１は、青色蛍光体、緑色
蛍光体、および赤色蛍光体の三原色蛍光体の混合物からなる。
【０１３６】
近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）がこれらの三原色蛍光体の混合物３０ｂ１、３１ｂ１に照
射される時に、青色蛍光体、緑色蛍光体、および赤色蛍光体は近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（Ｕ
Ｖ）を吸収して励起される。
【０１３７】
そして青色蛍光体、緑色蛍光体、および赤色蛍光体は、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）を
それぞれ青色光線、緑色光線および赤色光線からなる図７Ｂに示すように矢印付き鎖線で
示す可視光線Ｌ２に波長変換され、これらの混色により白色光線ＷＬが得られる。
【０１３８】
可視光線Ｌ２は、光透過性グローブ２０を透過して外部空間に出射する。
【０１３９】
図７Ｂに示すように、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）の一部分が蛍光体に吸収されること
なく光透過性グローブ２０内を進行することがあるので、光透過性グローブ２０の外面の
すべてに近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）を吸収し、かつ可視光線Ｌ２のみを透過する紫外
光遮断および可視光透過性膜（可視光選択透過膜）９９を形成するのが望ましい。
【０１４０】
図７Ｃ、図７Ｄに示すように、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）の一部分が蛍光体に吸収さ
れることなく光透過性グローブ２０内を進行し、光透過性グローブ２０の外部環境に出射
する恐れがあるため、光透過性グローブ２０に紫外線遮蔽手段を設けるのが望ましい。
【０１４１】
紫外線遮蔽手段は、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）を吸収し、かつ可視光線Ｌ２のみを透
過する紫外遮蔽膜（紫外光遮断および可視光透過性膜、可視光選択透過膜９９からなるこ
とができる。
【０１４２】
図７Ｃに示すように紫外遮蔽膜９９は、光透過性グローブ２０の内面に形成し、紫外遮蔽
膜９９の表面に、蛍光膜３Ｏｂを設けた光透過性突起３０ａからなる蛍光膜性突起および
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蛍光膜３１を形成してもよい。
【０１４３】
図７Ｄに示すように、紫外遮蔽膜９９は、光透過性グローブ２０の内面と光透過性突起３
０ａの表面に形成し、更にその上に蛍光膜３１と蛍光膜３Ｏｂを形成してもよい。
【０１４４】
紫外線遮蔽手段（可視光選択透過膜）９９として、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）を吸収
し可視光線を良く透過する二酸化チタン（ＴｉＯ２）光触媒を含有する光触媒膜などの紫
外応答形光触媒膜を用いることができる。
紫外応答形光触媒膜は、紫外線を吸収して可視光線を透過するので紫外遮蔽膜からなる紫
外線遮蔽手段（可視光選択透過膜）９９として機能する。
【０１４５】
紫外応答形光触媒膜９９は、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１（ＵＶ）を受光して有機物質を分解す
る光触媒特性を発揮するので、光透過性グローブ２０の外面に付着した有機物質の汚れを
セルフ・クリーニングすることができ、光透過性グローブ２０の汚れによる照明光線の減
衰を低減することができる。
【０１４６】
紫外線遮蔽手段（可視光選択透過膜）９９として、屈折率の異なる複数の光学膜を積層し
た可視光透過性紫外光反射光学積層膜（ダイクロイック・ミラー）を用いることができる
。
【０１４７】
紫外光反射光学積層膜（ダイクロイック・ミラー）９９は、紫外光反射光学積層膜９９に
到達した紫外光Ｌ１を元に戻し、再び可視光蛍光体粒子３０ｂ１、３１ｂ１を励起するこ
とができ、紫外光Ｌ１による蛍光体３０ｂ１、３１ｂ１の変換効率を増加する。
【０１４８】
蛍光体３０ｂ１、３１ｂ１からの可視光線Ｌ２は無指向性の散乱光線なので、この可視光
線Ｌ２の一部は光透過性グローブ２０と紫外光反射光学積層膜９９’を透過して外部空間
から出射し、全体の白色照明光線の輝度を増大できる。
【０１４９】
＜三原色蛍光体＞
【０１５０】
近紫外ＬＥＤからの近紫外光線（紫色光線を含む）によって励起され、それぞれ青色光線
、緑色光線、赤色光線などの可視光線を発する青色蛍光体、緑色蛍光体および赤色蛍光体
の三原色蛍光体を用い、これらの三原色蛍光体からの三種類の発光光線の混合色により白
色光線が得られる。
【０１５１】
ａ）青色蛍光体として例えば（Ｓｒ，Ｃａ，Ｂａ）１０（ＰＯ４）６Ｃｌ２：Ｅｕ、（（
Ｓｒ，Ｃａ，Ｂａ，Ｍｇ）１０（ＰＯ４）６：Ｅｕ）などからなる蛍光体、
ｂ）緑色蛍光体として例えば３（Ｂａ，Ｍｇ，Ｍｎ）Ｏ・８Ａｌ２Ｏ３：Ｅｕ、ＬａＰＯ
４：Ｃｅ，Ｔｂ、ＺｎＳ：Ｃｕ、ＢａＭｇＡｌ１０Ｏ１７：Ｅｕ，Ｍｎなどからなる蛍光
体、
ｃ）赤色蛍光体として例えばＹ２Ｏ２Ｓ：Ｅｕ、Ｙ２Ｏ３：Ｅｕ、ＶＯ４：Ｅｕ、Ｙ（Ｖ
，Ｐ，Ｂ）Ｏ４：Ｅｕ、ＹＮｂＯ４：Ｅｕ３、ＹＴａＯ４：Ｅｕなどからなる蛍光体を用
いることができる。
【０１５２】
近紫外光線（長紫外線）によって励起し得る三原色蛍光体は、例えば日亜化学工業株式会
社、化成オプトニクス株式会社などから入手できる。
【０１５３】
化成オプトニクス株式会社から入手できる蛍光体は、
ａ）青色発光蛍光体として、品名ＬＰ－Ｂ１（組成：（Ｓｒ，Ｃａ，Ｂａ，Ｍｇ）１０（
ＰＯ４）６Ｃｌ２：Ｅｕ、発光ピーク：４４８ｎｍ）、品名ＬＰ－Ｂ２（組成：（Ｂａ，
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Ｓｒ，Ｅｕ）（Ｍｇ，Ｍｎ）Ａｌ１０Ｏ１７、発光ピーク：４５５，５１３ｎｍ）、品名
ＬＰ－Ｂ３（組成：Ｓｒ１０（ＰＯ４）６Ｃｌ２：Ｅｕ、発光ピーク：４４７ｎｍ）、品
名ＬＰ－Ｂ４（組成：（Ｂａ，Ｅｕ）ＭｇＡｌ１０Ｏ１７、発光ピーク：４４９ｎｍ）、
ｂ）緑色発光蛍光体として、品名ＬＰ－Ｇ３（組成：（Ｂａ，Ｅｕ）（Ｍｇ，Ｍｎ）Ａｌ
１０Ｏ１７、発光ピーク：５１３ｎｍ）、
ｃ）赤色発光蛍光体として、品名ＭＧＶ－６２０（組成：Ｙ２Ｏ３：Ｅｕ、発光ピーク：
６２０ｎｍ）、品名ＬＰ－ＲＥ２（組成：ＹＶＯ４：Ｅｕ、発光ピーク：６２０ｎｍ）な
どが挙げられる。
【０１５４】
日亜化学工業株式会社から入手できる蛍光体は、
ａ）　青色発光蛍光体として、（ＳｒＣａＢａＭｇ）５（ＰＯ４）３Ｃｌ：Ｅｕ、
ｂ）　緑色発光蛍光体として、ＬａＰＯ４：Ｃｅ，Ｔｂ、
ｃ）　赤色発光蛍光体として、Ｙ２Ｏ３：Ｅｕなどが挙げられる。
【０１５５】
＜三原色蛍光ガラス＞
三原色蛍光体の替わりに株式会社、住田光学ガラスから入手できる光学ガラスをベースと
した蛍光ガラス、商品名「ルミラス」シリーズを用いることができる。
【０１５６】
それら一連の蛍光ガラスは「ルミラス－Ｂ」（商品名）、「ルミラス－Ｇ９」（商品名）
、「ルミラス－Ｒ７」（商品名）、と名付けられ、紫外線領域の２００から４００ｎｍの
光を可視光に変換することができる。
【０１５７】
３６５ｎｍの紫外光で励起した場合、ａ）「ルミラス－Ｂ」（商品名）は４１０ｎｍの青
色の蛍光を、ｂ）「ルミラス－Ｇ９」（商品名）は５４０ｎｍの緑色の蛍光を、またｃ）
「ルミラス－Ｒ７」（商品名）は６１０ｎｍの赤色の蛍光を発する。
【０１５８】
＜白色蛍光体）
三原色蛍光体の混合物を用いる替りに、ｄ）白色蛍光体を用いてもよく、その組成は例え
ばＣａ１０（ＰＯ４）６ＦＣｌ：Ｓｂ，Ｍｎが挙げられる。
【０１５９】
このような白色蛍光体は、例えば、日亜化学工業株式会社から入手できる。
【０１６０】
＜種々の突起の形状）
図８および図９を参照して上記の突起、蛍光性突起の各種の形状を次に記載する。
【０１６１】
図８に示すように、蛍光性突起３０（または図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、図７Ｄに示す突起
３０ａ）の形状は、上部の面積が下部の面積より小さなほぼ円錐台３０－１’、円柱３０
－２’、半球３０－３’、四角柱３０－４’、四角錐３０－５’、円錐３０－６’のいず
れか、またはそれらの組み合わせからなり、これらの突起、蛍光性突起３０は、光透過性
カバー部材２０または光透過性カバー部材２０の内面に設けられた蛍光膜３１上に立設す
ることができる。
【０１６２】
更に、図９に示すように、蛍光性突起３０（または図７Ａ、図７Ｂに示す突起３０ａ）、
の形状は、上部の面積が下部の面積より小さなほぼ四角錐台３０－７’、三角錐３０－８
’、六角柱３０－９’、上部がほぼ半球の円柱３０－１０’のいずれか、またはそれらの
組み合わせからなり、これらの突起、蛍光性突起３０は、光透過性カバー部材２０または
光透過性カバー部材２０の内面に設けられた蛍光膜３１上に立設することができる。
【０１６３】
図８、図９に示した、複数の蛍光性突起３０は、光透過性グローブ２０の内面または蛍光
膜３１の海状の領域に互いに離隔して島状（点状）に配列して配置されている。
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【０１６４】
図１０は、蛍光性突起３０（または図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、図７Ｄに示す突起３０ａ）
の他の形状を示す概略的な斜視図である。
【０１６５】
図１０に示すように、蛍光性突起３０（または図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、図７Ｄに示す突
起３０ａ）は、光透過性グローブ２０内面に沿ってまたは光透過性グローブ２０の内面に
設けられた蛍光膜３１上に立設された蛍光性壁部材（または蛍光性仕切部材）である。
【０１６６】
図１０において、蛍光性壁部材３０－１１’は、上記内面に沿ってほぼ直線状に立設して
配置された複数の蛍光性壁であり、また蛍光性壁部材３０－１２’は、上記内面または蛍
光膜３１に沿ってほぼ波形状に立設して配置された複数の蛍光性壁である。
【０１６７】
直線状蛍光性壁部材３０－１１’と波形状蛍光性壁部材３０－１２’は、一方または両方
を上記内面に配置することができる。
【０１６８】
直線状蛍光性壁部材３０－１１’と波形状蛍光性壁部材３０－１２’は、互いに隣接また
は連結して直線状蛍光性壁部材３０－１１’および波形状蛍光性壁部材３０－１２’の内
面または蛍光膜３１上に配置することができる。
【０１６９】
この場合、直線状蛍光性壁部材３０－１２’の直線形壁面と波形状蛍光性壁部材３０－１
２’の波形壁面の波の頂上が隣接または連結されるが、直線形壁面との波形壁面とに囲ま
れた空間が構成されるので、この空間から蛍光性壁部材３０－１１’、３０－１２’の直
線形蛍光壁面、波形蛍光壁面、蛍光膜３１に励起光線（Ｌ１：図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、
図７Ｄなどを参照）を十分照射することができる。
【０１７０】
図１０に示した直線状蛍光性突起３０－１１’および、または波形状蛍光性突起３０－１
２’と、図８、図９に示した点状蛍光性突起３０－１’ないし３０－１０’とを任意に選
択して組み合わせて用いてもよい。
【０１７１】
＜蛍光性溝＞
図１１、図１２に示すように、図８、図９、図１０で示した蛍光性突起の替わりに、蛍光
性溝（蛍光性開口、蛍光性凹部）を用いることができる。
【０１７２】
蛍光性溝は、図８に示した光透過性グローブ２０の内表面に溝、凹部の空洞の側面および
底面に蛍光膜を形成して得ることができる。
【０１７３】
または蛍光性溝は、図８などに示した光透過性グローブ２０の内表面に更に所定の厚さの
光透過層を形成し、光透過層に側面および底面に蛍光膜を有する溝、凹部を設けてもよい
。
【０１７４】
図１１は、各種の蛍光性溝３０’の形状を示す概略的な斜視図である。
【０１７５】
図１２は、他の各種の蛍光性溝３０’の形状を示す概略的な斜視図である。
【０１７６】
図１１に示すように、蛍光性溝３０’の形状は、上部の面積が下部の面積より大きいほぼ
円錐台３０’－１、円柱３０’－２、半球３０’－３、四角柱３０’－４、四角錐３０’
－５、円錐３０’－６、上部の面積が下部の面積より大きいほぼ四角錐３０’－７、三角
錐３０’－８、六角柱３０’－９、またはそれらの組み合わせからなる。
【０１７７】
複数の蛍光性溝３０’ａは、光透過性グローブ２０の内面または蛍光膜３１または３０’
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ｂの海状の領域に互いに離隔して島状（点状）に配列して配置されている。
【０１７８】
蛍光性溝３０’の未形成領域（海状部）にも蛍光膜３１を設けるのが望ましい。
【０１７９】
図１２に示した蛍光性溝３０’（３０’－１０）は、複数のほぼ直線状蛍光性溝３０’－
１０ａであり、光透過性グローブ２０の内面または光透過性グローブ２０上に形成された
光透過性層３０’－１０ｂの海状の領域に互いに離隔して配列して配置されている。
【０１８０】
蛍光性溝３０’の未形成領域（海状部）にも蛍光膜３１を設けるのが望ましい。
【０１８１】
＜本発明の実施の他の形態：両面プリント回路基板の使用＞　
本発明の他の実施の形態を、図１３ないし図１５に基づいて説明する。
【０１８２】
この一形態において、図１ないし図１２を参照して記述した本発明の実施の一形態と同様
な箇所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。）
【０１８３】
図１３は、半導体ランプ１１０の概略的な分解斜視図である。
【０１８４】
図１４は、半導体ランプ１１０の概略的な斜視図である。
【０１８５】
図１５は、図１４のＢ－Ｂ’線に沿って切断した半導体ランプ１１０の概略的な断面図で
ある。
【０１８６】
図１３ないし図１５に示すように、半導体ランプ１１０は、両面プリント回路基板１１－
１と、両面プリント回路基板１１－１の両面に実装された少なくとも一つの短波長形半導
体発光素子１０－１、１０－２と、第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２を内
面に設けた第一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２を備える。
【０１８７】
図１３ないし図１５に示す半導体ランプ１１０は、ボール形状の光透過性グローブを有す
る白熱電球と類似またはほぼ同じ外観の形状を有している。
【０１８８】
本特許請求の範囲および本明細書において、用語「両面プリント回路基板」は、（ａ）一
つの絶縁基板または両面を絶縁化した金属基板からなる基板の両面に導電配線からなる回
路を有する通常の両面プリント回路基板、（ｂ）片面に回路を有する通常の二つの片面プ
リント回路基板を積層一体化して実質的に両面プリント回路基板および（ｃ）通常の二つ
の片面プリント回路基板を熱伝導基板を介在して積層一体化して実質的に両面プリント回
路基板から選択できる。
【０１８９】
短波長形半導体発光素子１０－１、１０－２は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０
と同様な紫外および、または青色光線からなる短波長光線Ｌ－１、Ｌ－２を放射する発光
ダイオード（ＬＥＤ）などの半導体発光素子である。
【０１９０】
第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）１０－１、１０－２から発する紫外および、ま
たは青色光線からなる短波長光線Ｌ－１、Ｌ－２を受光して励起され、短波長光線Ｌ－１
、Ｌ－２をより波長の長い可視光線に波長変換する。
【０１９１】
平面的な両面プリント回路基板１１－１の上面には複数の第一のＬＥＤ１０－１が平面的
に配置されて実装され、その下面には複数の第二のＬＥＤ１０－２が平面的に配置されて
実装されている。
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【０１９２】
光透過性グローブ２０－１、２０－２は、ＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）、ポリス
チロール樹脂（ＰＳ）、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）、ポリエチレン・テレフタレート
樹脂（ＰＥＴ）などの光透過性樹脂からなることができる。
【０１９３】
光透過性樹脂の替わりに光透過性ガラスを用いてもよい。
【０１９４】
光透過性グローブ２０－１、２０－２は、ほぼ半円球の上部シェル２０－１（第一の分割
部材）と、ほぼ半円球の下部シェル２０－２（第二の分割部材）とを組み合わせて円球な
どのほぼ球状シェル形グローブとすることができる。
【０１９５】
上部シェル２０－１（第一の分割部材）と、ほぼ半円球の下部シェル２０－２（第二の分
割部材）とは、上部シェル２０－１のほぼ円形開口の端面の近辺と下部シェル２０－２の
ほぼ円形開口の端面の近辺とを接着、溶着、ネジ結合などの任意の結合手段により、結合
して一体化することにより円球などのほぼ球状シェル形グローブ２０－１および２０－２
とすることができる。
【０１９６】
ほぼ球状のグローブ２０－１、２０－２が囲むほぼ球状の内部空間内のほぼ中央箇所にＬ
ＥＤ１０－１、１０－２を実装した両面プリント回路基板１１－１からなる発光ユニット
（発光モジュール）が収容されている。
【０１９７】
図１５に示すように、両面プリント回路基板１１－１は、ほぼ球状のグローブ２０－１、
２０－２の中央の内径よりもわずかに小さな直径を有する円盤状プリント回路基板とする
のが望ましい。
【０１９８】
円盤（ディスク）状の両面プリント回路基板１１－１は、その円周部分（リング状周縁部
またはその近辺）を円球シェル形のグローブ２０－１、２０－２のほぼ中央の内面に、部
分的または全面的に接着、溶着などの結合手段によりグローブ２０－１、２０－２に固定
することができる。
【０１９９】
下部シェル２０－２（第二の分割部材）の底部に、開口を設けることができる。
【０２００】
円錐形などの錐形反射鏡６３を下部シェル２０－２の開口箇所に配置するのが望ましい。
【０２０１】
下部シェル２０－２は、その底部が保持部材６２の上部と固定され、点灯回路４０を保持
部材６２の底部は電球形口金５０に固定され、全体が一体化されて、周知の電球用ソケッ
トと着脱自在の電球形半導体ランプとなる。
【０２０２】
両面プリント回路基板１１－１の上面に実装された第一のＬＥＤ　１０－１から発する短
波長光線Ｌ１－１（矢印付き実線で示す）は、上部のグローブ２０－１の内面に立設した
第一の蛍光性突起３０－１およびグローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜を照
射する。
【０２０３】
これにより第一の蛍光性突起３０－１および第一の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１－１の一部
を、より長い波長の可視光線Ｌ２－１に波長変換して、可視光線Ｌ２－１（矢印付き鎖線
で示す）は上部のグローブ２０－１から外部へ出射する。
【０２０４】
両面プリント回路基板１１－１の下面に実装された第二のＬＥＤ　１０－２から発する短
波長光線Ｌ１－２は、下部のグローブ２０－２の内面に立設した第二の蛍光性突起３０－
２およびグローブ２０－２の内面に形成された第二の蛍光膜を照射する。
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【０２０５】
これにより第二の蛍光性突起３０－２および第二の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１－２（矢印
付き実線で示す）の一部を、より長い波長の可視光線Ｌ２－２に波長変換して、可視光線
Ｌ２－２（矢印付き鎖線で示す）は下部のグローブ２０－２から外部へ出射する。
【０２０６】
第二のＬＥＤ　１０－２から発する短波長光線Ｌ１－２は、第二の蛍光性突起３０－２、
第二の蛍光膜を直接的に照射するか、または短波長光線Ｌ１－２の一部は錐形反射鏡６３
で横方向に反射されて第二の蛍光性突起３０－２、第二の蛍光膜を間接的に照射する。
【０２０７】
上述の記載により明らかなように、図１３ないし図１５に示す半導体ランプ１１０は、複
数のＬＥＤ１０－１、１０－２を上面と下面に実装した両面プリント回路基板１１－１か
らなる発光ユニットＬＵと、実質的にほぼ球形シェルからなる光透過性グローブ２０－１
、２０－２の内面に多数の蛍光性突起３０－１、３０－２を立設した多数の蛍光性突起３
０－１、３０－２を組み合わせることにより、ほぼ球形シェルからなる光透過性グローブ
２０－１、２０－２のほぼ全面から白色の照明用可視光線Ｌ２－１、Ｌ２－２を出射する
ことができる顕著な効果を発揮することができる。
【０２０８】
この半導体ランプ１１０は、錐形反射鏡６３を追加して設けることにより、両面プリント
回路基板１１－１の下面側のＬＥＤ１０－２からの励起光線Ｌ１－２を下部シェル２０－
２の内面の複数の蛍光性突起３０－２のすべてに照射して可視光線Ｌ２－２に波長変換で
きるので、より多くの白色の照明用可視光線Ｌ２－１、Ｌ２－２を出射することができる
。
【０２０９】
＜本発明の実施の他の形態＞　
本発明の実施の他の形態を、図１６ないし図１７に基づいて説明する。
【０２１０】
この一形態において、図１ないし図１５を参照して記述した本発明の実施の一形態と同様
な箇所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。）
【０２１１】
図１６は、半導体ランプ１２０の概略的な断面図である。
【０２１２】
図１７（図１７Ａ、図１７Ｂ）は、図１６に示す半導体ランプ１２０を示す。
【０２１３】
図１７Ａは、図１６に示す半導体ランプ１２０の一部分Ｐ－Ｂを拡大した概略的な断面図
である。
【０２１４】
図１７Ｂは、図１６に示す半導体ランプ１２０の一部分Ｐ－Ｂを拡大した他の一例の概略
的な断面図である。
【０２１５】
図１６に示すように、本発明の他の実施形態の半導体ランプ１２０は、紫外および、また
は青色光線からなる短波長光線を放射する少なくとも一つの短波長形半導体発光素子（Ｌ
ＥＤなど）１０と、光透過性部材からなる光透過性グローブ２０、２０－１と、光透過性
グローブ２０、２０－１の内面に設けられた蛍光性突起３０－１Ａ、３０－２Ｂを備える
。
【０２１６】
短波長形半導体発光素子１０は、発光ダイオード（ＬＥＤ）　またはレーザー・ダイオー
ド（ＬＤ）からなる。
【０２１７】
少なくとも一つ（図１６では複数）の発光ダイオード（ＬＥＤ）１０は、プリント回路基
板１１の上面に実装されている。
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【０２１８】
光透過性グローブ（グローブ）２０、２０－１は、ほぼ半球状（ドーム状）の光透過状性
樹脂または光透過性ガラスからなり、光透過性グローブ（グローブ）２０、２０－１の内
面に蛍光体を担持した複数の蛍光性突起３３を立設して配置している。
【０２１９】
半球状の光透過性グローブ２０、２０－１の下部に、ほぼ円形の上部開口を有するロート
状、円錐状などの錐形殻からなる収納部材（ハウジング）６０－１が設けられる。
【０２２０】
半球状の光透過性グローブ（グローブ）２０、２０－１のほぼ円形の開口と収納部材（ハ
ウジング）６０－１のほぼ円形の上部開口の直径はほぼ等しくし、これら二つの開口を隣
接し、半球状光透過性グローブ２０、２０－１と収納部材（ハウジング）６０－１を任意
の結合手段（図１８参照）により両者を接合、結合し一体化することができる。
【０２２１】
複数のＬＥＤ１０をプリント回路基板１１の上面に実装した発光ユニット　ＬＵは、光透
過性半球状グローブ２０、２０－１とほぼロート状、円錐台状などの錐形殻からなる収納
部材（ハウジング）６０－１とで囲まれた内部空間のほぼ中間の高さの位置にほぼ水平に
配置されている。
【０２２２】
ハウジング６０－１の下部に、ほぼ円形の上部開口より直径の小さな下部の開口が設けら
れている。
【０２２３】
ハウジング６０－１のほぼ円形の下部開口にほぼ円形の板状台６４が設けられている。
【０２２４】
ハウジング６０－１の下部、板状台６４に、外部の給電ソケットと着脱自在のエジソン・
ベースなどの電球用口金５０の上部が固定される。
【０２２５】
図１６に示すように、本実施形態では、中空パイプ状からなる中空支持部材６５が板状台
６４に設けられている。
【０２２６】
中空支持部材６５は板状台６４からプリント回路基板１１まで延長されて、プリント回路
基板１１は中空支持部材６５により、光透過性半球状グローブ２０、２０－１とほぼロー
ト状、円錐状などの錐形殻からなる収納部材（ハウジング）６０－１とで囲まれた内部空
間のほぼ中間位置に保持される。
【０２２７】
口金５０の内部空洞にＬＥＤ１０を点灯する点灯回路４０が収納され、口金５０の電極端
子５０ａ、５０ｂと、点灯回路４０の入力端子が、導電リード線１３により電気的接続さ
れる。
【０２２８】
点灯回路４０の出力端子とプリント回路基板１１とは、中空支持部材６５の中空部分を経
由して導電リード線１２により電気的接続され、ＬＥＤ１０が点灯される。
【０２２９】
発光ユニットＬＵは、ＬＥＤ１０からの発光光線が光透過性半球状グローブ２０、２０－
１の内面に指向するように配置され、ほぼすべての内面および内面に形成されたほぼすべ
ての複数の蛍光性突起３３を照射することができる。
【０２３０】
上述のように、ａ）半球状グローブ２０、２０－１と、ほぼロート（漏斗）状ハウジング
６０－１とは結合して一体化され、ｂ）半球状グローブ２０、２０－１とロート状ハウジ
ング６０－１とが囲む空洞内に中空支持部材６５と中空支持部材６５により保持された発
光ユニットＬＵ（１０および１１）が内蔵され、ｃ）口金５０の空洞内に点灯回路４０が
内蔵され、これらの部材が一体化されて電球形半導体発光ランプ１００を構成する。
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【０２３１】
＜蛍光性突起＞
図１７Ａ、図１７Ｂは、図１６に示す半導体ランプ１２０の蛍光性突起３０－１Ａ、３０
－２Ｂを含む部分Ｐ－Ｂを拡大して示す。
【０２３２】
図１７Ａに示すように、複数の蛍光性突起３０－１Ａは光透過性グローブ２０の内面に立
設して配置される。
【０２３３】
蛍光性突起３３は、光透過性突起部材３０－１Ａａの内部に複数の蛍光体粒子３０－１Ａ
ｂを分散して配置したものである。
【０２３４】
光透過性グローブ２０の内面に、蛍光性突起３０－１Ａが設けられていないほぼすべての
領域に光透過性材料に上記蛍光体粒子３０－１Ａｂと同様な蛍光体粒子を分散した蛍光膜
３１を形成するのが望ましい。
【０２３５】
図１７Ｂに示すように、蛍光体を含有した光透過性突起３０－２Ｂが蛍光体を含有した光
透過性グローブ３３－１の内面に立設して配置される。
【０２３６】
予め複数の蛍光体粒子２０－１ｂを混入した光透過性材料２０－１ａをほぼ半円形ドーム
状に成形して光透過性グローブ２０－１を製造し、その後に、光透過性グローブ２０－１
の内面に予め複数の蛍光体粒子２０－１ｂを混入した光透過性突起３０－２Ｂを立設して
配置することができる。
【０２３７】
これと異なり、蛍光体を含有した光透過性突起３０－２Ｂと蛍光体を含有した光透過性グ
ローブ２０－１は、光透過性樹脂、ガラスからなる光透過性材料２０－１ａ内に予め複数
の蛍光体粒子２０－１ｂを混入して配置した複合材料を射出成形などの任意の成形方法に
より同時に一挙に成形して製作することができる。
【０２３８】
＜分割部材の結合＞
図１８（図１８Ａないし図１８Ｋ）を参照して、上述の各種の実施形態における図の上部
に位置する光透過性グローブ２０と光透過性グローブ２０の下部に位置するハウジング６
０（または図１６などの６０－１）を結合、接合、連結する各種の結合手段２２を示し、
または上部に位置する第一の光透過性カバー分割部材２０、２０－１とる光透過性カバー
分割部材２０、２０－１の下部に位置する第二の光透過性カバー分割部材２０－２を結合
、接合、連結する各種の結合手段２２を示す概略的な部分断面図である。
【０２３９】
図１８（図１８Ａないし図１８Ｋ）は、第一の分割部材とである上部の光透過性グローブ
２０、２０－１と第二の分割部材とである下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジ
ング６０（または図１６などの６０－１）とを一体化する各種の結合手段を示す概略的な
部分断面図である。
【０２４０】
図１８Ａに示すように、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁端面と下部の光透
過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）の開口部の
周縁端面は、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる接合材からな
る接合層６７（結合手段２２）により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２４１】
上部の光透過性グローブ２０、２０－１と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジ
ング６０（または図１６などの６０－１）がＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）などの
溶剤により溶ける溶剤可溶性材料を用いて、両者を接合しても良い。
【０２４２】
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上部の光透過性グローブ２０、２０－１と（下部の光透過性グローブ２０－２またはハウ
ジング６０（または図１６などの６０－１）がＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）など
の熱可塑性樹脂、ガラスのように加熱によって溶融、または熱軟化する熱可塑性材料を用
いるときには、周知のレーザー溶接手段により、両方の周縁端面の近辺を加熱溶着して両
者を一体化しても良い。
【０２４３】
図１８Ａに示すように、更にプリント回路基板１１の周縁端面を、下部のハウジング６０
または光透過性グローブ２０－２の内面に樹脂系接着材、接合層６７と同様な接合層６８
により接合することにより、プリント回路基板１１はハウジング６０または光透過性グロ
ーブ２０－２に固定され、保持される。
【０２４４】
この替わりに、プリント回路基板１１は上部の光透過性グローブ２０、２０－１に固定さ
れ、保持されてもよい。
【０２４５】
図１８Ｂにおいては、図１８Ａと同様に、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と（下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６
０－１）の周縁端面とは、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる
接合層６７（結合手段２２）により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２４６】
図１８Ｂにおいては、図１８Ａと異なり、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０
－１）が互いにかみ合うように周縁端面に切り込みがあり、両者の結合強度を向上させて
いる。
【０２４７】
図１８Ｂにおいては、図１８Ａと同様に、更にプリント回路基板１１の周縁端面を、下部
のハウジング６０または光透過性グローブ２０－２の内面に樹脂系接着材、接合層６７と
同様な接合層６８により接合することにより、プリント回路基板１１はハウジング６０ま
たは光透過性グローブ２０－２に固定され、保持される。
【０２４８】
図１８Ｃにおいては、図１８Ａと同様に、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０
－１）の周縁端面とは、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる接
合層６７（結合手段２２）により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２４９】
図１８Ｃにおいては、図１８Ａと異なり、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０
－１）の周縁内面に切り込みがあり、切り込みにプリント回路基板１１の周縁端面を挿入
し、プリント回路基板１１は接合層６７　（結合手段２２）によりハウジング６０と光透
過性グローブ２０－２に固定され、保持される。
【０２５０】
図１８Ｄにおいては、図１８Ａと同様に、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０
－１）の周縁端面とは、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる接
合層６７（結合手段２２）により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２５１】
図１８Ｄにおいては、図１８Ａと異なり、下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジ
ング６０（または図１６などの６０－１）の周縁内面に切り込みがあり、切り込みにプリ
ント回路基板１１の周縁端面を挿入し、プリント回路基板１１は接合層６７（結合手段２
２）によりハウジング６０または下部の光透過性グローブ２０－２に固定され、保持され
る。
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【０２５２】
図１８Ｅにおいては、図１８Ａと同様に、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０
－１）の周縁端面とは、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる接
合層６７（結合手段２２）により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２５３】
図１８Ｅにおいては、図１８Ａと異なり、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面に凹部があり、この凹部と対応して、下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジ
ング６０（または図１６などの６０－１）の周縁内面の凸部があり、凹部と凸部の間に接
合層６７が介在している。
【０２５４】
プリント回路基板１１は、接着剤などの接合層６８により上部の光透過性グローブ２０、
２０－１と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの
６０－１）に固定され、保持される。
【０２５５】
図１８Ｆにおいては、図１８Ａと同様に、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０
－１）の周縁端面とは、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる接
合層６７（結合手段２２）により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２５６】
図１８Ｆにおいては、図１８Ａと同様に、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁
端面に凹部があり、この凹部と対応して、下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジ
ング６０（または図１６などの６０－１）の周縁内面の凹部があり、対向する一対の凹部
が形成する空間に接合層６７が介在している。
【０２５７】
プリント回路基板１１は、その周縁端面が接着剤などの接合層６８により下部の光透過性
グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）に固定され、保
持される。
【０２５８】
図１８Ｇにおいては、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の傾斜した周縁端面と下部
の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）の傾
斜周縁端面とが密接してほぼ片仮名の「ハ」字形空間を構成し、「ハ」字形空間に樹脂系
接着材、ガラス系結合材などからなる接合材を充填した接合部６７を結合手段２２により
接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２５９】
プリント回路基板１１は、その周縁端面が下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジ
ング６０（または図１６などの６０－１）に接触または密接し、その周縁下面と光透過性
グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）の内面に接着剤
などの接合部６８が設けられて、保持される。
【０２６０】
図１８Ｈにおいては、図１８Ａと同様に上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁端
面と下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－
１）の周縁端面とは、両方の周縁端面が樹脂系接着材、ガラス系結合材などからなる接合
層６７を結合手段２２により接着、結合されて、互いに一体化されている。
【０２６１】
図１８Ｈに示すように、下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または
図１６などの６０－１）の内面には、水平面を有する支持部６０ａが延長して設けられ、
支持部６０ａの水平面によりプリント回路基板１１が固定され保持される。
【０２６２】
図１８Ｊにおいては、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁内面と下部の光透過
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性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）の周縁内面と
に、対向する凹凸のネジを有するネジ部６７ａが設けられている。
【０２６３】
そして、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁内面と下部の光透過性グローブ２
０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）がネジ結合されている。
【０２６４】
ネジ部６７ａに接着材を浸透させることによりこのネジ結合がより強固となる。
【０２６５】
図１８Ｊに示すように、下部の光透過性グローブ２０－２またはハウジング６０（または
図１６などの６０－１）の内面には、水平面を有する支持部６０ａが延長して設けられ、
支持部６０ａの水平面によりプリント回路基板１１が固定され保持される。
【０２６６】
図１８Ｋにおいては、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁内面と下部の光透過
性グローブ２０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）の周縁内面と
に、対向する凹凸の嵌合部６７’が設けられている。
【０２６７】
そして、上部の光透過性グローブ２０、２０－１の周縁内面と下部の光透過性グローブ２
０－２またはハウジング６０（または図１６などの６０－１）が嵌め合わされている。
【０２６８】
嵌め合い部６７に接着材を浸透させることによりこの結合がより強固となる。
【０２６９】
図１８に示す結合手段を参照して記載したように、第一の光透過性グローブ分割部材（第
一セグメント）２０－１と２０－２）と第二の光透過性グローブ分割部材（第二セグメン
ト）が囲む内部空洞に、口金５０に対して水平になるように、発光ユニットＬＵ（ＬＥＤ
１０およびプリント回路基板１１）を内蔵して互いに結合して一体化して光透過性グロー
ブ２０としたものである。（図１ないし図３、図１３ないし図１６、図２６ないし図２８
、図３４ないし図３６、図３８ないし図６２に示したように図１ないし図３、図１３ない
し図１６、図２６ないし図２８、図３４ないし図３６、図３８ないし図６２を参照。）
【０２７０】
これと異なり、図６３に示したように第一の光透過性グローブ分割部材（第一セグメント
）２１－１と第二の光透過性グローブ分割部材（第二セグメント）２１－２とが囲む内部
空洞に、口金５０に対して垂直になるように、発光ユニットＬＵ（ＬＥＤ１０およびプリ
ント回路基板１１）を内蔵して互いに結合して一体化して光透過性グローブ２１とするこ
とができる。
【０２７１】
＜本発明の実施の他の形態：「蛍光性ファイバ」を使用＞　
本発明の他の実施の形態を、図１９ないし図２２に基づいて説明する。
【０２７２】
この一形態において、図１ないし図１２を参照して記述した本発明の実施の一形態と同様
な箇所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。）
【０２７３】
この一形態においては、図１ないし図１２に示した蛍光性突起３０、３０－１、３０－２
の替わりに、蛍光体を担持した蛍光性ファイバ３５、３６を用いる。
【０２７４】
図１９は、蛍光性ファイバを光透過性グローブの内面に立設して配置した、概略的な拡大
断面図である。
【０２７５】
図２０（図２０Ａ、図２０Ｂ）は、図１９のＣ－Ｃ≡線に沿って切断した、概略的な部分
断面図である。
【０２７６】
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図２１は、一本の蛍光性ファイバ３５を拡大して示す、概略的な拡大断面図である。
【０２７７】
図２２は、一本の蛍光性ファイバ３５の発光原理と光路を示す、概略的な拡大断面図であ
る。
【０２７８】
図１９に示すように、蛍光体を担持した複数の蛍光性ファイバ３５、３６が、光透過性グ
ローブ２０、２２に立設して配置されている。
【０２７９】
図２０Ａに示す例では、蛍光性ファイバ３５は光ファイバ・コア３５ａと光ファイバ・コ
ア３５ａの内部に混入した複数の蛍光体粒子３５ｂからなり、蛍光性ファイバ３５は光透
過性グローブ２０の内面に配置されている。
【０２８０】
蛍光性ファイバ３５と光透過性グローブ２０内面の間に複数の蛍光体粒子を光透過性接着
剤などの光透過性結合剤（バインダー）に混入した蛍光層３７を介在するのが望ましい。
　
【０２８１】
光透過性グローブ２０内面に、予め複数の蛍光体粒子を光透過性接着剤に
混入した未硬化の蛍光接着層３７を形成し、未硬化の蛍光接着層３７上に複数の蛍光性フ
ァイバ３５を植毛し、その後に蛍光接着層３７を硬化することにより、光透過性グローブ
２０内面に複数の蛍光性ファイバ３５を立設することができる。
【０２８２】
図２０Ｂに示す例では、予め複数の蛍光体粒子２２ｂを光透過性グローブ２２ｃの内部に
混入した蛍光グローブ２２の内面に、光透過性接着剤などの光透過性結合層３８を形成し
、光透過性結合層３８上に複数の蛍光性ファイバ３５を植毛して立設したものである。
【０２８３】
光透過性結合層３８の替わりに、図２０Ａに示すように蛍光グローブ２２の内面に蛍光接
着層３７を設けてもよい。
【０２８４】
＜コア単独構造を有する蛍光体担持光ファイバ＞
この実施の形態においては、光ファイバ・コア内に蛍光体を含有したコア単独構造を有す
る蛍光体担持光ファイバを用いる。
【０２８５】
図２１はコア単独構造を有する蛍光体担持光ファイバを示す概略的な拡大斜視図である。
【０２８６】
図２２は図２１に示す蛍光体担持光ファイバの原理を説明する概略的な拡大斜視図である
。
【０２８７】
図２１、図２２に示すコア単独構造を有する蛍光体担持光ファイバ３５は、簡潔に述べる
と長さ方向に延びるコア状の導光体からなるコア（芯）３５ａと、コア３５ａに含有した
多数の蛍光体、蛍光体粒子３０ｂとからなり、所定の長さと固定端３５ａと固定端３５ａ
と対向する自由端３５ｄを有する。
【０２８８】
紫外ＬＥＤから放射する紫外線”ＵＶ”は蛍光体含有コア３５ａの自由端３５ｄ及び側面
３５ｃから蛍光体含有コア３５ａに入射する。その時に蛍光体含有コア３５ａ内の蛍光体
粒子、蛍光剤３０ｂが紫外線”ＵＶ”により励起され、可視光”ＶＬ”を発する。
【０２８９】
この可視光”ＶＬ”は一部がコア３５ａの側面３５ｃで少なくとも一回、全反射して自由
端３５ｄの方向に進行し、他の一部は直接、自由端３５ｄの方向に進行して自由端３５ｄ
からする出射する。可視光”ＶＬ”の更に他の一部はコア３５ａの側面３５ｃから出射す
る。
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【０２９０】
そしてこれらの可視光”ＶＬ”の大部分は、蛍光体担持光ファイバ３５を支持、固定する
可視光線透過性カバー２０、２２から出射する。
【０２９１】
更に蛍光体含有コア３５ａの側面３５ｃにコア３５ａよりも屈折率が低く、蛍光体を含有
しない紫外線透過性クラッド（図示せず）を被覆しても良く、この場合には蛍光体含有コ
ア３５ａからの発光光線を内部全反射によりその内部に閉じ込め、その固定端３５ｅまで
導き光線透過性カバー２０、２２を経由して外部に出射させることができる。
【０２９２】
蛍光体担持光ファイバ３５は、３波長帯域発光蛍光体の１種乃至３種の多数の蛍光体粒子
３０ｂをＳｉＯ２、Ｂ２Ｏ３などの通常のガラス粒子と混合し、その後にこの混合物をガ
ラス粒子の軟化温度以上の温度まで加熱し、ガラス粒子を軟化又は溶融させてノズルから
押し出すなどの方法で製造することができる。
【０２９３】
蛍光体担持光ファイバ３５はアスペクト比（長さ対、直径の比率）が例えば約１から２０
０程度、望ましくは約２－５０程度の平均長に切断して用いることができる。
【０２９４】
コア３６Ａの素材、母材としては紫外線透過性、紫外線導光性の優れた例えば公知の石英
ガラス（シリカガラス）、ほう珪酸ガラス等を用いるのが望ましい。
【０２９５】
前記石英ガラスとしては、化学的に合成した合成シリカガラス、天然の石英粉末を溶融し
て得られる溶融シリカガラスが挙げられる。
【０２９６】
前記蛍光体粒子３０ｂとして、例えばフツリン酸塩蛍光ガラス、酸化物蛍光ガラス又は青
色発光蛍光ガラス「ルミラス－Ｂ」（商品名）、緑色発光蛍光ガラス「ルミラス－Ｇ９」
（商品名）、赤色発光蛍光ガラス「ルミラス－Ｒ７」（商品名）を所定の大きさに粉砕し
た蛍光ガラス粒子を用いても良い。
【０２９７】
蛍光ガラスファイバ（蛍光体担持光ファイバ）３５は、例えばフツリン酸塩蛍光ガラス、
酸化物蛍光ガラス又は前述の青色発光蛍光ガラス「ルミラス－Ｂ」（商品名）、緑色発光
蛍光ガラス「ルミラス－Ｇ９」（商品名）、赤色発光蛍光ガラス「ルミラス－Ｒ７」（商
品名）の塊をそのガラス成分の軟化温度以上に溶融し、ノズルから押し出してファイバ化
し、一定の長さに切断して製造することができる。
【０２９８】
＜コア－クラッド複合構造を有する蛍光体担持光ファイバ＞
この実施の形態においては、コア－クラッド複合構造を有する光ファイバの光ファイバ・
クラッド内に蛍光体を含有したコア－クラッド複合構造を有する蛍光体担持光ファイバを
用いる。
【０２９９】
図２３はコア－クラッド複合構造を有する蛍光体担持光ファイバを用いたＬＥＤランブの
一部（例えば、図１の部分Ｐ－Ａ）を拡大して示す概略的な部分断面図である。
【０３００】
図２４はコア－クラッド複合構造を有する蛍光体担持光ファイバを示す一部を切り欠いた
概略的な拡大斜視図である。
【０３０１】
図２５は図２４に示す蛍光体担持光ファイバの原理を説明する概略的な拡大立面図である
。
【０３０２】
図２３、図２４、図２５に示すように、コア－クラッド複合構造の蛍光体担持光ファイバ
３６は、簡潔に述べると長さ（軸方向）方向に延びるコア状の光透過性の優れた導光体か
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らなるコア（芯）３６Ａと、コア（芯）３６Ａの側面に形成された多数の蛍光体粒子３０
Ｂｂを含有したクラッド３６Ｂａとからなり、所定の長さと固定端３６Ａｂと固定端３６
Ａｂと対向する自由端３６Ａａを有する。
【０３０３】
コア３６Ａの側面に蛍光体含有クラッド３６Ｂａをほぼ全面的に被覆するのが望ましい。
【０３０４】
紫外ＬＥＤから放射する紫外線”ＵＶＬ”は蛍光体含有クラッド３６Ｂの側面から蛍光体
含有クラッド３６Ｂａに入射する。
【０３０５】
または紫外線”ＵＶＬ”はコア３６Ａの自由端３６Ａａの表面からコア３６Ａ内に進行し
てコア３６Ａの側面から漏れて蛍光体含有クラッド３６Ｂａに入射する。
【０３０６】
その時に蛍光体含有クラッド３６Ｂａ内の蛍光体粒子、蛍光剤３０Ｂｂが紫外線”ＵＶＬ
”により励起され、可視光”ＶＬ”を指向性を有しない散乱光として発する。
【０３０７】
この可視光”ＶＬ”は一部が蛍光体含有クラッド３６Ｂａからコア３６Ａ内に導入されコ
ア３６Ａ内を進行する。
【０３０８】
光通信等で用いられている一般的なステップ・インデックス形光ファイバと同様に、コア
３６Ａの屈折率を蛍光体含有クラッド３６Ｂａの屈折率より大とした場合には、可視光”
ＶＬ”の一部はコア３６Ａと蛍光体含有クラッド３６Ｂａとの界面で少なくとも一回また
は複数回、内部全反射してコア３６Ａ内を固定端３６Ａｂの方向に進行し、固定端３６Ａ
ｂから出射する。
【０３０９】
可視光”ＶＬ”の更に一部は蛍光体含有クラッド３６Ｂａの側面から出射する。
【０３１０】
そしてこれらの可視光”ＶＬ”の大部分は、蛍光体担持光ファイバ３６を支持、固定する
可視光透過性の光透過性カバー２０、２２から出射する。
【０３１１】
コア３６Ａの素材、母材としては紫外線透過性、紫外線導光性の優れた例えば公知の石英
ガラス（シリカガラス）、ほう珪酸ガラス等を用いるのが望ましい。
【０３１２】
前記石英ガラスとしては、化学的に合成した合成シリカガラス、天然の石英粉末を溶融し
て得られる溶融シリカガラスが挙げられる。
【０３１３】
蛍光体含有クラッド３６Ｂａは紫外線透過性の優れた無機結合材（無機バインダー）内に
３波長帯域発光蛍光体の１種乃至３種の多数の蛍光体粒子３０Ｂｂを分散して含有するも
のを用いるのが望ましい。
【０３１４】
例えば、ほぼ全てが前記石英ガラスから成る純シリカガラスをコア３６Ａとし、微量のＦ
（フッ素）やＢ（ホウ素）等の屈折率制御材を添加して含むシリカガラス（無機バインダ
ー）内に適量の蛍光体粒子３０Ｂｂを分散することにより、コア２１Ｃよりも屈折率を小
さくした蛍光体含有クラッド３６Ｂａを有するステップ・インデックス形蛍光性光ファイ
バ３６が得られる。
【０３１５】
更に蛍光体含有クラッド３６Ｂａの上に、蛍光体含有クラッド３６Ｂａの無機結合材より
も屈折率の低い蛍光体を含まない紫外線透過性を有する第２のクラッド（図示せず）を被
覆しても良く、またはこの場合には蛍光体含有クラッド３６Ｂａからの発光光線を効果的
にコア３６Ａ内に閉じ込めて発光光線をその固定端まで導き、光透過性カバー（透明基板
）２０、２２を経由して外部に出射させる。
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【０３１６】
更にコア３６Ａと蛍光体含有クラッド３６Ｂａの間に、蛍光体を含まない紫外線透過性を
有する第３のクラッド（図示せず）を介在しても良く、このとき屈折率をコア３６Ａ、第
３のクラッド、蛍光体含有クラッド３６Ｂａとこれらの順で低く設定しても良い。
【０３１７】
この場合には蛍光体含有クラッド３６ｄからの指向性を有しない散乱光である発光光線の
一部を効果的にコア３６Ａ内に閉じ込めて発光光線をその固定端３６ａまで導き、光透過
性カバー（透明基板）２０、２２を経由して外部に出射させる。
【０３１８】
この発光光線の残部は、コア３６Ａに入ることなく直接、光透過性カバー（透明基板）２
０、２２を経由して外部に出射させる。
【０３１９】
前記無機結合材（無機バインダー）の素材としては、例えば光透過性を有する比較的融点
の低い低融点ガラス・フリット（細かく粉砕された低融点ガラス粉末）を用いることがで
きる。このガラス・フリット（ガラス粉末）として例えばＰｂＯ－Ｂ２Ｏ３－ＳｉＯ２系
、Ｂ２Ｏ３－ＰｂＯ系、ＳｉＯ２－Ｂ２Ｏ３－ＰｂＯ系、ＰｂＯ－ＳｉＯ２系、Ｐ２Ｏ５
－ＳｎＯ系、Ｐ２Ｏ５－ＳｎＯ－Ｂ２Ｏ３系等の比較的に低い軟化温度を有するガラス粉
末が使用できる。
【０３２０】
また例えば、分散用の樹脂としてエチルセルロース、ニトロセルロース、メチルセルロー
ス、アセチルセルロース、アセチルエチルセルロース、セルロースプロピオネート、ヒド
ロキシプロピルセルロース、ブチルセルロース、ベンジルセルロース、ＰＭＭＡなどのア
クリル樹脂（ＡＣ）等、溶媒としてテルピネオール、酢酸イソアミル等を用いた有機組成
物（液剤、ビヒクル：　ｖｅｈｉｃｌｅ）に前記ガラス・フリット（ガラス粉末）を混合
してペースト状、液状にしたガラス・ペースト、ガラス粉末分散液を用いても良い。この
低融点ガラス・ペースト、ガラス
粉末分散液は、更に多数の蛍光体粒子が混入されて、蛍光体含有低融点ガラス・ペースト
となる。
【０３２１】
蛍光体含有低融点ガラス・ペーストは、低融点ガラス粉末、低融点ガラス・ペーストより
も軟化温度が高い石英ガラスなどからなる前記コア３６Ａの側面に塗布され乾燥後にコア
３６Ａの軟化温度以下の所定温度範囲に加熱焼成させることにより前記有機組成物が揮発
または燃えて無くなり、前記コア３６Ａの側面に蛍光体粒子３０Ｂｂをガラス結合材に分
散した蛍光体含有ガラス膜３６Ｂａ（蛍光体含有クラッド）が形成される。
【０３２２】
前記ガラス・フリット、前記ガラス・ペーストは、例えば旭硝子株式会社（ＡＳＡＨＩ　
ＧＬＡＳＳ　ＣＯＭＰＡＮＹ）、米国、コーニング株式会社（ＣＯＲＮＩＮＧ　ＩＮＣＯ
ＲＰＯＲＡＴＥＤ）等から市販されている。
【０３２３】
または、蛍光体含有クラッド３６Ｂａは前記ガラス・フリットを有しない前記有機組成物
に蛍光体粒子３０Ｂｂを混入した蛍光体ペーストを、コア３６Ａの側面に塗布した後に、
乾燥させ、その後にコア３６Ａの軟化温度以下の所定温度範囲で有機成分を燃焼させてガ
ラス・コア３６Ａ上に焼成して形成し、蛍光体焼結クラッド層とすることができる。
【０３２４】
前記蛍光体ペーストは、蛍光体粉末をエチルセルロース、メチルセルロース、ニトロセル
ロース、アセチルセルロース、アセチルエチルセルロース、セルロースプロピオネート、
ヒドロキシプロピルセルロース、ブチルセルロース、ベンジルセルロース、ＰＭＭＡなど
のアクリル樹脂（ＡＣ）等の公知のバインダー樹脂に分散させた液状、ペースト状のもの
である。
【０３２５】
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コア（芯）３６Ａの軸方向の長さ“ｌ”と直径“ｄ”との比率（長さ対直径比＝ｌ／ｄ）
をコアのアスペクト比と定義すると、アスペクト比が大きい方が光透過性カバー２０、２
２の内壁２０、２２ａに配置できる蛍光体担持光ファイバ３６の個数が増加でき、これに
従って蛍光体クラッド３６Ｂａの表面積が増大するので望ましい。アスペクト比は例えば
約１から２０、２２０程度とすることができ、実用的には例えば約２－５０程度とするこ
とができる。
【０３２６】
無機結合材（無機バインダー）の屈折率ｎ１はコア３６Ａの屈折率ｎ２と同じ、類似また
は高い素材を用いても良い。
【０３２７】
この場合には、コア３６Ａは漏光コアとして作用し、自由端３６ｂからコア３６Ａ内に導
入されるＬＥＤ発光素子から出射する紫外線は蛍光体クラッド３６Ｂａから効果的に漏れ
出し、蛍光体含有クラッド３６Ｂａを励起し可視光線を発光する。
【０３２８】
無機結合材（無機バインダー）の屈折率ｎ１はコア３６Ａの屈折率ｎ２よりも低い素材を
用いても良い。この場合には、コア３６Ａは通常の光ファイバである非漏光コアとして作
用し、蛍光体クラッド３６Ｂａを照射する紫外線により蛍光体クラッド３６Ｂａが励起さ
れ、可視光線を散乱発光する。
【０３２９】
この散乱発光の一部はコア３６Ａ内に導入され、通常の光ファイバと同様にコア３６Ａ内
を内部全反射を繰り返して固定端３６ａから出射し、光透過性カバー２０、２２を経由し
て外部に出射する。この散乱発光の残部はコア３６Ａ内に導入されることなく、光透過性
カバー２０、２２を経由して外部に出射する。
【０３３０】
無機結合材（無機バインダー）の屈折率ｎ１はコア３６Ａの屈折率ｎ２と同じ、類似また
は高い素材を用いても良い。
【０３３１】
この場合には、コア３６Ａは漏光コアとして作用し、自由端３６ｂからコア３６Ａ内に導
入される紫外線は蛍光体クラッド３６Ｂａに効果的に漏れ出し、蛍光体クラッド３６Ｂａ
を励起し可視光線を発光する。また蛍光体クラッド３６Ｂａを直接照射する紫外線により
可視光線を発光し、その一部がコア３６Ａ内に導入されて固定端３６ａから出射して光透
過性カバー２０、２２を経由して外部に出射し、その残部がコア３６Ａ内に導入されるこ
となく光透過性カバー２０、２２を経由して外部に出射する。
【０３３２】
＜本発明の実施の他の形態：　漏洩形導光部材の使用＞　
本発明の実施の形態では、ほぼ線状の形状の光伝送形導光部材と光伝送形導光部材の先端
に漏洩形導光部材を配置したものを用いる。
【０３３３】
本発明の実施の他の形態を、図２６ないし図２９に基づいて説明する。
【０３３４】
この実施の形態において、前述の各種の実施の形態と同様な箇所の記述はできるだけ省略
する。（同一または同様な箇所には同一または同様な参照符号を付してある。）
【０３３５】
図２６は、半導体ランプ１３０の概略的な分解斜視図である。
【０３３６】
図２７は、半導体ランプ１３０の概略的な斜視図である。
【０３３７】
図２８は、図２７のＣ－Ｃ≡線に沿って切断した半導体ランプ１３０の概略的な拡大断面
図である。
【０３３８】
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図２９は、半導体ランプ１３０に用いる図２６ないし図２８に示す漏光形導光部材９０の
一具体例である漏光形導光部材９０Ａを示す図である。
【０３３９】
図２９Ａは、漏光形導光部材９０Ａを示す概略的な斜視図である。
【０３４０】
図２９Ｂは、漏光形導光部材９０Ａを示す概略的な断面図である。
【０３４１】
図２６ないし図２９に示すように、上述の幾つかの実施の形態と同様に、本発明の実施の
形態の半導体ランプ１３０は、紫外および、または青色光線からなる短波長光線を放射す
る少なくとも一つの短波長形半導体発光素子１０と、内面に第一の蛍光性突起３０－１を
有する第一の透過性グローブ２０－１と、内面に第二の蛍光性突起３０－２を有する第二
の光透過性グローブ２０－２を備える。
【０３４２】
図２６ないし図２９においては、上述の実施の形態と異なり、更に長さ方向に伸長または
延長された導光部材を用い、内部伝達光線を前記導光部材の側面から漏洩する漏光形導光
部材（漏洩形導光部材、側面発光形導光部材）９０、９０Ａを用いる。
【０３４３】
短波長形半導体発光素子１０は、代表的には近紫外または青色発光ダイオード（ＬＥＤ）
からなる。
【０３４４】
短波長形ＬＥＤ１０は、プリント回路基板１１に実装されて、発光ユニット（ＬＵ：Ｌｉ
ｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）（図１、図４などを参照）を構成する。
【０３４５】
図２６ないし図２８に示すように、本発明の実施の形態では、第一、第二の光透過性グロ
ーブ（グローブ）２０－１、２０－２は、光透過状性樹脂または光透過性ガラスからなり
、光透過性グローブ２０－１、２０－２の内面に複数の第一、第二の蛍光性突起３０－１
、３０－２を形成している。
【０３４６】
第一の光透過性グローブ（グローブ）２０－１は、ほぼ半球状の形状のドーム構造であり
、また第二の光透過性グローブ（グローブ）２０－２は、ほぼロート状の形状の構造とす
ることができる。
【０３４７】
第一、第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２は、結合されて一体化され、内部に空
洞を有する半導体ランプ１３０のグローブとなる。
【０３４８】
プリント回路基板１１の上面に複数のＬＥＤ１０を実装した発光ユニットＬＵは、その受
光端が、第二のグローブ２０－２の空洞内の下部に配置された支持部材９５により収納部
材（ハウジング）６２の上面に固定される。
【０３４９】
ほぼ線状の漏光形導光部材９０、９０Ａの一端面は、発光ユニっとＬＵ（１０および１１
）からの光線を受光するようにＬＥＤ１０の光放射面と近接し、その本体はほぼ垂直に上
方に延長され、その他端面は第二の光透過性グローブ２０－１の内側の近辺に達すること
ができる。
【０３５０】
複数のＬＥＤ１０を実装した発光ユニットＬＵ（１０および１１）と漏光形導光部材９０
、９０Ａは、第一、第二のグローブ分割部材２０－１、２０－２の空洞内に配置される。
【０３５１】
第一、第二のグローブ分割部材２０－１、２０－２の対向するほぼ円形の周縁端面間を結
合して、これらを一体化して、その内部空洞に発光ユニットＬＵ（１０および１１）と漏
光形導光部材　９０、９０Ａを内蔵することができる。
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【０３５２】
第二のグローブ分割部材２０－２の下端周辺と収納部材６２の上端周辺は任意の結合手段
により接合される。
【０３５３】
ＬＥＤ１０に駆動電力を供給する点灯回路４０は、ロート状などの収納部材（ハウジング
）６２の内部空間に収納して配置されることができる。
【０３５４】
収納部材６２の下部に、外部の給電ソケット（受金）と着脱自在のエジソン・ベースの電
球用口金５０が固定される。
【０３５５】
漏光形導光部材９０、９０Ａは，底部の一端面（受光部）においてＬＥＤ１０から放射す
る短波長光線Ｌ１を受光し、光線Ｌ１は導光部材　９０、９０Ａ内を内部全反射または直
進してその頂部の方向に向かって進行する。
【０３５６】
伝達光線Ｌ１の一部はその伝達途中で側面から出射して漏れ光線Ｌ１’となる。
【０３５７】
伝達光線Ｌ１の他の一部は内部全反射または直進してその頂部にある他の一端面に到達し
、他の一端面から出射して光線Ｌ１”となる。
【０３５８】
図２８に示すように、漏光形導光部材　９０、９０Ａの側面から出射する短波長光線Ｌ１
’とその頂部の一端面から出射する短波長光線Ｌ１”は、一体化された第一、第二の光透
過性グローブ２０－１、２０－２の内面に形成されたほぼすべての蛍光性突起３０－１、
３０－２を照射できる。
【０３５９】
蛍光性突起３０－１、３０－２に配置または含有された蛍光体は、短波長光線Ｌ１’、Ｌ
１”を吸収して励起され、波長変換してより長い波長の可視光線Ｌ２となり、第一、第二
の光透過性グローブ２０－１、２０－２を経由して外部に出射して照明光線Ｌ２となる。
【０３６０】
短波長光線Ｌ１’、Ｌ１”の一部は、蛍光性突起３０－１、３０－２を透過し、または光
透過性グローブ２０－１、２０－２における蛍光性突起３０－１、３０－２が存在しない
個所を透過して、光透過性グローブ２０－１、２０－２の外部に出射して上記照明光線Ｌ
２と混合される。
【０３６１】
青色ＬＥＤ１０と、蛍光性突起３０－１、３０－２の黄色蛍光体の組み合わせを用いると
きには、短波長光線Ｌ１’、Ｌ１”が青色光線であり、この青色光線と黄色蛍光体からの
波長変換光線の黄色光線が光透過性グローブ２０－１、２０－２を透過して、青色光線と
黄色光線が混色されて白色の照明光線Ｌ２となる。（図７Ａとその記載個所を参照された
い。）
【０３６２】
近紫外ＬＥＤ１０と、三原色蛍光体または白色蛍光体の組み合わせを用いるときには、近
紫外光線Ｌ１’、Ｌ１”の一部が光透過性グローブ２０－１、２０－２の外部漏れないよ
うに、蛍光性突起３０－１、３０－２が存在しない光透過性グローブ２０－１、２０－２
の内面領域に三原色または白色蛍光体を含む蛍光膜を設けるのが望ましい。（図７Ｂ、図
７Ｃ、図７Ｄとその記載個所を参照されたい。）
【０３６３】
これにより、近紫外光線Ｌ１’、Ｌ１”は蛍光性突起３０－１、３０－２と蛍光膜の両方
に吸収される確率が増えるので、ほとんどの近紫外光線Ｌ１’、Ｌ１”を白色照明光線Ｌ
２に波長変換することができる。
【０３６４】
＜漏洩形導光部材の具体例＞　
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図２９Ａ（斜視図）、図２９Ｂ（断面図）に示すように、漏洩形導光部材９０Ａはほぼ円
柱状の導光コア９０ａと導光コア９０ａの側面に部分的に被覆された導光クラッド９０ｂ
からなる。
【０３６５】
漏洩形導光部材９０Ａは、線状の導光コア９０ａと導光コア９０ａの側面に全面的に被覆
された導光コア９０ａより屈折率の低い導光クラッド９０ｂからなる通常の光伝送用導光
部材を用い、この伝送用導光部材の導光クラッド９０ｂを部分的に除去して導光コア９０
ａの側面を部分的に露出し、クラッド欠如部（コア露出部）９０ｃを漏光部とすることが
できる。
【０３６６】
その替わりに、漏洩形導光部材９０Ａは、線状の導光クラッドを被覆していないクラッド
レス形導光コア９０ａの側面に、導光コア９０ａより屈折率の低い導光クラッド９０ｂを
部分的に被覆して，非クラッド被覆部と対応したコア露出部９０ｃを漏光部とすることが
できる。
【０３６７】
図２９Ｂ（断面図）に示すように、漏洩形導光部材９０Ａの下端面で受光したＬＥＤ　１
０からの短波長発光光線Ｌ１は、導光コア９０ａの内部を全反射または直進してその上端
面の方向に伝達される。
【０３６８】
光線Ｌ１の一部は漏洩形導光部材９０Ａのコア露出部９０ｃの側面から出射されて側面光
線Ｌ１’となり、光線Ｌ１の一部は漏洩形導光部材９０Ａの上端面から出射されて頂面光
線Ｌ１”となり、これらの光線Ｌ１’、Ｌ１”により、図２６ないし図２８に示すＬＥＤ
ランプ１３０のグローブ２０－１、２０－２の内面に形成されたほぼすべての蛍光性突起
３０－１、３０－２が励起され、可視光線に波長変換される。
【０３６９】
図２９Ａ、図２９Ｂに示す漏洩形導光部材９０Ａでは、複数のリング状のクラッド欠如部
（コア露出部）９０ｃが、ＬＥＤ　１０からの短波長発光光線Ｌ１の受光端面（下端面）
から上端面に沿って離隔して断続的に形成されている。
【０３７０】
図２９Ａ、図２９Ｂに示す隣接するクラッド欠如リング９０ｃの幅ｄ１およびピッチｐ１
は、ほぼ等しくしてある。
【０３７１】
その替わりに、側面の光出射位置、出射光量を調整するために、クラッド欠如リング９０
ｃの幅ｄ１および、またはピッチｐ１を、漏洩形導光部材９０Ａの受光端面（下端面）か
ら上端面に向かって変化させてもよい。
【０３７２】
クラッド欠如リング９０ｃの幅ｄ１またはピッチｐ１を漏洩形導光部材９０Ａの受光端面
（下端面）から上端面に向かって増加させるときには、漏洩形導光部材９０Ａからの出射
光線Ｌ１’の光量を受光端面（下端面）から上端面に向かって増加させることができる。
【０３７３】
漏洩形導光部材９０Ａの長さが比較的に長い場合、内部伝達光線Ｌ１が導光コア９０ａの
側面を全反射する回数が増加するために全反射損失また導光コア９０ａ内の伝達距離が増
加するために伝達損失が生じて、幅ｄ１およびピッチｐ１は、ほぼ等しくすると、漏洩形
導光部材９０Ａからの出射光線Ｌ１’の光量が受光端面（下端面）から上端面に向かって
減少することになる。
【０３７４】
したがって、この場合には、クラッド欠如リング９０ｃの幅ｄ１またはピッチｐ１を漏洩
形導光部材９０Ａの受光端面（下端面）から上端面に向かって増加させるときには、漏洩
形導光部材９０Ａからの出射光線Ｌ１’の光量を受光端面（下端面）から上端面に向かっ
てほぼ等しくすることができる。
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【０３７５】
漏洩形導光部材９０Ａの長さが短い場合、上部の第一の光透過性グローブ２０－１から外
部に出射する照明光線Ｌ２の光量が、下部の第二の光透過性グローブ２０－２から外部に
出射する照明光線Ｌ２の光量よりも大きくすることができ、このようにしたＬＥＤランブ
１３０は、例えば天井から下方を狭い角度範囲で照明するダウン・ライトとして用いられ
る。
【０３７６】
上記のリング状のクラッド欠如部９０ｃ、上記の螺旋（らせん、スパイラル）状クラッド
欠如部（コア露出部）の替わりに、点状など複数の島状のクラッド欠如部としてもよい。
【０３７７】
＜漏洩形導光部材の材料＞
本実施形態に用いられる漏洩形導光部材の導光コア９０ａとしては、ガラス、石英などの
光透過性無機材料またはアクリル系樹脂、シリコーン系樹脂などの光透過性有機材料から
選択される。
【０３７８】
本実施形態に用いられる漏洩形導光部材の導光クラッド９０ｂとしては、導光コア９０ａ
より屈折率の低い、または屈折率調整材を添加して屈折率を低く調整したガラス、石英な
どの光透過性無機材料またはアクリル系樹脂、シリコーン系樹脂、フッ素系樹脂などの光
透過性有機材料から選択される。
【０３７９】
青色発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いる場合には、導光コア９０ａ、導光クラッド９０ｂ
は上記の光透過性無機、有機材料から選択して使用できる。
【０３８０】
例えば、青色発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いる場合には、アクリル系樹脂コア９０ａと
フッ素系樹脂クラッド９０ｂの組み合わせ、シリコーン系樹脂コア９０ａとフッ素系樹脂
クラッド９０ｂの組み合わせを用いることができる。
【０３８１】
近紫外発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いる場合には、導光コア９０ａ、導光クラッド９０
ｂは上記の光透過性無機材料から選択して使用できる。
【０３８２】
例えば、近紫外発光ダイオード（ＬＥＤ）を用いる場合には、近紫外線の透過性が良く、
また近紫外線に対して劣化の少ない上記の光透過性無機材料または
屈折率を調整したシリコーン系樹脂コア（大屈折率）９０ａとシリコーン系樹脂クラッド
（小屈折率）９０ｂを組み合わせた、またはシリコーン系樹脂コア（大屈折率）９０ａと
フッ素系樹脂クラッド（小屈折率）９０ｂを組み合わせた光透過性有機材料いることがで
きる。
【０３８３】
漏洩形導光部材としては、住友スリーエム株式会社から入手できる可視光ＬＥＤ光源専用
の側面発光形の単芯光ファイバを好適に用いられる。
【０３８４】
住友スリーエム株式会社の側面発光形の単芯光ファイバには、商品名「ライトストリング
」、品名「レイ・クリア８　（ＲＡＹ　ＣＬＥＡＲ　８）、　透明」、品名「レイ・ミル
キー８（ＲＡＹ　ＭＩＬＫＹ　８）、乳白」、品名「レイ・スーパーミルキー８（ＲＡＹ
　ＳＵＰＥＲ　ＭＩＬＫＹ　８）、乳白」などが挙げられる。
【０３８５】
これらの側面発光形の単芯光ファイバには、波長４００ｎｍないし７２０ｎｍの光線を入
射可能であるので、近紫外線を含まない青色発光形ＬＥＤと組み合わせて用いることがで
きる。
【０３８６】
また漏洩形導光部材として、住友スリーエム株式会社から入手できる「ライトファイバ」
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（商品名）が本実施形態に好適に使用できる。
【０３８７】
この「ライトファイバ」（商品名）は、側面を均一に発光させるためのサイドライト形で
あり、コア材質が特殊ＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）、クラッド材質がフッ素系樹
脂のステップ・インデックス形である。
【０３８８】
「ライトファイバ」（商品名）には製品名ＬＦ９０（コア径９ｍｍ、仕上外形１０ｍｍ）
、製品名ＬＦ１２０（コア径１２ｍｍ、仕上外形１４ｍｍ）、製品名ＬＦ１２０ＲＨ（側
面を均一に発光させるために白いクラッドを使用、コア径１２ｍｍ、仕上外形１４ｍｍ）
、製品名ＬＦ１２０ＨＬ（側面を均一に発光させるために白いクラッドを使用、コア径１
２ｍｍ、仕上外形１４ｍｍ）などがある。
【０３８９】
上記の商品名「ライトストリング」（商品名）、「ライトファイバ」（商品名）は、サイ
ドライト形光ファイバなので、後から漏光処理をすることなく本実施の形態にそのまま使
用できる利点がある。
【０３９０】
側面の全面にクラッド膜を被覆した光伝送用プラスチック光ファイバの側面を部分的に欠
如して漏洩形光ファイバとしても良い。
【０３９１】
光伝送用プラスチック光ファイバとしては、三菱レイヨン株式会社から入手できるＰＭＭ
Ａなどのアクリル樹脂（ＡＣ）コアとフッ素系樹脂クラッドからなる照明用バルクファイ
バ商品名「エスカ（ＥＳＫＡ）」を用いることができる。
【０３９２】
このバルク光ファイバの商品名「エスカ（ＥＳＫＡ）」には、最大ファイバ径３．０ｍｍ
（品名ＣＫ－１２０）ないし最小ファイバ径０．２５ｍｍまで各種のファイバ径（品名Ｃ
Ｋ－１０）のものがある。
【０３９３】
このバルクファイバのクラッド被覆を部分的に除去してコア露出部とすることにより、漏
洩形光ファイバとすることができる。
【０３９４】
ファイバ径が小さいときには、複数の漏洩形光ファイバを束ねて用いることができる。
【０３９５】
＜漏洩形導光部材の一変形＞　
図３０（図３０Ａ、図３０Ｂ）を参照して、他の漏洩形導光部材９０Ｂについて記述する
。
【０３９６】
図３０Ａ、図３０Ｂに示す漏洩形導光部材９０Ｂは、図２９Ａ、図２９Ｂに示した漏洩形
導光部材９０Ａの一変形である。
【０３９７】
図３０Ａは漏洩形導光部材９０Ｂの概略的な斜視図である。
【０３９８】
図３０Ｂは漏洩形導光部材９０Ｂの概略的な断面図である。
【０３９９】
図３０Ａ、図３０Ｂに示すように、漏洩形導光部材９０Ｂは、ＰＭＭＡなどのアクリル樹
脂（ＡＣ）、シリコーン樹脂などの有機導光材料、ガラス、石英などの無機導光材料から
なるほぼ円柱状のファイバ導光コア９０ａと、ファイバ導光コア９０ａの側面に離隔して
設けられた複数のリング形状の漏光用溝９０ｃからなる。
【０４００】
漏洩形導光部材９０Ｂは、前述の漏洩形導光部材９０Ａと異なり、クラッド固体被覆が存
在しなく、コア９０ａよりも屈折率が低い外部の空気が、気体のクラッドとなる。
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【０４０１】
ＬＥＤ　１０から放射した近紫外線または青色光線Ｌ１は、漏洩形導光部材９０Ｂの下端
面から導入され、側面で全反射または直進してその上端面の方向に進行する。
【０４０２】
光線Ｌ１は、一部が側面で全反射を繰り返す途中で、漏光用溝９０ｃからまたはコア９０
ａを経由して反対の側面から、外部に出射して漏洩光線Ｌ１’となる。
【０４０３】
光線Ｌ１は、残部が側面で少なくとも一回全反射しまたは直進してその上端面から出射し
て光線Ｌ１”となる。
【０４０４】
隣接するリング形状の漏光用溝９０ｃの間隔ｄ１および、またはピッチｐ１は目的により
可変できる。
【０４０５】
＜漏洩形導光部材の他の変形＞　
図３１（図３１Ａ、図３１Ｂ）を参照して、他の漏洩形導光部材９０Ｃ、９０Ｄについて
記述する。
【０４０６】
図３１Ａは、漏洩形導光部材９０Ｃの概略的な断面図である。
【０４０７】
図３１Ｂは、漏洩形導光部材９０Ｄの概略的な断面図である。
【０４０８】
図３１Ａに示すように、漏洩形導光部材９０Ｃは、比較的に屈折率が高いコア９０ａと、
コア９０ａに被覆され比較的に屈折率が低いクラッド９０ｂと、側面に連続的に延在する
螺旋（らせん、スパイラル）状溝を形成したクラッド欠如部（コア露出部）９０ｃ２から
なる。
【０４０９】
図３１Ｂに示すように、漏洩形導光部材９０Ｄは、比較的に屈折率が高いコア９０ａと、
コア９０ａの側面に連続的に延在するらせん状溝９０ｄ２からなる。
【０４１０】
図３１Ａ、図３１Ｂ　に示すように、ＬＥＤ１０から放射した近紫外線または青色光線Ｌ
１は、漏洩形導光部材９０Ｃ、９０Ｄの下端面から導入され、側面で全反射または直進し
てその上端面の方向に進行する。
【０４１１】
光線Ｌ１は、一部が側面で全反射を繰り返す途中で、漏光用溝９０ｃ２、９０ｄ２からま
たはコア９０ａを経由して反対の側面から、外部に出射して漏洩光線Ｌ１’となる。
【０４１２】
光線Ｌ１は、残部が側面で少なくとも一回全反射しまたは直進してその上端面から出射し
て光線Ｌ１”となる。
【０４１３】
＜漏洩形導光部材の他の変形＞　
図３２（図３２Ａ、図３２Ｂ）を参照して、他の漏洩形導光部材９０Ｅ、９０Ｆについて
記述する。
【０４１４】
図３２Ａは、漏洩形導光部材９０Ｅの概略的な断面図である。
【０４１５】
図３２Ｂは、漏洩形導光部材９０Ｆの概略的な断面図である。
【０４１６】
図３２Ａに示すように、漏洩形導光部材９０Ｅは、比較的に屈折率が高い導光コア９０ａ
と、導光コア９０ａの内部に分散した複数の光散乱素子（光方向変換素子）９０ｅからな
る。
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【０４１７】
図３２Ｂに示すように、漏洩形導光部材９０Ｆは、比較的に屈折率が高い導光コア９０ａ
と、導光コア９０ａに被覆され比較的に屈折率が低いクラッド９０ｂと、導光コア９０ａ
の内部に分散した複数の光散乱素子（光方向変換素子）９０ｅからなる。
【０４１８】
光散乱素子（光方向変換素子）９０ｅは、気泡、ガラス・ビーズ、樹脂ビーズなどのコア
９０ａと屈折率が異なる光散乱粒子、アルミニュームなどの反射金属片、顔料などからな
る。
【０４１９】
図３２Ａ、図３２Ｂ　に示すように、ＬＥＤ１０から放射した近紫外線または青色光線Ｌ
１は、漏洩形導光部材９０Ｅ、９０Ｆの下端面から導入され、側面で全反射または直進し
てその上端面の方向に進行する。
【０４２０】
光線Ｌ１は、一部が側面で全反射を繰り返す途中で、光方向変換素子９０ｅに当たり、そ
の方向を変換して漏洩形導光部材９０Ｅ、９０Ｆの側面から、外部に出射して漏洩光線Ｌ
１’となる。
【０４２１】
光線Ｌ１は、残部が側面で少なくとも一回全反射しまたは直進してその上端面から出射し
て光線Ｌ１”となる。
【０４２２】
＜漏洩形導光部材の更に他の変形＞　
図３３（図３３Ａ、図３３Ｂ、図３３Ｃ、図３３Ｄ、図３３Ｅ）を参照して、他の漏洩形
導光部材９０Ｇ、９０Ｈ、９０Ｊ、９０Ｋ、９０Ｌについて記述する。
【０４２３】
図３３Ａは、漏洩形導光部材９０Ｇの概略的な断面図である。
【０４２４】
図３３Ｂは、漏洩形導光部材９０Ｈの概略的な断面図である。
【０４２５】
図３３Ｃは、漏洩形導光部材９０Ｊの概略的な断面図である。
【０４２６】
図３３Ｄは、漏洩形導光部材９０Ｋの概略的な断面図である。
【０４２７】
図３３Ｅは、漏洩形導光部材９０Ｋの概略的な断面図である。
【０４２８】
図３３Ａに示す漏洩形導光部材９０Ｇは、図２６ないし図３２に示した漏洩形導光部材（
９０など）と同様な漏洩形導光部材９０Ｇ１の上端面に全反射ミラーまたは半透過ミラー
９０Ｇ２を形成したものである。
【０４２９】
全反射ミラー９０Ｇ２を有する漏洩形導光部材９０Ｇでは、上端面に到達した光線を下端
面に向かって戻す。
【０４３０】
半透過ミラー９０Ｇ２を有する漏洩形導光部材９０Ｇでは、上端面に到達した光線の一部
を下端面に向かって戻すと共に、光線の残部を上端面から出射させる。
【０４３１】
図３３Ｂに示す漏洩形導光部材９０Ｈは、図２６ないし図３２に示した漏洩形導光部材（
９０など）と同様な漏洩形導光部材９０Ｈ１の上端面にほぼ円錐などの錐形窪み９０Ｈ２
を形成したものである。
【０４３２】
漏洩形導光部材９０Ｈは、錐形窪み９０Ｈ２を有するために上端面に到達した光線を横方
向に方向転換させることができる。
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【０４３３】
図３３Ｃに示す漏洩形導光部材９０Ｊは、図２６ないし図３２に示した漏洩形導光部材（
９０など）と同様な漏洩形導光部材９０Ｈ１の上端面に半透過ミラー付きの錐形窪み９０
Ｊ２を形成したものである。
【０４３４】
漏洩形導光部材９０Ｊは、半透過ミラー付きの錐形窪み９０Ｊ２を有するために、上端面
に到達した光線を横方向に方向転換させると共に、上端面から出射させることができる。
【０４３５】
図３３Ｄに示す漏洩形導光部材９０Ｋは、図２６ないし図３２に示した漏洩形導光部材（
９０など）と同様な漏洩形導光部材９０Ｋ１の上端面に凸レンズ部９０Ｋ２または凹レン
ズ部９０Ｋ３を形成したものである。
【０４３６】
漏洩形導光部材９０Ｋは、凸レンズ部９０Ｋ２または凹レンズ部９０Ｋ３を有するために
、上端面に到達した光線を収束または拡散させて上端面から出射させることができる。
【０４３７】
図３３Ｅに示す漏洩形導光部材９０Ｌは、図２６ないし図３２に示した漏洩形導光部材（
９０など）と同様な漏洩形導光部材９０Ｌ１の上端面に光散乱粒子などを混入した光散乱
層９０Ｌ２を形成したものである。
【０４３８】
漏洩形導光部材９０Ｌは、光散乱層９０Ｌ２を有するために、上端面に到達した光線を散
乱させて上端面から出射させると共に、下端面の方向に戻すことができる。
【０４３９】
＜本発明の実施の他の形態＞　
本発明の実施の他の一形態を、図３４ないし図３７に基づいて説明する。
【０４４０】
この一形態において、図１ないし図３３を参照して記述した本発明の各種の実施の形態と
同様な箇所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。
）
【０４４１】
図３４は、半導体ランプ１４０の概略的な分解斜視図である。
【０４４２】
図３５は、半導体ランプ１４０の概略的な斜視図である。
【０４４３】
図３６は、図３５のＤ－Ｄ’線に沿って切断した半導体ランプ１４０の概略的な断面図で
ある。
【０４４４】
図３７（図３７Ａ、図３７Ｂ、図３７Ｃ、図３７Ｄ）は、半導体ランプ１４０に用いる各
種の光拡散球形部材９３（９３Ａ、９３Ｂ、９３Ｃ、９３Ｄ）の概略的な断面図である。
【０４４５】
図３４ないし図３６に示すように、上述の幾つかの実施の形態と同様に、本発明の実施の
形態の半導体ランプ１４０は、紫外および、または青色光線からなる短波長光線を放射す
る少なくとも一つの短波長形半導体発光素子１０と、内面に第一の蛍光性突起３０‐１を
有する第一の透過性グローブ２０‐１と、内面に第二の蛍光性突起３０‐２を有する第二
の光透過性グローブ２０‐２を備える。
【０４４６】
図３４ないし図３６においては、上述の実施の形態と異なり、更に内部伝達光線を上端か
ら出射する棒状などのほぼ線状の形状の端面出射形導光部材９２と、端面出射形導光部材
９２の上端に配置された光拡散球形部材９３を用いる。
【０４４７】
短波長形半導体発光素子１０は、代表的には近紫外または青色発光ダイオード（ＬＥＤ）
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からなる。
【０４４８】
短波長形ＬＥＤ１０は、プリント回路基板１１に実装されて、発光ユニットＬＵ（図１、
図４などを参照）を構成する。
【０４４９】
前述の幾つかの実施形態と同様に、第一、第二の光透過性グローブ（グローブ）２０‐１
、２０‐２は、光透過状性樹脂または光透過性ガラスからなり、光透過性グローブ２０‐
１、２０‐２の内面に複数の第一、第二の蛍光性突起３０‐１、３０‐２を形成している
。
【０４５０】
第一の光透過性グローブ（グローブ）２０‐１は、ほぼ半球状の形状のドーム構造であり
、また第二の光透過性グローブ（グローブ）２０‐２は、ほぼロート状の形状の構造とす
ることができる。
【０４５１】
第一、第二の光透過性グローブ２０‐１、２０‐２は、結合されて一体化され、内部に空
洞を有する半導体ランプ１４０のグローブとなる。
【０４５２】
プリント回路基板１１の上面に複数のＬＥＤ１０を実装した発光ユニットＬＵは、その受
光端が、第二のグローブ２０－２の空洞内の下部に配置された取付板などの支持部材９５
により収納部材（ハウジング）６２の上面に固定される。
【０４５３】
ほぼ線状の端面出射形導光部材９２の一端面（受光端）は、発光ユニットＬＵ（１０およ
び１１）からの光線を受光するようにＬＥＤ１０の光放射面と近接し、その本体はほぼ垂
直に上方に延長され、その他端面（光出射端）に後に詳細に記述する光拡散球形部材９３
が固定されている。
【０４５４】
ほぼ線状の端面出射形導光部材９２の下端近辺の側面に固定部材９６の上部が固定され、
固定部材９６の下端は支持部材９５に固定されている。
【０４５５】
複数のＬＥＤ１０を実装した発光ユニットＬＵ（１０および１１）と端面出射形導光部材
　９２と光拡散球形部材９３は第一、第二のグローブ分割部材２０‐１、２０‐２の空洞
内に配置される。
【０４５６】
第一、第二のグローブ分割部材２０‐１、２０‐２の対向するほぼ円形の周縁端面間を結
合して、これらを一体化して、その内部空洞に発光ユニットＬＵ（１０および１１）と端
面出射形導光部材９２と光拡散球形部材９３を内蔵することができる。
【０４５７】
第二のグローブ分割部材２０‐２の下端周辺と収納部材６２の上端周辺は任意の結合手段
により接合される。
【０４５８】
ＬＥＤ１０に駆動電力を供給する点灯回路４０は、ロート状、円錐状などの錐形殻からな
る収納部材（ハウジング）６２の内部空間に収納して配置されることができる。
【０４５９】
収納部材６２の下部に、外部の給電ソケット（受金）と着脱自在のエジソン・ベースの電
球用口金５０が固定される。
【０４６０】
端面出射形導光部材９２は，底部の一端面（受光部）においてＬＥＤ１０から放射する短
波長光線Ｌ１を受光し、ほぼすべての光線Ｌ１は導光部材９２内を内部全反射または直進
してその頂部の方向に向かって進行し、光拡散球形部材９３に入射する。
【０４６１】
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光拡散球形部材９３に入射した伝達光線Ｌ１は、光拡散球形部材９３により球形部材のほ
ぼ球形表面のほぼ全面から出射して拡散光線Ｌ１’となる。
【０４６２】
図３６に示すように、光拡散球形部材９３のほぼ全球面から出射する短波長光線Ｌ１’は
、一体化された第一、第二の光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の内面に形成されたほ
ぼすべての蛍光性突起３０‐１、３０－２を照射できる。
【０４６３】
蛍光性突起３０－１、３０－２に配置または含有された蛍光体は、短波長光線Ｌ１’、を
吸収して励起され、波長変換してより長い波長の可視光線となり、第一、第二の光透過性
グローブ２０‐１、２０‐２を経由して外部に出射して、照明光線の一部の可視光線とな
る。
【０４６４】
青色ＬＥＤ１０と、蛍光性突起３０‐１、３０‐２の黄色蛍光体の組み合わせを用いると
きには、短波長光線Ｌ１’が青色光線であり、この青色光線と黄色蛍光体からの波長変換
光線の黄色光線が光透過性グローブ２０‐１、２０‐２を透過して、青色光線と黄色光線
が混色されて白色の照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２となる。（図７Ａとその記載個所を参照
されたい。）
【０４６５】
短波長光線Ｌ１’の一部は、蛍光性突起３０－１、３０－２を透過し、または光透過性グ
ローブ２０－１、２０‐２における蛍光性突起３０－１、３０－２が存在しない個所を透
過して、光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の外部に出射して、上記照明光線Ｌ２‐１
、Ｌ２‐２と混合される。
【０４６６】
青色ＬＥＤ１０と、蛍光性突起３０－１、３０－２の黄色蛍光体の組み合わせを用いると
きには、短波長光線Ｌ１’、Ｌ１”が青色光線であり、この青色光線と黄色蛍光体からの
波長変換光線の黄色光線が光透過性グローブ２０－１、２０‐２を透過して、青色光線と
黄色光線が混色されて白色の照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２となる。
【０４６７】
近紫外ＬＥＤ１０と、三原色蛍光体または白色蛍光体の組み合わせを用いるときには、近
紫外光線Ｌ１’の一部が光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の外部漏れないように、蛍
光性突起３０－１、３０－２が存在しない光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の内面領
域に三原色または白色蛍光体を含む蛍光膜を設けるのが望ましい。（図７Ｂとその記載個
所を参照されたい。）
【０４６８】
これにより、近紫外光線Ｌ１’は蛍光性突起３０‐１、３０－２と蛍光膜の両方に吸収さ
れる確率が増えるので、ほとんどの近紫外光線Ｌ１’を白色照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２
に波長変換することができる。
【０４６９】
＜光拡散球形部材９３の具体例＞　
図３７（図３７Ａ、図３７Ｂ、図３７Ｃ、図３７Ｄ）は、各種の光拡散球形部材９３（９
３Ａ、９３Ｂ、９３Ｃ、９３Ｄ）を示す概略的な断面図である。
【０４７０】
図３７Ａに示すように、光拡散球形部材９３Ａは、端面出射形導光部材９２の上端面（光
出射端）に固定されている。
【０４７１】
光拡散球形部材９３Ａは、複数の光散乱素子を混入したアクリル樹脂、シリコーン樹脂な
どの光透過性の有機材料またはガラスなどの光透過性の無機材料からなる球形部材９３Ａ
１の内部に、複数の光散乱素子９３Ａ２を混入したものである。
【０４７２】
光散乱素子９３Ａ２は、気泡、ガラス・ビーズ、樹脂ビーズなどのコア９０ａと屈折率が
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異なる光散乱粒子、アルミニュームなどの反射金属片、顔料などからなる。
【０４７３】
図３７Ｂに示すように、光拡散球形部材９３Ｂは、端面出射形導光部材９２の上端面（光
出射端）に固定されている。
【０４７４】
光拡散球形部材９３Ｂは、光透過性の有機材料またはガラスなどの光透過性の無機材料か
らなる球形部材９３Ｂ１の球面に、粗面、プリズム面などの凹凸部９３Ｂ２を形成したも
のである。
【０４７５】
図３７Ｃに示すように、光拡散球形部材９３Ｃは、端面出射形導光部材９２の上端面（光
出射端）に固定されている。
【０４７６】
光拡散球形部材９３Ｃは、光透過性の有機材料またはガラスなどの光透過性の無機材料か
らなり上部に円錐形などの錐形溝を有する半球形部材９３Ｃ３と、この錐形溝の表面に形
成され断面がほぼ錐形の半透過ミラー膜９３Ｃ２と、半透過ミラー膜９３Ｃ２に配置され
た光透過性の有機材料またはガラスなどの光透過性の無機材料からなる半球形部材９３Ｃ
１からなる。
【０４７７】
光拡散球形部材９３Ｃは、これらの部材９３Ｃ１、９３Ｃ２、９３Ｃ３が一体化されて全
体としてほぼ球形の立体形状となっている。
【０４７８】
図３７Ｄに示すように、光拡散球形部材９３Ｄは、端面出射形導光部材９２の上端面（光
出射端）に固定されている。
【０４７９】
光拡散球形部材９３Ｄは、光透過性の有機材料またはガラスなどの光透過性の無機材料か
らなる球形部材９３Ｄ１の球面に、複数のほぼ半球状などの複数の凹面レンズ９３Ｄ２形
成したものである。
【０４８０】
ＬＥＤ１０から放射された短波長光線は、端面出射形導光部材９２の下端面（光入射端）
　（光出射端）からその内部に導入され、その側面を全反射または直進し、光拡散球形部
材９３Ａ、９３Ｂ、９３Ｃ、９３Ｄに入射される。
【０４８１】
図３６に示すように、拡散球形部材９３Ａ、９３Ｂ、９３Ｃ、９３Ｄに入射された短波長
光線Ｌ１は、散乱、屈折などによりその球面からほぼ全方向に拡散して出射され、拡散光
線Ｌ１’となり。上部および下部の光透過性カバー（グローブ）２０‐１、２０‐２から
外部に出射して照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２となる。
【０４８２】
＜本発明の実施の他の形態：　漏洩形導光部材の使用＞　
本発明の実施の形態では、湾曲形状部を有する漏洩形導光部材を使用する。
【０４８３】
本発明の実施の他の形態を、図３８ないし図４０に基づいて説明する。
【０４８４】
この実施の形態において、前述の各種の実施の形態と同様な箇所の記述はできるだけ省略
する。（同一または同様な箇所には同一または同様な参照符号を付してある。）
【０４８５】
図３８は、半導体ランプ１５０の概略的な分解斜視図である。
【０４８６】
図３９は、半導体ランプ１５０の概略的な斜視図である。
【０４８７】
図４０は、図３９のＥ－Ｅ’線に沿って切断した半導体ランプ１５０の概略的な拡大断面
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図である。
【０４８８】
図３８ないし図４０に示すように、上述の幾つかの実施の形態と同様に、本発明の実施の
形態の半導体ランプ１５０は、紫外および、または青色光線からなる短波長光線を放射す
る少なくとも一つの短波長形半導体発光素子１０と、内面に第一の蛍光性突起３０‐１を
有する第一の透過性グローブ２０‐１と、内面に第二の蛍光性突起３０‐２を有する第二
の光透過性グローブ２０‐２を備える。
【０４８９】
図３８ないし図４０においては、上述の実施の形態と異なり、更に内部伝達光線を側面か
ら漏洩する少なくとも一つの漏光形導光部材（漏洩形導光部材、側面発光形導光部材）９
４を用いる。
【０４９０】
図２６ないし図２８に示すほぼ直線形状の漏光形導光部材９０と異なり、図３８ないし図
４０に示すように、本実施の形態の漏光形導光部材９４は、ほぼＵ字形状などの湾曲形状
の漏光形導光部材である。
【０４９１】
例えばＵ字形状の漏光形導光部材９４は、直線形状の漏光形導光部材９０を加熱により軟
化させた状態でＵ字形状になるように湾曲させ、その後に常温まで冷却することにより得
られる。
【０４９２】
また、漏光形導光部材９４は、直接Ｕ字形に成型したものを使用することもできる。
【０４９３】
図３８ないし図４０に示すように、Ｕ字形状の漏光形導光部材９４は、上部に湾曲部を有
し、湾曲部の両端から下方に延びる離隔した一対の足部と、ほぼ同一平面に互いに離隔し
て終端する一対の光入射端面からなる。
【０４９４】
短波長形半導体発光素子１０は、代表的には近紫外または青色発光ダイオード（ＬＥＤ）
からなる。
【０４９５】
第一、第二の発光ユニットＬＵ（図１、図４などを参照）は、それぞれ少なくとも一つの
第一、第二の短波長形ＬＥＤ１０を第一、第二のプリント回路基板１１に実装したもので
ある。
【０４９６】
第一、第二の光透過性グローブ（グローブ）２０‐１、２０‐２は、光透過状性樹脂また
は光透過性ガラスからなり、光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の内面に複数の第一、
第二の蛍光性突起３０‐１、３０‐２を形成している。
【０４９７】
第一の光透過性グローブ（グローブ）２０‐１は、ほぼ半球状の形状のドーム構造であり
、また第二の光透過性グローブ（グローブ）２０‐２は、ほぼロート状の形状の構造とす
ることができる。
【０４９８】
第一、第二の光透過性グローブ２０‐１、２０‐２は、結合されて一体化され、内部に空
洞を有する半導体ランプ１５０のグローブとなる。
【０４９９】
第一、第二の発光ユニットＬＵ（１０および１１）は、その受光端が、第二のグローブ２
０‐２の空洞内の下部に配置された支持部材９５により収納部材（ハウジング）６２の上
面に固定される。
【０５００】
ほぼＵ字状の漏光形導光部材　９４の下方が固定部材９６により支持部材９５に固定され
る。
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【０５０１】
それにより、ほぼＵ字状の漏光形導光部材９４の第一、第二の端面は、それぞれ第一、第
二の発光ユニットＬＵ（１０および１１）からの光線を受光するように第一、第二のＬＥ
Ｄ１０の光放射面と近接することができる。
【０５０２】
第一、第二のグローブ分割部材２０－１、２０‐２の対向するほぼ円形の周縁端面間を結
合して、これらを一体化して、その内部空洞に第一、第二の発光ユニットＬＵ（１０およ
び１１）とほぼＵ字状の漏光形導光部材９４を内蔵することができる。
【０５０３】
第二のグローブ分割部材２０‐２の下端周辺と収納部材６２の上端周辺は任意の結合手段
により接合される。
【０５０４】
ＬＥＤ１０に駆動電力を供給する点灯回路４０は、ロート状などの収納部材（ハウジング
）６２の内部空間に収納して配置されることができる。
【０５０５】
収納部材６２の下部に、外部の給電ソケット（受金）と着脱自在のエジソン・ベースの電
球用口金５０が固定される。
【０５０６】
ほぼＵ字状の漏光形導光部材９４は，その第一、第二の受光端面から第一、第二のＬＥＤ
１０から放射する短波長光線Ｌ１を受光し、光線Ｌ１は導光部材　９４の第一、第二の足
部導光部材内を内部全反射または直進してその頂部の方向に向かって進行する。
【０５０７】
伝達光線Ｌ１の一部はその伝達途中で漏光形導光部材９４の側面から出射して漏れ光線Ｌ
１となる。
【０５０８】
伝達光線Ｌ１の他の一部は漏光形導光部材９４内を内部全反射または直進してその頂部の
湾曲部に到達し、湾曲部の湾曲面から出射または反対方向に内部全反射して下方に進行す
る。
【０５０９】
図４０に示すように、漏光形導光部材９４の側面および湾曲面から出射する短波長光線Ｌ
１は、一体化された第一、第二の光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の内面に形成され
たほぼすべての蛍光性突起３０－１、３０－２を照射できる。
【０５１０】
蛍光性突起３０－１、３０－２に配置または含有された蛍光体は、短波長光線Ｌ１を吸収
して励起され、波長変換してより長い波長の可視光線となり、第一、第二の光透過性グロ
ーブ２０‐１、２０‐２を経由して外部に出射して照明光線Ｌ２‐１　、Ｌ２‐２となる
。
【０５１１】
短波長光線Ｌ１の一部は、蛍光性突起３０－１、３０－２を透過し、または光透過性グロ
ーブ２０－１、２０‐２における蛍光性突起３０‐１、３０‐２が存在しない個所を透過
して、光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の外部に出射して上記照明光線Ｌ２‐１　、
Ｌ２‐２と混合される。
【０５１２】
青色ＬＥＤ１０と蛍光性突起３０－１、３０－２の黄色蛍光体の組み合わせを用いるとき
には、短波長光線Ｌ１が青色光線であり、この青色光線と黄色蛍光体からの波長変換光線
の黄色光線が光透過性グローブ２０－１、２０‐２を透過して、青色光線と黄色光線が混
色されて白色の照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２となる。（図７Ａとその記載個所を参照され
たい。）
【０５１３】
近紫外ＬＥＤ１０と、三原色蛍光体または白色蛍光体の組み合わせを用いるときには、近
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紫外光線Ｌ１の一部が光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の外部漏れないように、蛍光
性突起３０－１、３０－２が存在しない光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の内面領域
に三原色または白色蛍光体を含む蛍光膜を設けるのが望ましい。（図７Ｂとその記載個所
を参照されたい。）
【０５１４】
これにより、近紫外光線Ｌ１は蛍光性突起３０－１、３０－２と蛍光膜の両方に吸収され
るので、ほとんどの近紫外光線Ｌ１を白色照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２に波長変換するこ
とができる。
【０５１５】
図３８ないし図４０では、湾曲形状部を有する漏洩形導光部材として、Ｕ字形状の漏光形
導光部材９４を用いたが、その替わりに例えばほぼＭ字形状の漏洩形導光部材を用いても
良い。
＜本発明の実施の他の形態＞　
本発明の他の実施の形態を、図４１ないし図４４に基づいて説明する。
【０５１６】
この一形態において、図１ないし図４０を参照して記述した各種の実施の形態と同様な箇
所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。）
【０５１７】
図４１は、半導体ランプ１６０の概略的な分解斜視図である。
【０５１８】
図４２は、半導体ランプ１６０の概略的な斜視図である。
【０５１９】
図４３は、図４２のＦ－Ｆ≡線に沿って切断した半導体ランプ１６０の概略的な断面図で
ある。
【０５２０】
図４４は、半導体ランプ１６０の光路を示す概略的な断面図である。
【０５２１】
図４１ないし図４４に示すように、半導体ランプ１６０は、プリント配線基板１１と、プ
リント配線基板１１の上面に実装された複数の短波長形半導体発光素子１０と、第一およ
び第二の蛍光性突起３０‐１、３０‐２を内面に設けた第一および第二の光透過性グロー
ブ２０‐１、２０‐２を備える。
【０５２２】
短波長形半導体発光素子１０は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０と同様な紫外お
よび、または青色光線からなる短波長光線Ｌ１を放射する発光ダイオード（ＬＥＤ）など
の半導体発光素子である。
【０５２３】
第一および第二の蛍光性突起３０‐１、３０‐２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）１０から発する紫外および、または青色光線か
らなる短波長光線Ｌ１を受光して励起され、短波長光線Ｌ１をより波長の長い可視光線に
波長変換する。
【０５２４】
光透過性グローブ２０‐１、２０‐２は、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂などの光
透過性樹脂からなることができる。
【０５２５】
光透過性樹脂の替わりに光透過性ガラスを用いてもよい。
【０５２６】
光透過性グローブ２０‐１、２０‐２は、ほぼ半円球の上部シェル形グローブ２０‐１（
第一の分割部材（セグメント））と、下部にほぼ円形の開口を有するほぼ半円球の下部シ
ェル形グローブ２０‐２（第二の分割部材）とを組み合わせ、全体として下部を欠如した
ほぼ円球のシェル形グローブとすることができる。
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【０５２７】
上部シェル形グローブ２０‐１（第一の分割部材）と、下部を欠如したほぼ半円球の下部
シェル形グローブ２０‐２（第二の分割部材）とは、上部シェル形グローブ２０‐１のほ
ぼ円形開口の端面の近辺と下部シェル形グローブ２０‐２のほぼ円形開口の端面の近辺と
を接着、溶着、ネジ着、凹凸噛みあわせなどの任意の結合手段により、結合して一体化す
ることにより下部を欠如した円球シェル形グローブ２０‐１、２０‐２とすることができ
る。
【０５２８】
発光ユニットＬＵ（ＬＥＤ１０を実装したプリント配線基板１１）は、皿状部材６１の上
面に固定される。
【０５２９】
下部シェル２０‐２は、その下部の開口近辺において皿状などの保持部材６１の周縁部に
固定される。
【０５３０】
図４１ないし図４４に示すように、本実施の形態においては、前述の実施の形態と異なり
、全反射面また部分反射面からなるほぼ円盤状の反射鏡７０が、ほぼ円球シェル形グロー
ブ２０‐１、２０‐２内の空洞に設けられる。
【０５３１】
ほぼ円盤状の反射鏡７０は、ほぼ円球のグローブ２０‐１、２０‐２の中央の内径よりも
わずかに小さな直径を有するのが望ましい。
【０５３２】
図４１ないし図４４に示すように、更に、ほぼ円盤状の光拡散部材７１を、反射鏡７０の
ほぼ中央に設けられたほぼ円形の開口部に設けるのが望ましい。
【０５３３】
ほぼ円盤状の光拡散部材７１は、その円周部分を円球のグローブ２０‐１、２０‐２のほ
ぼ中央の内面に接着、溶着などによりシェル形グローブ２０‐１、２０‐２に固定するこ
とができる。
【０５３４】
光拡散部材７１は、ほぼ円盤状の光透過性部材の内部に複数の光散乱素子を混入したもの
でよい。
【０５３５】
円盤状の反射鏡７０と円盤状の光拡散部材７１とは一体化され、ほぼ円球シェル形グロー
ブ２０‐１、２０‐２内の空洞におけるほぼ中間部に配置される。
【０５３６】
円盤状の反射鏡７０と円盤状の光拡散部材７１の高さは、上部シェル形グローブ２０‐１
（第一の分割部材）と、下部シェル形グローブ２０‐２（第二の分割部材）の結合部の近
辺である。
【０５３７】
保持部材６１の底部に電球形口金５０に固定され、口金５０の内部の空洞に点灯回路４０
が収納され、全体が一体化されて、周知の電球用ソケットと着脱自在の電球形半導体ラン
プとなる。
【０５３８】
図４４に示すように、ＬＥＤ１０から放射される大部分の短波長光線Ｌ１が拡散して円盤
上の反射鏡７０と円盤状の光拡散部材７１を照射できるように、円盤上の反射鏡７０と円
盤状の光拡散部材７１とは、発光ユニットＬＵ（ＬＥＤ１０を実装したプリント配線基板
１１）から所定距離だけ離隔して配置される。
【０５３９】
光路（ライトパス）を示す図４４を参照して、プリント配線基板１１の中央部の近辺に位
置するＬＥＤ１０からの短波長光線Ｌ１は主として円盤状の光拡散部材７１を照射し、プ
リント配線基板１１の中央部から外側に位置するＬＥＤ１０からの短波長光線Ｌ１は主と
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して円盤状の反射鏡７０を照射する。
【０５４０】
反射鏡７０が全反射鏡の場合には、円盤状の反射鏡７０に到達した短波長光線Ｌ１は、反
射鏡７０で全反射して下部シェル形グローブ２０‐２の内面に形成された複数の蛍光性突
起３０‐２（および下部シェル形グローブ２０‐２の内面に形成された第二の蛍光膜）を
照射し、可視光線に波長変換されて下部シェル形グローブ２０‐２の外部に出射して照明
光線Ｌ２‐２となる。
【０５４１】
反射鏡７０が半反射鏡（ハーフ・ミラー）の場合には、円盤状の反射鏡７０に到達した短
波長光線Ｌ１は、一部が反射鏡７０で反射し下部シェル形グローブ２０‐２の方向に進行
し、残りの一部が反射鏡７０を透過して上部シェル形グローブ２０‐１の方向に進行する
。
【０５４２】
下部シェル形グローブ２０‐２の方向に進行した短波長光線Ｌ１は、下部シェル形グロー
ブ２０‐２の内面に形成された複数の蛍光性突起３０‐２（および下部シェル形グローブ
２０‐２の内面に形成された第二の蛍光膜）を照射し、可視光線に波長変換されて下部シ
ェル形グローブ２０‐２の外部に出射して照明光線Ｌ２‐２となる。
【０５４３】
上部シェル形グローブ２０‐１の方向に進行した短波長光線Ｌ１は、上部シェル形グロー
ブ２０‐１の内面に形成された複数の蛍光性突起３０‐１（および上部シェル形グローブ
２０‐１の内面に形成された第一の蛍光膜）を照射し、可視光線に波長変換されて上部シ
ェル形グローブ２０‐１の外部に出射して照明光線Ｌ２‐１となる。
【０５４４】
プリント配線基板１１の中央部の近辺に位置するＬＥＤ１０からの短波長光線Ｌ１は円盤
状の光拡散部材７１において主として上方に拡散されて拡散角を拡大して拡散光線となる
。
【０５４５】
この拡散光線は、上部シェル形グローブ２０‐１の方向に進行して上部シェル形グローブ
２０‐１の内面に形成された複数の蛍光性突起３０‐１（および上部シェル形グローブ２
０‐１の内面に形成された第一の蛍光膜）を照射し、可視光線に波長変換されて上部シェ
ル形グローブ２０‐１の外部に出射して照明光線Ｌ２‐１となる。
【０５４６】
上述の記載により明らかなように、図４１ないし図４３に示す半導体ランプ１６０は、複
数のＬＥＤ１０を上面に実装したプリント配線基板１１からなる発光ユニットＬＵと、実
質的にほぼ球形シェルからなる光透過性グローブ２０‐１、２０‐２の内面に多数の蛍光
性突起３０‐１、３０‐２を立設した多数の蛍光性突起３０‐１、３０‐２と、円盤状の
反射鏡７０と円盤状の光拡散部材７１を組み合わせることにより、ほぼ球形シェルからな
る光透過性グローブ２０‐１、２０‐２のほぼ全面から照明用可視光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐
２を出射することができる顕著な効果を発揮することができる。
【０５４７】
図４３に示すように、全反射または半透過性の反射鏡７０は、樹脂、ガラスなどの短波長
光線透過性を有する円盤７０ａの下面にアルミニューム、銀、金などの短波長反射性蒸着
膜などの短波長反射性膜７０ｂを形成したものである。
【０５４８】
半透過性の反射鏡７０は、反射性膜７０ｂの反射率及び透過率の比率を反射性膜７０ｂの
膜厚を可変することにより、任意に調整できる。
【０５４９】
反射鏡７０として、半透過性の反射鏡７０を用いるときには、光拡散部材７１を削除して
も良い。
【０５５０】
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光拡散部材７１を削除するときには、プリント配線基板１１の中央部の近辺に位置するＬ
ＥＤ１０からの短波長光線Ｌ１は半透過性の反射鏡７０のほぼ中央に位置するほぼ円形の
開口を経由して上方に進行し、主として上部シェル形グローブ２０‐１の上部近辺を照射
する。
【０５５１】
プリント配線基板１１の中央部から外側に位置するＬＥＤ１０からの短波長光線Ｌ１は、
主として円盤状の半透過性反射鏡７０に到達し、その一部が半透過性反射鏡７０で反射し
、主として下部シェル形グローブ２０‐２の側面の方向に進行し、残りの一部が反射鏡７
０を透過して上部シェル形グローブ２０‐１の側面の方向に進行する。
【０５５２】
したがって、プリント配線基板１１に実装された複数のＬＥＤ１０から短波長光線Ｌ１は
、上部および下部シェル形グローブ２０‐１、２０‐２の内面に形成されたほぼすべての
複数の蛍光性突起３０‐１、３０‐２（および第一および二の蛍光膜）を照射し、可視光
線に波長変換されて上部および下部シェル形グローブ２０‐１、２０‐２の外部に出射し
て照明光線Ｌ２‐１、Ｌ２‐２となる。
【０５５３】
＜本発明の実施の他の形態：ＬＥＤ実装立体回路基板の使用＞　
図４５、図４６に示す本発明の実施の他の形態は、複数のＬＥＤを立体回路基板に実装し
たものである。
【０５５４】
図４５は、複数のＬＥＤを立体回路基板に実装した半導体ランプ１６０を示す概略的な断
面図である。
【０５５５】
図４６は、複数のＬＥＤを立体回路基板に実装した他の半導体ランプ１７０を示す概略的
な断面図である。
【０５５６】
本発明の実施の他の形態は、図４５、図４６は、複数のＬＥＤを立体プリント回路基板に
実装した半導体ランプを示す概略的な断面図である。
【０５５７】
図４５、図４６に示す各種の半導体ランプ１６０、１７０の記載において、図１ないし図
４４に示した各種の実施の形態と同様な記載はできる限り省略する。（これらの図におい
て同一部分には同一の参照符号を付してある。）
【０５５８】
図４５に示すように、半導体ランプ１７０は、立体基板の上面に立体配線を形成した立体
プリント回路基板１４と、立体プリント回路基板１４の上面に実装された複数の短波長形
ＬＥＤ１０と、蛍光性突起３０を内面に設けたほぼ半円球シェルからなる光透過過性グロ
ーブ（グローブ）２０と、半円球シェルからなるハウジング６０を備える。
【０５５９】
立体プリント回路基板１４はＬＥＤ１０を実装する少なくとも一つの平面１４ａと、ＬＥ
Ｄ１０を実装する複数の傾斜面１４ｂからなるＬＥＤ実装面（１４ａおよび１４ｂ）を有
するドーム形状のプリント回路基板である。
【０５６０】
ドーム形状の立体プリント回路基板１４は、それ底面がほぼ円盤状の支持部材６３に固定
される。
【０５６１】
円盤状の支持部材６３の周縁は、光透過過性グローブ２０またはハウジング６０の内面に
固定される。
【０５６２】
光透過過性グローブ（グローブ）２０と、半円球シェルからなるハウジング６０は、ＬＥ
Ｄ１０を実装した立体プリント回路基板１４からなる発光ユニットＬＵと支持部材６３を
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内蔵して一体化される。
【０５６３】
点灯回路４０は、ハウジング６０内の空洞に収容される。
【０５６４】
半導体ランプ１６０に電球形口金５０が取り付けられて、周知の電球形ソケットに着脱自
在の電球形半導体ランプとすることができる。
【０５６５】
蛍光性突起３０は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０と同様であり、ＬＥＤ１０から発
する紫外および、または青色光線からなる短波長光線Ｌ１を受光して励起され、短波長光
線Ｌ１をより波長の長い可視光線Ｌ２に波長変換する。
【０５６６】
この半導体ランプ１７０では、立体プリント回路基板１４のＬＥＤ実装面（１４ａおよび
１４ｂ）と、光透過過性グローブ（グローブ）２０の内面との間隔をほぼ一定に設定する
ことができる。
【０５６７】
したがって、グローブ２０の内面の複数の蛍光性突起３０および蛍光膜は、ほぼすべての
個所で複数のＬＥＤ　１０からほぼ均一の輝度の短波長光線Ｌ１を受光できる。
【０５６８】
これにより、ほぼすべての蛍光性突起３０および蛍光膜は、均一輝度の可視光線Ｌ２に波
長変換することができ、グローブ２０から輝度むらのほとんどない照明光線を外部に取り
出すことが可能となる。
【０５６９】
図４６に示すように、半導体ランプ１８０は、立体基板の上面に立体配線を形成した立体
プリント回路基板１５と立体プリント回路基板１５の上面に実装された複数の短波長形Ｌ
ＥＤ１０からなる発光ニット　ＬＵ（１０および１５）と、光透過性グローブ（２０－１
および２０－２）を備える。
【０５７０】
光透過性グローブ（２０－１および２０－２）は、第一の蛍光性突起３０－１を内面に設
けた下部に円形開口を有するほぼ半円球シェルからなる第一の光透過性グローブ２０－１
と、第二の蛍光性突起３０－２を内面に設け上部と下部に円形開口を有する部半円球シェ
ルからなる第二の光透過性グローブ２０－２を備える。
【０５７１】
立体プリント回路基板１５はＬＥＤ１０を実装する少なくとも一つの平面１５ａと、ＬＥ
Ｄ１０を実装する複数の傾斜面１５ｂからなるＬＥＤ実装面（１５ａおよび１５ｂ）を有
するほぼドーム形状のプリント回路基板である。
【０５７２】
ドーム形状の立体プリント回路基板１５は、下部に延長部１５ｃを有し、延長部１５ｃは
支持部材６１上に固定される。
【０５７３】
第二の光透過性グローブ２０－２は、下部の円形開口近辺において支持部材６１の周縁に
固定される。
【０５７４】
第一の光透過性グローブ２０－１と第二の光透過性グローブ２０－２からなる光透過過性
グローブ（グローブ）は、ＬＥＤ１０を実装した立体プリント回路基板１５からなる発光
ユニットＬＵと延長部１５ｃを内蔵して一体化される。
【０５７５】
点灯回路４０は、支持部材６１上に固定される。
【０５７６】
半導体ランプ１７０に電球形口金５０が取り付けられて、周知の電球形ソケットに着脱自
在の電球形半導体ランプとすることができる。
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【０５７７】
蛍光性突起３０－１、３０－２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０、３０－１、３０
－２と同様であり、ＬＥＤ１０から発する紫外および、または青色光線からなる短波長光
線Ｌ１を受光して励起され、短波長光線Ｌ１をより波長の長い可視光線Ｌ２に波長変換す
る。
【０５７８】
この半導体ランプ１７０では、立体プリント回路基板１５のＬＥＤ実装面（１５ａおよび
１５ｂ）と、光透過過性グローブ（グローブ）２０－１、２０－２の内面との間隔をほぼ
一定に設定することができる。
【０５７９】
したがって、グローブ２０－１および２０－２の内面の複数の蛍光性突起３０－１、３０
－２および蛍光膜は、ほぼすべての個所で複数のＬＥＤ　１０からほぼ均一の輝度の短波
長光線Ｌ１を受光できる。
【０５８０】
これにより、ほぼすべての蛍光性突起３０－１、３０－２および蛍光膜は、均一輝度の可
視光線Ｌ２に波長変換することができ、グローブ２０－１および２０－２から輝度むらの
ほとんどない照明光線を外部に取り出すことが可能となる。
【０５８１】
＜本発明の実施の他の形態：　円錐状の反射鏡の使用＞　
本発明の他の実施の形態を、図４７ないし図５２に基づいて説明する。
【０５８２】
この一形態において、図１ないし図４６を参照して記述した各種の実施の形態と同様な箇
所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。）
【０５８３】
図４７は、半導体ランプ１９０の概略的な分解斜視図である。
【０５８４】
図４８は、半導体ランプ１９０の概略的な斜視図である。
【０５８５】
図４９は、図４８のＧ－Ｇ≡線に沿って切断した半導体ランプ１９０の概略的な断面図で
ある。
【０５８６】
図５０は、半導体ランプ１９０の光路を示す概略的な断面図である。
【０５８７】
図５１は、半導体ランプ１９０の一変形を示す半導体ランプ２００およびその光路を示す
概略的な断面図である。
【０５８８】
図５２は、半導体ランプ１９０の他の一変形を示す半導体ランプ２１０およびその光路を
示す概略的な断面図である。
【０５８９】
図４７ないし図５０に示す半導体ランプ１９０、図５１に示す半導体ランプ２００、図５
２に示す半導体ランプ２１０は、それぞれプリント配線基板１１と、プリント配線基板１
１の上面に実装された複数の短波長形半導体発光素子１０と、第一および第二の蛍光性突
起３０‐１、３０‐２を内面に設けた第一および第二の光透過性カバー部材２０‐１、２
０‐２を備える。
【０５９０】
短波長形半導体発光素子１０は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０と同様な紫外お
よび、または青色光線からなる短波長光線Ｌ１を放射する発光ダイオード（ＬＥＤ）など
の半導体発光素子である。
【０５９１】
第一および第二の蛍光性突起３０‐１、３０‐２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
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と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）１０から発する紫外および、または青色光線か
らなる短波長光線Ｌ１を受光して励起され、短波長光線Ｌ１をより波長の長い可視光線に
波長変換する。
【０５９２】
光透過性カバー部材２０‐１、２０‐２は、アクリル樹脂、ポリカーボネート樹脂、ポリ
スチロール樹脂などの光透過性樹脂からなることができる。
【０５９３】
光透過性樹脂の替わりに光透過性ガラスを用いてもよい。
【０５９４】
光透過性カバー部材２０‐１、２０‐２は、ほぼ半円球の上部シェル・カバー部材２０‐
１（第一の分割部材）と、下部にほぼ円形の開口を有するほぼ半円球の下部シェル・カバ
ー部材２０‐２（第二の分割部材）とを組み合わせ、全体として下部を欠如したほぼ円球
シェル形カバー部材とすることができる。
【０５９５】
上部シェル・カバー部材２０‐１（第一の分割部材）と、下部を欠如したほぼ半円球の下
部シェル・カバー部材２０‐２（第二の分割部材）とは、上部シェル・カバー部材２０‐
１のほぼ円形開口の端面の近辺と下部シェル・カバー部材２０‐２のほぼ円形開口の端面
の近辺とを接着、溶着、ネジ着、凹凸かみあわせなどの任意の結合手段により、結合して
一体化することにより下部を欠如した円球シェル形カバー部材２０‐１、２０‐２とする
ことができる。
【０５９６】
発光ユニットＬＵ（ＬＥＤ１０を実装したプリント配線基板１１）は、皿状部材６１の上
面に固定される。
【０５９７】
下部シェル２０‐２は、その下部の開口近辺において皿状などの保持部材６１の周縁部に
固定される。
【０５９８】
図４７ないし図５１に示すように、部分反射および部分透過面を有する半透過鏡７２ａま
たは７３ａからなるほぼ円錐状の反射鏡７２または７３が、ほぼ円球シェル形カバー部材
２０‐１、２０‐２内の空洞に設けられる。
【０５９９】
半透過性の反射鏡７２または７３は、反射性膜７２ａ、７３ａの反射率及び透過率の比率
を反射性膜７２ａ、７３ａの膜厚を可変することにより、任意に調整できる。
【０６００】
ほぼ円錐状の反射鏡７２または７３は、ほぼ円錐状の上部に大きな直径を有する第一の円
形開口７２ｂと、下部に開口７２ｂの直径よりも小さな直径を有する第二の円形開口７２
ｃを備える。
【０６０１】
図４９ないし図５１に示すように、半透過鏡７２ａは、全体としてほぼ「八」、「ハ」字
の逆形状の断面を有する。
【０６０２】
図４９ないし図５０に示すように、半導体ランプ１９０の半透過鏡７２は、下部の第二の
円形開口７２ｃから上部の第一の円形開口７２ｂに向かって、所定角度で傾斜してほぼ直
線状に広がって延在している。
【０６０３】
図５１に示すように、半導体ランプ２００は、半導体ランプ１９０の一変形であり、半導
体ランプ２００の半透過鏡７３は下部の第二の円形開口７２ｃから上部の第一の円形開口
７２ｂに向かって、弧状、放物線状に曲線を描いて広がって延在している。
【０６０４】
図５２に示すように、半導体ランプ２１０は、半導体ランプ１９０の他の一変形であり、
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半導体ランプ２１０の半透過鏡７２は図４７ないし図５０に示す半導体ランプ１９０の半
透過鏡と同一なものである。
【０６０５】
図５２に示すように、半導体ランプ２１０は、半導体ランプ１９０と異なり、半透過鏡７
２の下方のほぼ円形の開口部に光透過性円盤に光散乱粒子などの複数の光拡散素子を混入
した光拡散性円盤７１を半透過鏡７２と一体化して配置させたものである。
【０６０６】
ほぼ円錐状の反射鏡７２または７３の上部の第一の円形開口７２ｂは、ほぼ円球のカバー
部材２０‐１、２０‐２の中央の内径よりもわずかに小さな直径を有するのが望ましい。
【０６０７】
ほぼ円錐状の反射鏡７２または７３の上部の外縁は、ほぼ円球シェル形カバー部材２０‐
１、２０‐２内の空洞におけるほぼ中間部において、その内面に部分的または全面的に固
定される。
【０６０８】
円錐状の反射鏡７２の上部開口７２ｂ、または円錐状の反射鏡７３の上部開口の高さは、
上部シェル・カバー部材２０‐１（第一の分割部材）と、下部シェル・カバー部材２０‐
２（第二の分割部材）の結合部の近辺である。
【０６０９】
保持部材６１の底部に電球形口金５０に固定され、口金５０の内部の空洞に点灯回路４０
が収納され、全体が一体化されて、周知の電球用ソケットと着脱自在の電球形半導体ラン
プとなる。
【０６１０】
図４９、図５０、図５１を参照して、プリント配線基板１１の中央部の近辺に位置するＬ
ＥＤ１０からの短波長光線Ｌ１は、主としてほぼ円錐状の反射鏡７２または７３の下部の
小さな開口７２ｃを経由して上部シェル・カバー部材２０‐１の方向に進行する。
【０６１１】
図５２を参照して、プリント配線基板１１の中央部の近辺に位置するＬＥＤ１０からの短
波長光線Ｌ１は、主としてほぼ円錐状の反射鏡７２または７３の下部の小さな開口部に配
置された光拡散性円盤７１で拡散され、上部シェル・カバー部材２０‐１の方向に進行す
る。
【０６１２】
その短波長光線Ｌ１は、上部シェル・カバー部材２０‐１の内面に形成された複数の蛍光
性突起３０‐１（および第一の蛍光膜）を照射し、可視光線に波長変換されて上部シェル
・カバー部材２０‐１の外部に出射して照明光線Ｌ２‐１となる。
【０６１３】
半反射鏡（ハーフ・ミラー）７２ａを有する円錐状の反射鏡７２または７３に到達した短
波長光線Ｌ１は、一部が反射鏡７２または７３で反射し下部シェル・カバー部材２０‐２
の方向に進行し、残りの一部が反射鏡７２または７３を透過して上部シェル・カバー部材
２０‐１の方向に進行する。
【０６１４】
下部シェル・カバー部材２０‐２の方向に進行した短波長光線Ｌ１は、下部シェル・カバ
ー部材２０‐２の内面に形成された複数の蛍光性突起３０‐２（および第二の蛍光膜）を
照射し、可視光線に波長変換されて下部シェル・カバー部材２０‐２の外部に出射して照
明光線Ｌ２‐２となる。
【０６１５】
上述の記載により明らかなように、図４７ないし図５１に示す半導体ランプ１９０、２０
０は、複数のＬＥＤ１０を上面に実装したプリント配線基板１１からなる発光ユニットＬ
Ｕと、実質的にほぼ球形シェルからなる光透過性カバー部材２０‐１、２０‐２の内面に
多数の蛍光性突起３０‐１、３０‐２を立設した多数の蛍光性突起３０‐１、３０‐２と
、円錐状の反射鏡７２または７３とを組み合わせることにより、ほぼ球形シェルからなる
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光透過性カバー部材２０‐１、２０‐２のほぼ全面から白色の照明用可視光線Ｌ２‐１、
Ｌ２‐２を出射することができる顕著な効果を発揮することができる。
【０６１６】
＜本発明の実施の他の形態：　円盤状の反射鏡の使用の各種の変形＞　
図４１ないし図４４に基づいて記述した円盤状の反射鏡を用いた前述の実施の形態の各種
の変形を、図５３ないし図５９に基づいて記載する。
【０６１７】
以下に図５３ないし図５９に示す各種の半導体ランプの記載において、図４１ないし図４
４に示した実施の形態と同様な記載はできる限り省略する。（これらの図において同一部
分には同一の参照符号を付してある。）
【０６１８】
図５３は、半導体ランプ２２０を示す概略的な断面図である。
【０６１９】
図５４は、半導体ランプ２３０を示す概略的な断面図である。
【０６２０】
図５５は、半導体ランプ２４０を示す概略的な断面図である。
【０６２１】
図５６は、半導体ランプ２５０を示す概略的な断面図である。
【０６２２】
図５７は、半導体ランプ２６０を示す概略的な断面図である。
【０６２３】
図５８は、半導体ランプ２７０を示す概略的な断面図である。
【０６２４】
図５９は、半導体ランプ２８０を示す概略的な断面図である。
【０６２５】
図５３ないし図５９に示すように、半導体ランプ２２０、２３０、２４０、２５０、２６
０、２７０、２８０は、プリント回路基板１１と、プリント回路基板１１の上面に実装さ
れた複数の短波長形半導体発光素子１０と、第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０
－２を内面に設けた第一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２を備える。
【０６２６】
短波長形半導体発光素子１０は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０と同様な紫外お
よび、または青色光線からなる短波長光線Ｌ１を放射する発光ダイオード（ＬＥＤ）など
の半導体発光素子である。
【０６２７】
第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）１０から発する紫外および、または青色光線か
らなる短波長光線Ｌ１を受光して励起され、短波長光線Ｌ１をより波長の長い可視光線に
波長変換する。
【０６２８】
下部シェル２０－２は、その下部の開口近辺において皿状などの保持部材６１の周縁部に
固定される。
【０６２９】
図５３ないし図５９に示す実施の形態では、図４１ないし図４４に示した前述の実施の形
態と同様に、全反射面（また部分反射面）からなるほぼ円盤状の反射鏡７０またはほぼ円
錐状（図５７を参照）の反射鏡７７が、ほぼ円球シェル形グローブ２０－１、２０－２内
の空洞に設けられる。
【０６３０】
ほぼ円盤状の反射鏡７０またはほぼ円錐状の反射鏡７７は、ほぼ円球のグローブ２０－１
、２０－２の中央の内径よりもわずかに小さな直径を有するのが望ましい。
【０６３１】
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更に、図５３ないし図５９に示す半導体ランプ２２０、２３０、２４０、２５０、２６０
、２７０、２８０は、反射手段７０または７７のほぼ中央に設けられたほぼ円形の開口部
に、それぞれ光拡散部材７１、７４、７４’、７６、７６’７８が設けられている。
【０６３２】
＜図５３示の半導体ランプ２２０＞
図５３に示す半導体ランプ２２０の光拡散部材７４は、円盤状の反射鏡７０の中央のほぼ
円形の開口から上方に突出したほぼ半円球形状の光透過部材内に複数の光拡散素子を混入
したものである。
【０６３３】
ＬＥＤ１０から出射した短波長光線Ｌ１の一部は、ほぼ半円球形状の光拡散部材７４に入
射し、拡散光線となってほぼ半円球形状のほぼ全表面から出射し、上部シェル形グローブ
２０－１のほぼすべての内面に向かって進行する。　
【０６３４】
この拡散光線は、上部シェル形グローブ２０－１の内面に形成された複数の蛍光性突起３
０－１（および上部シェル形グローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜）のほと
んどすべてを照射し、可視光線に波長変換されて上部シェル形グローブ２０－１の外部に
出射して照明光線Ｌ２－１となる。
【０６３５】
ＬＥＤ１０から出射した短波長光線Ｌ１の一部は、円盤状の反射鏡７０に当たり、反射光
線となって下部シェル形グローブ２０－２のほぼすべての内面に向かって進行する。　
【０６３６】
この反射光線は、下部シェル形グローブ２０－２の内面に形成された複数の蛍光性突起３
０－２（および下部シェル形グローブ２０－２の内面に形成された第二の蛍光膜）のほと
んどすべてを照射し、可視光線に波長変換されて下部シェル形グローブ２０－２の外部に
出射して照明光線Ｌ２－２となる。
【０６３７】
＜図５４示の半導体ランプ２３０＞
図５４に示す半導体ランプ２３０の光拡散部材は、円盤状の反射鏡７０の中央のほぼ円形
の開口から上方に突出したほぼ半円球形状の光透過部材７５と、その半円球表面に複数の
光拡散素子を混入し光拡散層７４’とからなる。
【０６３８】
ＬＥＤ　１０から出射した短波長光線Ｌ１の一部は、ほぼ半円球形状の光透過部材７５に
入射し、その表面の光拡散層７４’で拡散光線となってほぼ半円球形状のほぼ全表面から
出射し、上部シェル形グローブ２０－１のほぼすべての内面に向かって進行する。　
【０６３９】
この拡散光線は、上部シェル形グローブ２０－１の内面に形成された複数の蛍光性突起３
０－１（および上部シェル形グローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜）のほと
んどすべてを照射し、可視光線に波長変換されて上部シェル形グローブ２０－１の外部に
出射して照明光線Ｌ２－１となる。
【０６４０】
ＬＥＤ１０から出射した短波長光線Ｌ１の一部は、円盤状の反射鏡７０に当たり、反射光
線となって下部シェル形グローブ２０－２のほぼすべての内面に向かって進行する。　
【０６４１】
この反射光線は、下部シェル形グローブ２０－２の内面に形成された複数の蛍光性突起３
０－２（および下部シェル形グローブ２０－２の内面に形成された第二の蛍光膜）のほと
んどすべてを照射し、可視光線に波長変換されて下部シェル形グローブ２０－２の外部に
出射して照明光線Ｌ２－２となる。
【０６４２】
＜図５５示の半導体ランプ２４０＞
図５５に示す半導体ランプ２４０の光拡散部材７６は、円盤状の反射鏡７０の中央のほぼ
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円形の開口から上方に突出したほぼ半円球形状の光透過部材からなり、その半円球表面に
複数の凹凸粗面または凹凸プリズム面などの凹凸光拡散部７６ａを形成したものである。
【０６４３】
ＬＥＤ１０から出射した短波長光線Ｌ１の一部は、ほぼ半円球形状の光拡散部材７６に入
射し、拡散光線となってほぼ半円球形状のほぼ全表面から出射し、上部シェル形グローブ
２０－１のほぼすべての内面に向かって進行する。　
【０６４４】
この拡散光線は、上部シェル形グローブ２０－１の内面に形成された複数の蛍光性突起３
０－１（および上部シェル形グローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜）のほと
んどすべてを照射し、可視光線に波長変換されて上部シェル形グローブ２０－１の外部に
出射して照明光線Ｌ２－１となる。
【０６４５】
ＬＥＤ１０から出射した短波長光線Ｌ１の一部は、円盤状の反射鏡７０に当たり、反射光
線となって下部シェル形グローブ２０－２のほぼすべての内面に向かって進行する。　
【０６４６】
この反射光線は、下部シェル形グローブ２０－２の内面に形成された複数の蛍光性突起３
０－２（および下部シェル形グローブ２０－２の内面に形成された第二の蛍光膜）のほと
んどすべてを照射し、可視光線に波長変換されて下部シェル形グローブ２０－２の外部に
出射して照明光線Ｌ２－２となる。
【０６４７】
＜図５６示の半導体ランプ２５０＞
図５６に示す半導体ランプ２５０の光拡散部材７１は、図４１ないし図４４に示した光拡
散部材７１と同じものであり、円盤状の反射鏡７０の中央のほぼ円形の開口に、円盤状の
光透過部材内に複数の光拡散素子を混入した円盤状光拡散部材７１である。
【０６４８】
図５６に示す半導体ランプ２５０では、第一のＬＥＤ　１０ａから放射される光線の進行
方向と、第二のＬＥＤ　１０ｂから放射される光線の進行方向が異なるように、ＬＥＤを
実装するプリント回路基板１１’の実装面の角度を変化させている。
【０６４９】
図５６においては、プリント回路基板１１’は中央部が水平面であり、水平面に少なくと
も一つの第一のＬＥＤ　１０ａが実装され、ＬＥＤ　１０ａから主として垂直方向に光線
Ｌ１が出射され、円盤状光拡散部材７１に入射し、その後に円盤状光拡散部材７１から出
射した光線Ｌ１は、上部シェル形グローブ２０－１の内面の方向に進行する。
【０６５０】
プリント回路基板１１’は、中央部から周縁に向かって段差と傾斜面があり、傾斜面に少
なくとも一つの第二のＬＥＤ　１０ｂが実装され、ＬＥＤ　１０ｂから主として横方向に
光線Ｌ１が出射され、反射鏡７０および下部シェル形グローブ２０－２の内面の方向に進
行する。
【０６５１】
＜図５７示の半導体ランプ２５０＞
図５７に示す半導体ランプ２６０の反射手段はほぼ逆円錐台形のプリズム７７であり、そ
の中央部を欠如して円柱状空洞とし、円柱状空洞に複数の光拡散素子を混入した円柱状光
拡散部材７８を配置し、プリズム７７と円柱状光拡散部材７８を一体化したものである。
【０６５２】
プリント回路基板１１の水平な表面に複数のＬＥＤ　１０が実装され、プリント回路基板
１１の中央部近辺に配置されたＬＥＤ　１０からの短波長光線Ｌ１は、主として円柱状光
拡散部材７８に入射し、柱状光拡散部材７８から拡散光線となって上部シェル形グローブ
２０－１の内面の方向に進行する。
【０６５３】
プリント回路基板１１の中央部近辺から周縁に配置されたＬＥＤ　１０からの短波長光線
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Ｌ１は、主としてプリズム７７の傾斜面７２ａに当たり、一部が傾斜面７２ａで反射して
下部シェル形グローブ２０－２の内面の方向に進行し、一部が傾斜面７２ａからプリズム
７７内に進行し、上部シェル形グローブ２０－１の内面の方向に進行する。
【０６５４】
＜図５８示の半導体ランプ２４０　＞
図５８に示す半導体ランプ２７０の光拡散部材７４’は、円盤状の反射鏡７０の中央のほ
ぼ円形の開口から上方に突出したほぼ半円球面ドーム形状の光透過部材に複数の光拡散素
子を混入したものであり、その作用は図５４に示す半導体ランプ２３０の光拡散部材７４
と同様なものである。
【０６５５】
図５９に示す半導体ランプ２８０の光拡散部材７６’は、円盤状の反射鏡７０の中央のほ
ぼ円形の開口から上方に突出したほぼ半円球面ドーム形状の光透過部材の表面を租面また
は複数のプリズムとした凹凸部を形成したものであり、その作用は図５５に示す半導体ラ
ンプ２４０の光拡散部材７６と同様なものである。
【０６５６】
＜本発明の実施の他の形態：垂直形発光ユニットの使用＞　
本発明の実施の形態では、長いプリント基板に複数のＬＥＤを実装した垂直形発光ユニッ
トを用いる。
【０６５７】
本発明の実施の他の形態を、図６０ないし図６２に基づいて説明する。
【０６５８】
この実施の形態において、前述の各種の実施の形態と同様な箇所の記述はできるだけ省略
する。（同一または同様な箇所には同一または同様な参照符号を付してある。）
【０６５９】
図６０は、半導体ランプ２９０の概略的な分解斜視図である。
【０６６０】
図６１は、半導体ランプ２９０の概略的な斜視図である。
【０６６１】
図６２は、図６１のＣ－Ｃ≡線に沿って切断した半導体ランプ２９０の概略的な断面図で
ある。
【０６６２】
図６０ないし図６２に示すように、上述の幾つかの実施の形態と同様に、本発明の実施の
形態の半導体ランプ２９０は、紫外および、または青色光線からなる短波長光線を放射す
る複数の短波長形半導体発光素子１０と、内面に第一の蛍光性突起３０－１を有する第一
の透過性グローブ２０－１と、内面に第二の蛍光性突起３０－２を有する第二の光透過性
グローブ２０－２を備える。
【０６６３】
図６０ないし図６２に示すように、上述の各種の実施の形態と異なり、ほぼ垂直に伸びる
複数の平面を有する支持柱（支持部材）８０と、その平面に複数の第一の短波長形半導体
発光素子１０を帯状（縞状、ストライプ状、バンド状）などの長方形の帯状プリント回路
基板１１ａに実装した垂直形発光ユニットを備える。
【０６６４】
更に支持柱８０の頂面に少なくとも一つの第二の短波長形半導体発光素子１０’をプリン
ト回路基板１１ｂに実装した水平形発光ユニットを設けるのが望ましい。
【０６６５】
第一、第二の短波長形半導体発光素子１０、１０’は、近紫外または青色発光ダイオード
（ＬＥＤ）からなる。
【０６６６】
図６０ないし図６２に示すように、支持柱８０は四つの側面を有する中空の柱からなるこ
とができる。
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【０６６７】
その替わりに、支持柱８０は四つの側面を有する中実の柱からなることができる。
【０６６８】
支持柱８０は熱伝導性材料からなってもよい。
【０６６９】
プリント回路基板１１ａ、１１ｂとして、硬質基板にプリント配線を形成した硬質回路基
板、フレキシブル基板にプリント配線を形成したフレキシブル回路基板のいずれかを用い
ることができる。
【０６７０】
プリント回路基板１１ａとして、ガラス・エポキシ基板など自己支持性を有する硬質回路
基板を用いる場合には、支持柱８０を削除しても良い。
【０６７１】
図６０ないし図６２に示すように、支持柱８０は四つの側面にＬＥＤ　１０を実装した合
計四つの片面配線形プリント回路基板１１ａを配置しているが、最低限、支持柱８０は二
つの側面を有する支持板とし、その両側面にＬＥＤ　１０を実装した合計二つの片面配線
形プリント回路基板１１ａを配置しても良い。
【０６７２】
片面配線形プリント回路基板１１ａの替わりに、両面にＬＥＤ　１０を実装可能な両面配
線形硬質プリント回路基板を用いる場合には、支持柱８０を省略できる。
【０６７３】
図６０ないし図６２に示すように、本発明の実施の形態では、第一、第二の光透過性グロ
ーブ（グローブ）２０－１、２０－２は、光透過状性樹脂または光透過性ガラスからなり
、光透過性グローブ２０－１、２０－２の内面に複数の第一、第二の蛍光性突起３０－１
、３０－２を形成している。
【０６７４】
第一の光透過性グローブ（グローブ）２０－１は、ほぼ半球状の形状のドーム構造であり
、また第二の光透過性グローブ（グローブ）２０－２は、ほぼロート状の形状の構造とす
ることができる。
【０６７５】
第一、第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２は、結合されて一体化され、内部に空
洞を有する半導体ランプ２９０のグローブとなる。
【０６７６】
第一のＬＥＤ　１０を実装した第一のプリント回路基板１１ａをその側面に配置した、ま
たは更に第二のＬＥＤ　１０’を実装した第二のプリント回路基板１１ｂを頂面に配置し
た支持柱８０は、その下端部が収納部材（ハウジング）６２の上面に固定され、第一およ
び第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２からなるグローブの空洞内にほぼ垂直に延
長して配置される。
【０６７７】
第一のＬＥＤ１０、第二のＬＥＤ１０’に駆動電力を供給する点灯回路４０は、ロート状
などの収納部材（ハウジング）６２の内部空間に収納して配置されることができる。
【０６７８】
収納部材６２の下部に、外部の給電ソケット（受金）と着脱自在のエジソン・ベースの電
球用口金５０が固定される。
【０６７９】
複数の第一のＬＥＤ１０から放射される短波長光線Ｌ１は、主として横方向に進行し、第
一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２の内面に形成された頂面を除くほぼ
すべての蛍光性突起３０－１、３０－２を照射できる。
【０６８０】
少なくとも一つの第二のＬＥＤ１０’から放射される短波長光線Ｌ１’は、主として上方
向に進行し、第一の光透過性グローブ２０－１の上面近辺のすべての蛍光性突起３０－１



(63) JP 2010-129300 A 2010.6.10

10

20

30

40

50

を照射できる。
【０６８１】
このようにして、第一のＬＥＤ１０と第二のＬＥＤ１０’から放射される短波長光線Ｌ１
、Ｌ１’により、第一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２の内面に形成さ
れたすべての蛍光性突起３０－１、３０－２（または、更に内面の蛍光性突起が存在しな
い領域に形成された蛍光膜）を照射できる。
【０６８２】
蛍光性突起３０－１、３０－２、蛍光膜は、短波長光線Ｌ１、Ｌ１’の一部またはほぼ全
部をそれより長い波長を有する可視光線Ｌ２－１、Ｌ２－２に波長変換し、グローブ２０
－１、２０－２を経由して外部に出射し、照明光線となる。
【０６８３】
青色ＬＥＤ　１０、１０’と、蛍光性突起３０－１、３０－２または更に蛍光膜の黄色蛍
光体の組み合わせを用いるときには、蛍光性突起３０－１、３０－２、蛍光膜に含有され
る黄色蛍光体からの黄色光線（波長変換光線）と、蛍光性突起３０－１、３０－２、蛍光
膜を透過した一部の青色光線Ｌ１、Ｌ１’とが、グローブ２０－１、２０－２を透過して
、青色光線Ｌ１、Ｌ１’と黄色光線が混色されて白色の照明光線Ｌ２－１　、Ｌ２－２と
なる。
【０６８４】
近紫外ＬＥＤ　１０、１０’と、三原色蛍光体または白色蛍光体の組み合わせを用いると
きには、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１’の一部が光透過性グローブ２０－１、２０－２の外部漏
れないように、蛍光性突起３０－１、３０－２が存在しない光透過性グローブ２０－１、
２０－２の内面領域に三原色または白色蛍光体を含む蛍光膜を設けるのが望ましい。
【０６８５】
これにより、近紫外光線Ｌ１、Ｌ１’は蛍光性突起３０－１、３０－２と蛍光膜の両方に
吸収される確率が増えるので、大部分の近紫外光線Ｌ１、Ｌ１’を白色照明光線Ｌ２－１
、Ｌ２－２に波長変換することができる。
【０６８６】
図６０ないし図６２に示す実施の形態では、支持柱８０は合計四つの長い平面を有し、ほ
ぼ垂直に延長（伸長）された四角形の支持柱である。
【０６８７】
この四つの長い平面に、複数の第一の短波長形ＬＥＤ１０を四つの長いプリント配線基板
１１ａに実装した計四つの垂直型発光ユニットが固定されている。
【０６８８】
しかしながら支持柱８０は図６０ないし図６２に示す合計四つの長いＬＥＤ実装平面を有
する四角形の支持柱に限定されるものではなく、合計二面またはそれ以上の複数の面を有
し、それにより光透過性グローブ分割部材２０‐１、２０‐２の内面に複数の第一、第二
の蛍光性突起３０‐１、３０‐２に複数の第一のＬＥＤ１０から放射される短波長光線Ｌ
１が照射される構造である。
【０６８９】
例えば、図６８（図６８Ａ、図６８Ｂ、図６８Ｃ、図６８Ｄ）に示すように、複数のＬＥ
Ｄ実装面を有する各種の形状の支持柱（支持部材）が用いられる。
【０６９０】
図６８Ａは、図６０ないし図６２に示した四つの長いＬＥＤ実装平面を有する四角柱から
なる支持柱８０（８０－１）を示す概略的な平面図である。
【０６９１】
図６８Ａに示すように、中空または中実の四角柱からなる支持柱８０－１は、四つの垂直
実装面８０ａ１、８０ａ２、８０ａ３、８０ａ４と一つの水平実装面を備える。
【０６９２】
これらの垂直実装面に複数のＬＥＤ　１０とプリント回路基板１１ａからなる四つの垂直
発光ユニットＬＵ１、ＬＵ２　、ＬＵ３、　ＬＵ４が固定され、頂面に存在する水平実装
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面に少なくとも一つのＬＥＤ　１０’とプリント回路基板１１ｂからなる一つの水平発光
ユニットが固定されている。
【０６９３】
図６８Ｂは、三つの長い実装平面を有する三角柱からなる支持柱８０－２を示す概略的な
平面図である。
【０６９４】
図６８Ｂに示すように、中空または中実の三角柱からなる支持柱８０－２は、三つの垂直
実装面８０ａ１、８０ａ２、８０ａ３と一つの水平実装面を備える。
【０６９５】
これらの垂直実装面に複数のＬＥＤ１０とプリント回路基板１１ａからなる三つの垂直発
光ユニットＬＵ１、ＬＵ２、ＬＵ３が固定され、頂面に存在する水平実装面に少なくとも
一つのＬＥＤ１０’とプリント回路基板１１ｂからなる一つの水平発光ユニットが固定さ
れている。
【０６９６】
図６８Ｃは、五つの長い実装表面を有する五角柱からなる支持柱８０－３を示す概略的な
平面図である。
【０６９７】
図６８Ｃに示すように、中空または中実の五角柱からなる支持柱８０－３は、五つの垂直
実装面８０ａ１、８０ａ２、８０ａ３、８０ａ４、８０ａ５と一つの水平実装面を備える
。
【０６９８】
これらの垂直実装面に複数のＬＥＤ　１０とプリント回路基板１１ａからなる五つの垂直
発光ユニットＬＵ１、ＬＵ２　、ＬＵ３　、ＬＵ４　、ＬＵ５が固定され、頂面に存在す
る水平実装面に少なくとも一つのＬＥＤ　１０’とプリント回路基板１１ｂからなる一つ
の水平発光ユニットが固定されている。
【０６９９】
図６８Ｄは、計六つの長い実装表面を有するほぼ「Ｙ」字形からなる支持柱８０－４を示
す概略的な平面図である。
【０７００】
図６８Ｄに示すように、中心から延びる三つの翼（ウイング）からなる支持柱８０－４は
中心から延びる三つの翼（ウイング）からなるほぼ「Ｙ」字形からなる。
【０７０１】
支持柱８０－４は、一つの翼（ウイング）の両面に二つ、計の六つの垂直実装面８０ａ１
、８０ａ２、８０ａ３、８０ａ４、８０ａ５、８０ａ６を備える。
【０７０２】
これらの垂直実装面に複数のＬＥＤ　１０とプリント回路基板１１ａからなる六つの垂直
発光ユニットＬＵ１、ＬＵ２　、ＬＵ３　、ＬＵ４　、ＬＵ５　、ＬＵ６が固定されてい
る。
【０７０３】
＜本発明の実施の他の形態＞　
本発明の他の実施の形態を、図６３ないし図６５に基づいて説明する。
【０７０４】
この実施の形態において、図１ないし図６２を参照して記述した各種の本発明の実施の形
態と同様な箇所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してあ
る。）
【０７０５】
図６３は、他の実施の形態を示す半導体ランプ３００の概略的な分解斜視図である。
【０７０６】
図６４は、半導体ランプ３００の概略的な斜視図である。
【０７０７】
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図６５は、図６４のＪ－Ｊ’線に沿って切断した半導体ランプ３００の概略的な断面図で
ある。
【０７０８】
図６３ないし図６５に示すように、半導体ランプ３００は、両面プリント回路基板１１－
１と、両面プリント回路基板１１－１の両面のそれぞれに実装された少なくとも一つの短
波長形半導体発光素子１０－１、１０－２と、第一および第二の蛍光性突起３０－１、３
０－２を内面に設けた第一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０－２を備える。
【０７０９】
短波長形半導体発光素子１０－１、１０－２は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０
と同様な紫外および、または青色光線からなる短波長光線Ｌ－１、Ｌ－２を放射する発光
ダイオード（ＬＥＤ）などの半導体発光素子である。
【０７１０】
第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）　１０－１、１０－２から発する紫外および、
または青色光線からなる短波長光線Ｌ－１、Ｌ－２を受光して励起され、短波長光線Ｌ－
１、Ｌ－２をより波長の長い可視光線に波長変換する。
【０７１１】
平面的な両面プリント回路基板１１－１の上面には複数の第一のＬＥＤ１０－１が平面的
に配置されて実装され、その下面には複数の第二のＬＥＤ１０－２が平面的に配置されて
実装されている。
【０７１２】
光透過性グローブ２０－１、２０－２は、ＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）、ポリス
チロール樹脂（ＰＳ）、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）、ポリエチレン・テレフタレート
樹脂（ＰＥＴ）などの光透過性樹脂からなることができる。
【０７１３】
光透過性樹脂の替わりに光透過性ガラスを用いてもよい。
【０７１４】
光透過性グローブ２０－１、２０－２は、ほぼ半円球の左側シェル２０－１（第一の分割
部材）と、ほぼ半円球の右側シェル２０－２（第二の分割部材）とを組み合わせてほぼ円
球シェル形グローブとすることができる。
【０７１５】
ほぼ半円球の左側シェル２０－１（第一の分割部材）と、ほぼ半円球の右側シェル２０－
２（第二の分割部材）とは、左側シェル２０－１のほぼ円形開口の端面の近辺と右側シェ
ル２０－２のほぼ円形開口の端面の近辺とを接着、溶着、ネジ着などの任意の結合手段に
より、結合して一体化することにより円球シェル形グローブ２０－１、２０－２とするこ
とができる。
【０７１６】
円球のグローブ２０－１、２０－２が囲むほぼ球状の内部空間内のほぼ中央箇所にＬＥＤ
１０－１、１０－２を実装した両面プリント回路基板１１－１がほぼ垂直に収容されてい
る。
【０７１７】
図６５に示すように、両面プリント回路基板１１－１は、円球のグローブ２０－１、２０
－２の中央の内径よりもわずかに小さな直径を有する円盤状プリント回路基板とするのが
望ましい。
【０７１８】
円盤状両面プリント回路基板１１－１は、その円周部分を円球のグローブ２０－１、２０
－２のほぼ中央の内面に接着、溶着などによりグローブ２０－１、２０－２に固定するこ
とができる。
【０７１９】
円球シェル形グローブ２０－１、２０－２は、その底部が保持部材６２の上部と固定され
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、点灯回路４０を保持部材６２の底部は電球形口金５０に固定され、全体が一体化されて
、周知の電球用ソケットと着脱自在の電球形半導体ランプとなる。
【０７２０】
両面プリント回路基板１１－１の左面に実装された第一のＬＥＤ　１０－１から発する短
波長光線Ｌ１－１（矢印付き実線で示す）は、左部のグローブ２０－１の内面に立設した
第一の蛍光性突起３０－１およびグローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜を照
射する。
【０７２１】
これにより第一の蛍光性突起３０－１および第一の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１－１の一部
を、より長い波長の可視光線Ｌ２－１に波長変換して、可視光線Ｌ２－１（矢印付き鎖線
で示す）は左部のグローブ２０－１から外部へ出射する。
【０７２２】
両面プリント回路基板１１－１の下面に実装された第二のＬＥＤ　１０－２から発する短
波長光線Ｌ１－２は、右部のグローブ２０－２の内面に立設した第二の蛍光性突起３０－
２およびグローブ２０－２の内面に形成された第二の蛍光膜を照射する。
【０７２３】
これにより第二の蛍光性突起３０－２および第二の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１－２（矢印
付き実線で示す）の一部を、より長い波長の可視光線Ｌ２－２に波長変換して、可視光線
Ｌ２－２（矢印付き鎖線で示す）は右部のグローブ２０－２から外部へ出射する。
【０７２４】
第二のＬＥＤ　１０－２から発する短波長光線Ｌ１－２は、第二の蛍光性突起３０－２、
第二の蛍光膜を照射して第二の蛍光性突起３０－２、第二の蛍光膜を照射する。
【０７２５】
この半導体ランプ１１は、両面プリント回路基板１１－１の下面側のＬＥＤ　１０－２か
らの励起光線Ｌ１－２を右側シェル２０－２の内面の複数の蛍光性突起３０－２のすべて
に照射して可視光線Ｌ２－２に波長変換できるので、白色の照明用可視光線Ｌ２－１、Ｌ
２－２を出射することができる。
【０７２６】
上述の記載により明らかなように、図６３ないし図６５に示す半導体ランプ３００は、複
数のＬＥＤ　１０－１、　１０－２を左面と右面に実装した両面プリント回路基板１１－
１からなる発光ユニットＬＵと、実質的にほぼ球形シェルからなる光透過性グローブ２０
－１、２０－２の内面に多数の蛍光性突起３０－１、３０－２を立設した多数の蛍光性突
起３０－１、３０－２とを組み合わせることにより、ほぼ球形シェルからなる光透過性グ
ローブ２０－１、２０－２のほぼ全面から白色の照明用可視光線Ｌ２－１、Ｌ２－２を出
射することができる顕著な効果を発揮することができる。
【０７２７】
＜集光手段＞
図６６、図６７は、前述の半導体ランプ１３０、１４０、１５０において、発光ユニット
ＬＵ（プリント回路基板１１に実装した複数のＬＥＤ　１０）からの発光光線Ｌ１を伸長
または延長した漏洩導光部材９０、９２、９４の受光端面に集光または収束する集光手段
を示す。
【０７２８】
図２６ないし図２９に示した半導体ランプ１３０は漏洩導光部材９０を用い、図３４ない
し図３６に示す半導体ランプ１４０は漏洩導光部材９２を用い、図３８ないし図４０に示
す半導体ランプ１５０は漏洩導光部材９４を用いている。
【０７２９】
これらの漏洩導光部材９０、９２、９４は、多数の高出力ＬＥＤ１０をプリント回路基板
１１に実装した発光ユニットＬＵからの発光光線の全光束を入射させるのに、狭い面積の
受光端面を有することがある。
【０７３０】
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図６６、図６７に示すそれぞれ集光手段９７、９８は、発光ユニットＬＵからの発光光線
の全光束を漏洩導光部材９０、９２、９４の比較的に狭い面積の受光端面に集光または収
束するためのものである。
【０７３１】
図６６は、集光手段９７を示す概略的な斜視図である。
【０７３２】
図６７は、他の集光手段９８を示す概略的な斜視図である。
【０７３３】
図６６に示すように、集光手段９７は、大内径ｄ２のほぼ円形開口と、小内径ｄ１のほぼ
円形開口を有するほぼ円錐形のロート状部材９７ａの中空導光部材であり、ほぼ円形開口
から小内径ｄ１の円形筒９７ｂが延長している。
【０７３４】
ロート状部材９７ａの傾斜内面９７ｃは反射鏡などの光反射性を有している。
【０７３５】
多数の高出力ＬＥＤ１０をプリント回路基板１１に実装した発光ユニットＬＵを、ロート
状部材９７ａの大内径ｄ２の開口近辺に配置するのが望ましい。
【０７３６】
漏洩導光部材９０、９２、９４の受光端面は、円形筒９７ｂ内に挿入され固定されて、漏
洩導光部材９０、９２、９４は円形筒９７ｂによって支持される。
【０７３７】
ロート状部材９７ａの大内径ｄ２の開口近辺の底部とプリント回路基板１１は、ハウジン
グ６２（図２６、図３４、図３８などを参照）の上面に固定される。
【０７３８】
多数の高出力ＬＥＤ１０からの発光光線Ｌ１のほぼすべての光束は一部が直接、漏洩導光
部材９０、９２、９４の受光端面に入射し、光束の残部が光反射性の傾斜内面９７ｃで少
なくとも一回反射して受光端面に入射することができる。
【０７３９】
受光端面に入射した短波長光線Ｌ１は、漏洩導光部材９０、９２、９４の長さ方向に全反
射して進行し、その途中で漏洩導光部材９０、９２、９４の側面から漏えい出射して、図
２６、図３４、図３８などに示すようにグローブ２０－１、２０－２の内面の蛍光性突起
３０－１、３０－２、蛍光膜を励起する励起光線Ｌ１’となる。
【０７４０】
この集光手段９７の替わりに、大口径の周知の凸レンズを用いてもよいが、漏洩導光部材
９０、９２、９４の受光端面との間に大きな間隔を保つ必要があり、また高価である。
【０７４１】
図６７に示すように、他の集光手段９８は、ほぼ円錐形の傾斜側面９８ａと、大内径ｄ２
を有する円形端面９８ｃと、小内径ｄ１の円形端面９８ｂを有するほぼ円錐形の中実導光
部材である。
【０７４２】
多数の高出力ＬＥＤ１０をプリント回路基板１１に実装した発光ユニットＬＵを、中実導
光部材９８の大内径の円形端面９８ｃと隣接または埋設して配置するのが望ましい。
【０７４３】
中実導光部材９８の小内径の円形端面９８ｂと漏洩導光部材９０、９２、９４の受光端面
は光学接着剤、溶融接着、加熱接着などにより結合して一体化することができる。
【０７４４】
漏洩導光部材９０、９２、９４の大内径の円形端面９８ｃの外側とプリント回路基板１１
は、ハウジング６２（図２６、図３４、図３８などを参照）の上面に固定される。
【０７４５】
多数の高出力ＬＥＤ１０からの発光光線Ｌ１のほぼすべての光束は一部が直接、漏洩導光
部材９０、９２、９４の受光端面９６ｂ（中実導光部材９８の小内径の円形端面９８ｂ）
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に入射し、光束の残部が傾斜内面９８ａで少なくとも一回反射して受光端面９６ｂに入射
することができる。
【０７４６】
受光端面に入射した短波長光線Ｌ１は、漏洩導光部材９０、９２、９４の長さ方向に全反
射して進行し、その途中で漏洩導光部材９０、９２、９４の側面から漏えい出射して、図
２６、図３４、図３８などに示すようにグローブ２０－１、２０－２の内面の蛍光性突起
３０－１、３０－２、蛍光膜を励起する励起光線Ｌ１’となる。
【０７４７】
＜本発明の他の実施形態：両面プリント回路基板の使用＞　
本発明の他の実施の形態を、図６９ないし図７１に基づいて説明する。
【０７４８】
この一形態において、図１ないし図１２を参照して記述した本発明の実施の一形態と同様
な箇所の記述はできるだけ省略する。（同一箇所には同一な参照符号を付してある。）
【０７４９】
図６９は、半導体ランプ３１０の概略的な分解斜視図である。
【０７５０】
図７０は、半導体ランプ３１０の概略的な斜視図である。
【０７５１】
図７１は、図１４のＢ－Ｂ’線に沿って切断した半導体ランプ３１０の概略的な断面図で
ある。
【０７５２】
図６９ないし図７１に示すように、半導体ランプ３１０は、両面プリント回路基板１１－
１と、両面プリント回路基板１１－１の両面に実装された少なくとも一つの短波長形半導
体発光素子１０－１、１０－２と、第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２を内
面に設けた第一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０’－２を備える。
【０７５３】
図６９ないし図７１に示す半導体ランプ３１０は、最も多く使われている代表的な一般照
明用白熱電球と類似またはほぼ同じ外観形状の光透過性グローブを有している。
【０７５４】
本特許請求の範囲および本明細書において、用語「両面プリント回路基板」は、（ａ）一
つの絶縁基板または両面を絶縁化した金属基板からなる基板の両面に導電配線からなる回
路を有する通常の両面プリント回路基板、（ｂ）片面に回路を有する通常の二つの片面プ
リント回路基板を積層一体化して実質的に両面プリント回路基板および（ｃ）通常の二つ
の片面プリント回路基板を熱伝導基板を介在して積層一体化した実質的な両面プリント回
路基板から選択できる。
【０７５５】
短波長形半導体発光素子１０－１、１０－２は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０
と同様な紫外および、または青色光線からなる短波長光線Ｌ１を放射する発光ダイオード
（ＬＥＤ）などの半導体発光素子である。
【０７５６】
第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）１０－１、１０－２から発する紫外および、ま
たは青色光線からなる短波長光線Ｌ１を受光して励起され、短波長光線Ｌ１をより波長の
長い可視光線に波長変換する。
【０７５７】
平面的な両面プリント回路基板１１－１の上面には複数の第一のＬＥＤ１０－１が平面的
に配置されて実装され、その下面には複数の第二のＬＥＤ１０－２が平面的に配置されて
実装されている。
【０７５８】
光透過性グローブ２０－１、２０’－２は、ＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）、ポリ
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スチロール樹脂（ＰＳ）、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）、ポリエチレン・テレフタレー
ト樹脂（ＰＥＴ）などの光透過性樹脂からなることができる。
【０７５９】
光透過性樹脂の替わりに光透過性ガラスを用いてもよい。
【０７６０】
第一の光透過性グローブ２０－１は、第一の円形開口を有するほぼ半円球（ドーム）の形
状を有する上部シェル２０－１（第一の分割部材）を備える。
【０７６１】
第二の光透過性グローブ２０’－２は、第二の大円形開口と第三の小円形開口からなり水
平方向の直径が大開口から小開口に向かって順次減少する漏斗（ロート）状、円錐状の形
状、アルファベット文字のほぼ「Ｓ」またはその鏡文字の曲線形状またはそれと類似の形
状を有する錐形殻からなる下部シェル２０’－２（第二の分割部材）を備える。
【０７６２】
第一の光透過性グローブ（第一の分割グローブ）２０－１の第一の円形開口の直径と第二
の光透過性グローブ（第二の分割グローブ）２０’－２の第二の円形開口の直径はほぼ等
しいので、第一の円形開口のリング状部分と第二の円形開口のリング状部分を任意の結合
手段により結合して一体化することにより一般照明用白熱電球と類似またはほぼ同じ外観
形状を有するシェル形グローブ（２０－１および２０’－２）とすることができる。
【０７６３】
円球のグローブ２０－１、２０’－２が囲むほぼ球状の内部空間内のほぼ中央箇所にＬＥ
Ｄ１０－１、１０－２を実装した両面プリント回路基板１１－１が収容されている。
【０７６４】
図７１に示すように、両面プリント回路基板１１－１は、円球のグローブ２０－１、２０
’－２の中央の内径よりもわずかに小さな直径を有する円盤状プリント回路基板とするの
が望ましい。
【０７６５】
円盤（ディスク）状の両面プリント回路基板１１－１は、その円周部分（リング状周縁部
またはその近辺）をグローブ２０－１、２０’－２のリング状の結合個所の近辺の内面に
、部分的または全面的に接着、溶着などの結合手段によりグローブ２０－１、２０’－２
に結合することができる。
【０７６６】
円錐形などの錐形反射鏡６３を下部シェル２０’－２の開口箇所に配置するのが望ましい
。
【０７６７】
下部シェル２０’－２は、その底部（小口径部）が保持部材６２の上部と固定され、点灯
回路４０を保持部材６２の底部は電球形口金５０に固定され、全体が一体化されて、周知
の電球用ソケットと着脱自在の電球形半導体ランプとなる。
【０７６８】
点灯回路４０の入力側において、口金５０のねじ部の給電端子５０ａと底部の給電端子５
０ｂに一対の電線１３により電気的接続される。
【０７６９】
点灯回路４０の出力電力は、電線１２、１２’により両面プリント回路基板１１－１を経
由して、半導体発光素子１０－１、１０－２に供給される。
【０７７０】
両面プリント回路基板１１－１の上面に実装された第一のＬＥＤ　１０－１から発する短
波長光線Ｌ１（矢印付き実線で示す）は、上部のグローブ２０－１の内面に立設した第一
の蛍光性突起３０－１およびグローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜を照射す
る。
【０７７１】
これにより第一の蛍光性突起３０－１および第一の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１（矢印付き
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実線で示す）の一部を、より長い波長の可視光線Ｌ２に波長変換して、可視光線Ｌ２（矢
印付き鎖線で示す）は上部のグローブ２０－１から外部へ出射する。
【０７７２】
両面プリント回路基板１１－１の下面に実装された第二のＬＥＤ　１０－２から発する短
波長光線Ｌ１（矢印付き実線で示す）は、下部のグローブ２０’－２の内面に立設した第
二の蛍光性突起３０－２およびグローブ２０’－２の内面に形成された第二の蛍光膜を照
射する。
【０７７３】
これにより第二の蛍光性突起３０－２および第二の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１（矢印付き
実線で示す）の一部を、より長い波長の可視光線Ｌ２に波長変換して、可視光線Ｌ２（矢
印付き鎖線で示す）は下部のグローブ２０’－２から外部へ出射する。
【０７７４】
第二のＬＥＤ　１０－２から発する短波長光線Ｌ１は、第二の蛍光性突起３０－２、第二
の蛍光膜を直接的に照射するか、または短波長光線Ｌ１の一部は錐形反射鏡６３で横方向
に反射されて第二の蛍光性突起３０－２、第二の蛍光膜を間接的に照射する。
【０７７５】
上述の記載により明らかなように、図６９ないし図７１に示す半導体ランプ３１０は、複
数のＬＥＤ１０－１、１０－２を上面と下面に実装した両面プリント回路基板１１－１か
らなる発光ユニットＬＵと、光透過性グローブ２０－１、２０’－２の内面に多数の蛍光
性突起３０－１、３０－２を立設した多数の蛍光性突起３０－１、３０－２を組み合わせ
ることにより、光透過性グローブ２０－１、２０’－２のほぼ全面から白色の照明用可視
光線Ｌ２を出射することができる顕著な効果を発揮することができる。
【０７７６】
この半導体ランプ３１０は、錐形反射鏡６３を追加して設ける場合には、両面プリント回
路基板１１－１の下面側のＬＥＤ１０－２からの励起光線Ｌ１を下部シェル２０’－２の
内面の複数の蛍光性突起３０－２のすべてに照射して可視光線Ｌ２に波長変換できるので
、より多くの白色の照明用可視光線Ｌ２を出射することができる。
【０７７７】
＜本発明の実施の他の形態：両面プリント回路基板の使用＞　
本発明の他の実施の形態を、図７２ないし図７４に基づいて説明する。
【０７７８】
この一形態において、図６９ないし図７１の一変形の実施の形態である。
【０７７９】
図７２は、半導体ランプ３２０の概略的な分解斜視図である。
【０７８０】
図７３は、半導体ランプ３２０の概略的な斜視図である。
【０７８１】
図７４は、図１４のＢ－Ｂ’線に沿って切断した半導体ランプ３２０の概略的な断面図で
ある。
【０７８２】
図７２ないし図７４に示すように、半導体ランプ３２０は、両面プリント回路基板１１－
１と、両面プリント回路基板１１－１の両面に実装された少なくとも一つの短波長形半導
体発光素子１０－１、１０－２と、第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２を内
面に設けた第一および第二の光透過性グローブ２０－１、２０’－２を備える。
【０７８３】
図７２ないし図７４に示す半導体ランプ３２０は、最も多く使われている代表的な一般照
明用白熱電球と光透過性グローブが類似またはほぼ同じ外観形状を有している。
【０７８４】
本特許請求の範囲および本明細書において、用語「両面プリント回路基板」は、（ａ）一
つの絶縁基板または両面を絶縁化した金属基板からなる基板の両面に導電配線からなる回
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路を有する通常の両面プリント回路基板、（ｂ）片面に回路を有する通常の二つの片面プ
リント回路基板を積層一体化して実質的に両面プリント回路基板および（ｃ）通常の二つ
の片面プリント回路基板を熱伝導基板を介在して積層一体化した実質的な両面プリント回
路基板から選択できる。
【０７８５】
短波長形半導体発光素子１０－１、１０－２は、前述の実施の形態の半導体発光素子１０
と同様な紫外および、または青色光線からなる短波長光線Ｌ１を放射する発光ダイオード
（ＬＥＤ）などの半導体発光素子である。
【０７８６】
第一および第二の蛍光性突起３０－１、３０－２は、前述の実施の形態の蛍光性突起３０
と同様であり、発光ダイオード（ＬＥＤ）１０－１、１０－２から発する紫外および、ま
たは青色光線からなる短波長光線Ｌ１を受光して励起され、短波長光線Ｌ１をより波長の
長い可視光線に波長変換する。
【０７８７】
平面的な両面プリント回路基板１１－１の上面には複数の第一のＬＥＤ１０－１が平面的
に配置されて実装され、その下面には複数の第二のＬＥＤ１０－２が平面的に配置されて
実装されている。
【０７８８】
光透過性グローブ２０－１、２０’－２は、ＰＭＭＡなどのアクリル樹脂（ＡＣ）、ポリ
スチロール樹脂（ＰＳ）、ポリカーボネート樹脂（ＰＣ）、ポリエチレン・テレフタレー
ト樹脂（ＰＥＴ）などの光透過性樹脂からなることができる。
【０７８９】
光透過性樹脂の替わりに光透過性ガラスを用いてもよい。
【０７９０】
第一の光透過性グローブ２０－１は、第一の円形開口を有するほぼ半円球（ドーム）の形
状を有する上部シェル２０－１（第一の分割部材）を備える。
【０７９１】
第二の光透過性グローブ２０’－２は、第二の大円形開口と第三の小円形開口からなり水
平方向の直径が大開口から小開口に向かって順次減少する漏斗（ロート）状、円錐状の形
状、アルファベット文字のほぼ「Ｓ」形またはその鏡文字の曲線形状またはそれと類似の
形状を有する錐形殻からなる下部シェル２０’－２（第二の分割部材）を備える。
【０７９２】
第一の光透過性グローブ（第一の分割グローブ）２０－１の第一の円形開口の直径と第二
の光透過性グローブ（第二の分割グローブ）２０’－２の第二の円形開口の直径はほぼ等
しいので、第一の円形開口のリング状部分と第二の円形開口のリング状部分を任意の結合
手段により結合して一体化することにより一般照明用白熱電球と類似またはほぼ同じ外観
形状を有するシェル形グローブ（２０－１および２０’－２）とすることができる。
【０７９３】
円球のグローブ２０－１、２０’－２が囲むほぼ球状の内部空間内のほぼ中央箇所にＬＥ
Ｄ１０－１、１０－２を実装した両面プリント回路基板１１－１が収容されている。
【０７９４】
図７４に示すように、両面プリント回路基板１１－１は、円球のグローブ２０－１、２０
’－２の中央の内径よりもわずかに小さな直径を有する円盤状プリント回路基板とするの
が望ましい。
【０７９５】
円盤（ディスク）状の両面プリント回路基板１１－１は、その円周部分（リング状周縁部
またはその近辺）をグローブ２０－１、２０’－２のリング状の結合個所の近辺の内面に
、部分的または全面的に接着、溶着などの結合手段によりグローブ２０－１、２０’－２
に結合することができる。
【０７９６】
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図７２ないし図７４に示す本実施形態では、図７２ないし図７４に示す実施形態と異なり
、中空支持部材６５がグローブ２０－１および２０’－２の内部空間のほぼ中心軸に沿っ
て配置されている。
【０７９７】
中空支持部材６５は、プリント回路基板１１を支持するとともに、プリント回路基板１１
の両面に実装した半導体発光素子１０－１、１０－２に電力を供給する一対の電線１２’
を収容する貫通孔６５ｂを有する中空パイプ状からなる管状部材６５ａと、管状部材６５
ａの両端に設けた貫通孔付の円盤などの板状部材６５ｃ、６５ｄからなる。
【０７９８】
中空支持部材６５は、その下部の板状部材６５ｃにより保持部材６２に立設され、両面プ
リント回路基板１１－１の下面のほぼ中心まで延長される。
【０７９９】
中空支持部材６５の上端に設けた板状部材６５ｄは両面プリント回路基板１１－１の下面
に固定され、両面プリント回路基板１１は中空支持部材６５によってグローブ２０－１お
よび２０’－２で囲まれた内部空間のほぼ中間位置に保持される。
【０８００】
口金５０の内部空洞にＬＥＤ１０－１、１０－２を点灯する点灯回路４０が収納され、口
金５０の電極端子５０ａ、５０ｂと、点灯回路４０の入力端子が、導電リード線１３によ
り電気的接続される。
【０８０１】
点灯回路４０の出力端子と両面プリント回路基板１１－１は、中空支持部材６５の中空部
分（貫通孔）６５ｂを経由して導電リード電線１２、１２’により電気的接続され、両面
プリント回路基板１１の上面と下面に配置されたＬＥＤ１０－１、１０－２が点灯される
。
【０８０２】
両面プリント回路基板１１とＬＥＤ１０－１、１０－２からなる発光ユニットは、ＬＥＤ
１０－１、１０－２からの発光光線が上グローブ２０－１と下グローブ２０’－２の両方
の内面に指向するように配置され、ほぼすべての内面の蛍光膜、内面に形成されたほぼす
べての複数の蛍光性突起３０－１および３０－２を照射することができる。
【０８０３】
上述のように、ａ）半球状の分割グローブ２０－１と、ほぼロート（漏斗）状の分割グロ
ーブ２０’－２とは結合して一体化されて統合グローブとなり、ｂ）統合グローブ２０－
１および２０’－２が囲む内部空間（空洞）内に、中空支持部材６５と中空支持部材６５
により保持された発光ユニット（１０－１、１０－２および１１－１）が内蔵され、ｃ）
口金５０の空洞内に点灯回路４０が内蔵され、これらの部材が一体化されて電球形半導体
発光ランプ３２０を構成する。
【０８０４】
下部シェル２０’－２は、その底部（小口径部）が保持部材６２の上部と固定され、点灯
回路４０を保持部材６２の底部は電球形口金５０に固定され、全体が一体化されて、周知
の電球用ソケットと着脱自在の電球形半導体ランプとなる。
【０８０５】
点灯回路４０の入力側において、口金５０のねじ部の給電端子５０ａと底部の給電端子５
０ｂに一対の電線１３により電気的接続される。
【０８０６】
点灯回路４０の出力電力は、電線１２、１２’により両面プリント回路基板１１－１を経
由して、半導体発光素子１０－１、１０－２に供給される。
【０８０７】
両面プリント回路基板１１－１の上面に実装された第一のＬＥＤ　１０－１から発する短
波長光線Ｌ１（矢印付き実線で示す）は、上部のグローブ２０－１の内面に立設した第一
の蛍光性突起３０－１およびグローブ２０－１の内面に形成された第一の蛍光膜を照射す
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る。
【０８０８】
これにより第一の蛍光性突起３０－１および第一の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１（矢印付き
実線で示す）の一部を、より長い波長の可視光線Ｌ２に波長変換して、可視光線Ｌ２（矢
印付き鎖線で示す）は上部のグローブ２０－１から外部へ出射する。
【０８０９】
両面プリント回路基板１１－１の下面に実装された第二のＬＥＤ　１０－２から発する短
波長光線Ｌ１（矢印付き実線で示す）は、下部のグローブ２０’－２の内面に立設した第
二の蛍光性突起３０－２およびグローブ２０’－２の内面に形成された第二の蛍光膜を照
射する。
【０８１０】
これにより第二の蛍光性突起３０－２および第二の蛍光膜は、短波長光線Ｌ１（矢印付き
実線で示す）の一部を、より長い波長の可視光線Ｌ２に波長変換して、可視光線Ｌ２（矢
印付き鎖線で示す）は下部のグローブ２０’－２から外部へ出射する。
【０８１１】
第二のＬＥＤ　１０－２から発する短波長光線Ｌ１は、第二の蛍光性突起３０－２、第二
の蛍光膜を直接的に照射するか、または短波長光線Ｌ１の一部は錐形反射鏡６３で横方向
に反射されて第二の蛍光性突起３０－２、第二の蛍光膜を間接的に照射する。
【０８１２】
上述の記載により明らかなように、図７２ないし図７４に示す半導体ランプ３２０は、複
数のＬＥＤ１０－１、１０－２を上面と下面に実装した両面プリント回路基板１１－１か
らなる発光ユニットＬＵと、光透過性グローブ２０－１、２０’－２の内面に多数の蛍光
性突起３０－１、３０－２を立設した多数の蛍光性突起３０－１、３０－２を組み合わせ
ることにより、光透過性グローブ２０－１、２０’－２のほぼ全面から白色の照明用可視
光線Ｌ２を出射することができる顕著な効果を発揮することができる。
【０８１３】
この半導体ランプ３２０は、錐形反射鏡６３を追加して設ける場合には、両面プリント回
路基板１１－１の下面側のＬＥＤ１０－２からの励起光線Ｌ１を下部シェル２０’－２の
内面の複数の蛍光性突起３０－２のすべてに照射して可視光線Ｌ２に波長変換できるので
、より多くの白色の照明用可視光線Ｌ２を出射することができる。
【０８１４】
図７５は、例えば図１ないし図７に示す半導体ランプ（ＬＥＤランプ）１００などの一部
を変更した本発明の他の実施の形態を示す概略的な拡大部分断面図である。
【０８１５】
本発明の一実施形態の半導体ランプは、図１ないし図７に示す半導体ランプ（ＬＥＤラン
プ）１００における一例と同様に、紫外光線からなる短波長光線を放射する少なくとも一
つの紫外形半導体発光素子１０と、光透過性部材からなる光透過性グローブ２０と、光透
過性グローブ２０の内面に設けられた光透過性突起３０ａに蛍光体を形成した蛍光性突起
（蛍光体含有突起、蛍光性突出部、蛍光性凸部）３０を備える。
【０８１６】
図７５に示すように、前記蛍光体は、紫外線を主として青色または紫色光線に波長変換す
る青色または紫色光線に波長変換する青色（または紫色）蛍光体３２ａと、前記青色また
は紫色光線を主として黄色光線に波長変換する黄色蛍光体３３ａからなる。
【０８１７】
光透過性グローブ２０の内面およびその内面に設けた光透過性突起３０ａの表面に、黄色
蛍光体３３ａと光透過性結合材３３ｂからなる黄色蛍光体膜３３を形成し、更に黄色蛍光
体膜３３の表面に青色蛍光体３２ａと光透過性結合材３２ｂからなる青色蛍光体膜３２を
形成するのが望ましい。
【０８１８】
紫外形半導体発光素子１０（図１などを参照）から放射される近紫外、深紫外などの紫外
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光Ｌ１（ＵＶ）が光透過性グローブ２０の内面側に照射されると、紫外光Ｌ１（ＵＶ）の
大部分Ｌ１ａが青色蛍光体膜３２で吸収されて青色蛍光体膜３２から波長変換された青色
光Ｌ２－１が発生する。
【０８１９】
青色光Ｌ２－１が青色蛍光体膜３２と隣接した黄色蛍光体膜３３を照射し、青色光Ｌ２－
１の一部が黄色蛍光体膜３３に吸収されて黄色蛍光体膜３３から波長変換された黄色光Ｌ
２－２が発生し、光透過性グローブ２０、光透過性突起３０ａを経由して外部に出射する
。
【０８２０】
青色光Ｌ２－１の一部は黄色蛍光体膜３３で吸収されることなく黄色蛍光体膜３３を透過
し、光透過性グローブ２０、光透過性突起３０ａを経由して外部に出射する。
【０８２１】
紫外光Ｌ１（ＵＶ）の一部分Ｌ２ｂは青色蛍光体膜３２で吸収されることなく青色蛍光体
膜３２を透過して、黄色蛍光体膜３３に吸収されて黄色蛍光体膜３３から波長変換された
黄色光Ｌ２－２が発生し、光透過性グローブ２０、光透過性突起３０ａを経由して外部に
出射する。
【０８２２】
このように青色蛍光体膜３２からの青色光Ｌ２－１と黄色蛍光体膜３３からの黄色光Ｌ２
－２が光透過性グローブ２０の外部に出射して、青色光Ｌ２－１と黄色光Ｌ２－２が混合
された白色光線Ｌ２（Ｌ２＝Ｌ１－１プラスＬ２－２）を得ることができる。
【０８２３】
以上の記述から明らかなように、本発明のＬＥＤランプまたは電球形ＬＥＤランプは蛍光
性突起、蛍光性溝、蛍光性ファイバをグローブに設けているので、従来のものより蛍光体
の形成面積などを飛躍的に増大することができるので、より照度、輝度の向上したＬＥＤ
ランプまたは電球形ＬＥＤランプを提供することが可能である。
【０８２４】
前述のＬＥＤランプまたは電球形ＬＥＤランプ（１００，１２０，１７０）は、蛍光体を
有するほぼ半球状グローブを備え、グローブのほぼ半球面から波長変換可視光線を出射さ
せて照明光線としているので、ダウン・ライト用の照明器具などに用いるのに適している
。
【０８２５】
前述のＬＥＤランプまたは電球形ＬＥＤランプ１３０，１４０，１５０，１６０，１８０
，１９０，２００，２１０，２２０，２３０，２４０，２５０，２６０，２７０，２８０
，２９０，３００，３１０，３２０は、グローブに蛍光体を有し、ボール形白熱電球と類
似のほぼ球状の外観形状を有するグローブ、または一般照明用白熱電球と類似の部分的に
ほぼ球状の外観形状を有するグローブを備え、ほぼ球状のグローブのほぼ全面から波長変
換可視光線を出射させて照明光線としているので、一般照明用の照明器具などに用いるの
に適している。
【０８２６】
前述のＬＥＤランプまたは電球形ＬＥＤランプ１３０，１４０，１５０，１６０，１８０
，１９０，２００，２１０，２２０，２３０，２４０，２５０，２６０，２７０，２８０
，２９０，３００，３１０，３２０は、第一の光透過性グローブ分割部材２１－１と第二
の光透過性グローブ分割部材２１－２を結合手段２２により結合してほぼ球面形状の統合
グローブとすることができるので、統合グローブの最大内径とほぼ等しい外周を有する発
光ユニットＬＵ（１０，１０－１，１０－２，１１，１１－１など）、その他の各種の部
材（７０，７２，７３，７７，９４など）をその内部空間に内蔵することができる。
【０８２７】
以上に開示した各種の実施の形態における各種の構成要素、構成部分を任意に組み合わせ
ても良い。
【０８２８】
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以上に添付図面を参照して本発明の各種の実施の形態を説明したが、本発明はこれらの実
施の形態に限定されず、本発明の精神と特許請求の範囲に基づいて各種の変形、設計変更
、改良および均等物の構築が可能であることに留意されたい。
【図面の簡単な説明】
【０８２９】
【図１】図１は、本発明の実施の一形態の半導体ランプ１００の概略的な分解斜視図であ
る。
【図２】図２は、半導体ランプ１００の概略的な斜視図である。
【図３】図３は、図２のＡ－Ａ’線に沿って切断した半導体ランプ１００の概略的な断面
図である。
【図４】図４は、複数の半導体素子を実装したプリント回路基板を示す概略的な平面図で
ある。
【図５】図５は、図３の一部分（Ｐ－Ａ）を拡大して示す概略的な拡大部分断面図である
。
【図６】図６は、半導体ランプ１００の電気回路の一例を示す概略的なブロック図である
。
【図７】図７（図７Ａ、図７Ｂ、図７Ｃ、図７Ｄ）は、半導体ランプ１００の原理および
光路を説明する図５の一部を拡大した概略的な拡大部分断面図である。図７Ａは半導体発
光素子１０として青色ＬＥＤを用いた時の半導体ランプ１００の原理および光路を説明す
るものである。図７Ｂは半導体発光素子１０として近紫外ＬＥＤを用いた時の半導体ラン
プ１００の原理および光路を説明するものである。図７Ｃは半導体発光素子１０として近
紫外ＬＥＤを用いた時の半導体ランプ１００の原理および光路を説明するものである。図
７Ｄは半導体発光素子１０として近紫外ＬＥＤを用いた時の半導体ランプ１００の原理お
よび光路を説明するものである。
【図８】図８は、突起、蛍光性突起３０の各種の形状を示す概略的な斜視図である。
【図９】図９は、突起、蛍光性突起３０の他の各種の形状を示す概略的な斜視図である。
【図１０】図１０は、蛍光性突起３０（または図７Ａ、図７Ｂに示す突起３０ａ）の他の
形状を示す概略的な斜視図である。
【図１１】図１１は、各種の蛍光性溝３０’の形状を示す概略的な斜視図である。
【図１２】図１２は、他の各種の蛍光性溝３０’の形状を示す概略的な斜視図である。
【図１３】図１３は、本発明の他の実施の形態の半導体ランプ１１０の概略的な分解斜視
図である。
【図１４】図１４は、半導体ランプ１１０の概略的な斜視図である。
【図１５】図１５は、図１４のＢ－Ｂ’線に沿って切断した半導体ランプ１１０の概略的
な断面図である。
【図１６】図１６は、半導体ランプ１２０の概略的な断面図である。
【図１７】図１７（図１７Ａ、図１７Ｂ）は、図１６に示す半導体ランプ１２０の一部分
Ｐ－Ｂを拡大した概略的な断面図である。図１７Ａは、半導体ランプ１２０の一部分Ｐ－
Ｂの一例を拡大した概略的な断面図である。また図１７Ｂは、半導体ランプ１２０の一部
分Ｐ－Ｂの他の一例を拡大した概略的な断面図である。
【図１８】図１８（図１８Ａないし図１８）は、第一の分割部材とである上部の光透過性
グローブ２０、２０－１と第二の分割部材とである下部の光透過性グローブ２０－２また
はハウジング６０（または図１６などの６０－１）とを一体化する各種の結合手段を示す
概略的な部分断面図である。
【図１９】図１９は、蛍光性ファイバを光透過性グローブに立設して配置した、概略的な
拡大断面図である。
【図２０】図２０（図２０Ａ、図２０Ｂ）は、図１９のＣ－Ｃ≡線に沿って切断した、概
略的な部分断面図である。
【図２１】図２１は、一本の蛍光性ファイバ３５を拡大して示す、概略的な拡大断面図で
ある。
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【図２２】図２２は、一本の蛍光性ファイバ３５の発光原理、光路を示す、概略的な拡大
断面図である。
【図２３】図２３はコア－クラッド複合構造を有する蛍光体担持光ファイバを用いたＬＥ
Ｄランブの一部を拡大して示す概略的な部分断面図である。
【図２４】図２４はコア－クラッド複合構造を有する蛍光体担持光ファイバを示す一部を
切り欠いた概略的な拡大斜視図である。
【図２５】図２５は図２４に示す蛍光体担持光ファイバの原理を説明する概略的な拡大立
面図である。
【図２６】図２６は、半導体ランプ１３０の概略的な分解斜視図である。
【図２７】図２７は、半導体ランプ１３０の概略的な斜視図である。
【図２８】図２８は、図２７のＣ－Ｃ≡線に沿って切断した半導体ランプ１３０の概略的
な拡大断面図である。
【図２９】図２９（図２９Ａ、図２９Ｂ）は、半導体ランプ１３０に用いる図２６ないし
図２８に示す漏光形導光部材９０の一具体例である漏光形導光部材９０Ａを示す図である
。図２９Ａは、漏光形導光部材９０Ａを示す概略的な斜視図である。図２９Ｂは、漏光形
導光部材９０Ａを示す概略的な断面図である。
【図３０】図３０（図３０Ａ、図３０Ｂ）に示す漏洩形導光部材９０Ｂは、図２９Ａ、図
２９Ｂに示した漏洩形導光部材９０Ａの一変形である。図３０Ａは漏洩形導光部材９０Ｂ
の概略的な斜視図である。図３０Ｂは漏洩形導光部材９０Ｂの概略的な断面図である。
【図３１】図３１（図３１Ａ、図３１Ｂ）は他の漏洩形導光部材９０Ｃ、９０Ｄを示す図
である。図３１Ａは、漏洩形導光部材９０Ｃの概略的な断面図である。図３１Ｂは、漏洩
形導光部材９０Ｄの概略的な断面図である。
【図３２】図３２（図３２Ａ、図３２Ｂ）は他の漏洩形導光部材９０Ｅ、９０Ｆを示す概
略的な断面図である。図３２Ａは、漏洩形導光部材９０Ｅの概略的な断面図である。図３
２Ｂは、漏洩形導光部材９０Ｆの概略的な断面図である。
【図３３】図３３（図３３Ａ、図３３Ｂ、図３３Ｃ、図３３Ｄ、図３３Ｅ）は他の各種の
漏洩形導光部材９０Ｇ、９０Ｈ、９０Ｊ、９０Ｋ、９０Ｌを示す概略的な断面図である。
図３３Ａは、漏洩形導光部材９０Ｇの概略的な断面図である。図３３Ｂは、　漏洩形導光
部材９０Ｈの概略的な断面図である。図３３Ｃは、漏洩形導光部材９０Ｊの概略的な断面
図である。図３３Ｄは、漏洩形導光部材９０Ｋの概略的な断面図である。図３３Ｅは、漏
洩形導光部材９０Ｌの概略的な断面図である。
【図３４】図３４は、半導体ランプ１３０の概略的な分解斜視図である。
【図３５】図３５は、半導体ランプ１３０の概略的な斜視図である。
【図３６】図３６は、図３５のＤ－Ｄ≡線に沿って切断した半導体ランプ１３０の概略的
な断面図である。
【図３７】図３７（図３７Ａ、図３７Ｂ、図３７Ｃ、図３７Ｄ）は、半導体ランプ１３０
に用いる各種の光拡散球形部材９３（９３Ａ、９３Ｂ、９３Ｃ、９３Ｄ）の概略的な断面
図である。
【図３８】図３８は、半導体ランプ１５０の概略的な分解斜視図である。
【図３９】図３９は、半導体ランプ１５０の概略的な斜視図である。
【図４０】図４０は、図３９のＥ－Ｅ’線に沿って切断した半導体ランプ１５０の概略的
な拡大断面図である。
【図４１】図４１は、他の実施の形態の半導体ランプ１６０の概略的な分解斜視図である
。
【図４２】図４２は、半導体ランプ１６０の概略的な斜視図である。
【図４３】図４３は、図４２のＦ－Ｆ≡線に沿って切断した半導体ランプ１６０の概略的
な断面図である。
【図４４】図４４は、半導体ランプ１６０の光路を示す概略的な断面図である。
【図４５】図４５は、複数のＬＥＤを立体回路基板に実装した半導体ランプ１６０を示す
概略的な断面図である。
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【図４６】図４６は、複数のＬＥＤを立体回路基板に実装した他の半導体ランプ１７０を
示す概略的な断面図である。
【図４７】図４７は、本発明の実施の他の形態の半導体ランプ１９０の概略的な分解斜視
図である。
【図４８】図４８は、半導体ランプ１９０の概略的な斜視図である。
【図４９】図４９は、図４８のＧ－Ｇ’線に沿って切断した半導体ランプ１９０の概略的
な断面図である。
【図５０】図５０は、半導体ランプ１９０の光路を示す概略的な断面図である。
【図５１】図５１は、半導体ランプ１９０の一変形を示す半導体ランプ２００の光路を示
す概略的な断面図である。
【図５２】図５２は、半導体ランプ１９０の他の一変形を示す半導体ランプ２１０および
その光路を示す概略的な断面図である。
【図５３】図５３は、半導体ランプ２２０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図５４】図５４は、半導体ランプ２３０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図５５】図５５は、半導体ランプ２４０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図５６】図５６は、半導体ランプ２５０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図５７】図５７は、半導体ランプ２６０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図５８】図５８は、半導体ランプ２７０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図５９】図５９は、半導体ランプ２８０およびその光路を示す概略的な断面図である。
【図６０】図６０は、半導体ランプ２９０の概略的な分解斜視図である。
【図６１】図６１は、半導体ランプ２９０の概略的な斜視図である。
【図６２】図６２は、図６１のＣ－Ｃ≡線に沿って切断した半導体ランプ２９０の概略的
な断面図である。
【図６３】図６３は、他の実施の形態を示す半導体ランプ３００の概略的な分解斜視図で
ある。
【図６４】図６４は、半導体ランプ３００の概略的な斜視図である。
【図６５】図６５は、図６４のＪ－Ｊ’線に沿って切断した半導体ランプ３００の概略的
な断面図である。
【図６６】図６６は、漏洩導光部材９０、９２、９４の受光端面に集光または収束する集
光手段９７を示す概略的な斜視図である。
【図６７】図６７は、漏洩導光部材９０、９２、９４の受光端面に集光または収束する他
の集光手段９８を示す概略的な斜視図である。
【図６８】図６８（図６８Ａ、図６８Ｂ、図６８Ｃ、図６８Ｄ）は、ＬＥＤ実装面を有す
る各種の形状の支持柱を示す概略的な平面図である。
【図６９】図６９は、本発明の他の実施の形態の半導体ランプ３１０の概略的な分解斜視
図である。
【図７０】図７０は、半導体ランプ３１０の概略的な斜視図である。
【図７１】図７１は、半導体ランプ３１０の概略的な断面図である。
【図７２】図７２は、本発明の他の実施の形態の半導体ランプ３２０の概略的な分解斜視
図である。
【図７３】図７３は、半導体ランプ３２０の概略的な斜視図である。
【図７４】図７４は、半導体ランプ３２０の概略的な断面図である。
【図７５】図７５は、本発明の他の実施の形態を示す概略的な拡大部分断面図である。
【図７６】図７６は、先行技術１のＬＥＤ電球を示す断面図である。
【図７７】図７７は、先行技術２のＬＥＤ電球を示す一部破断断面図である。
【０８３０】
本発明の実施の形態を示す全ての図面（図１ないし図７５）において、同一の構成要素、
同一の構成部分には同一の参照符号を付してある。
【符号の説明】
【０８３１】
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１００，１１０，１２０，１３０，１４０，１５０，１６０，１７０，１８０，１９０，
２００，２１０，２２０，２３０，２４０，２５０，２６０，２７０，２８０，２９０：
半導体ランプ（ＬＥＤランプ）、電球形半導体ランプ（電球形ＬＥＤランプ、ＬＥＤ電球
）
１０，１０－１，１０－２，１０’：半導体発光素子（ＬＥＤ）　
１１，１１’：片面プリント回路基板　
１１－１：両面プリント回路基板　
１１ａ：帯状プリント回路基板
１５：立体プリント回路基板
２０：光透過性グローブ（光透過性シェル）
２０－１，２１－１：第一のグローブ分割部材
２０－２，２０’－２，２１－２：第二のグローブ分割部材
２２：結合手段
３０，３０－１，３０－２，３０－１’ないし３０－１２’　，３０－１Ａ，３０－２Ｂ
：蛍光性突起
３０’，３０’－１ないし３０’－１０：蛍光性溝
３０ａ：光透過性突起
３０ｂ，３１，３２，３３：蛍光膜（蛍光層）
３０ｂ１，３２ａ，３３ａ：蛍光体
３５，３６：蛍光性ファイバ　
３７：蛍光層
３８：光透過性結合層　
４０：点灯回路
５０：口金（電球用口金）
６０，６０－１：ハウジング（収納部材）
６１：皿状部材　
６２：収納部材（ハウジング）　
６３：錐形反射鏡　
６４：板状台　
６５：支持部材（中空パイプ、中空支持部材）　
６７，６８：接合層　
７０：円盤状の反射鏡　
７１：円盤状の光拡散部材　
７２，７３：円錐状の反射鏡
７４，７４’，７６，７６’，７８：光拡散部材　
７７：逆円錐台形のプリズム
８０，８０－１，８０－２，８０－３，８０－４：支持部材　（支持柱）　
９０，９０Ａないし９０Ｈ，９０Ｊないし９０Ｌ，９２，９４：漏洩導光部材
９３，９３Ａないし９３Ｄ：光拡散球形部材　
９７，９８：集光手段
９９：　紫外線遮蔽手段（光触媒膜、ダイクロイック・ミラー）　
ＬＵ，ＬＵ１ないしＬＵ５：　発光ユニット（半導体発光素子を実装したプリント回路基
板）
Ｌ１：　半導体発光素子からの発光光線（紫外光線または青色光線）
Ｌ２，Ｌ２－１，Ｌ２－２：　波長変換光線または混色光線
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